

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　泥どろの中を這はいずるようにエクセリアが走行する。

　限界速度で熱の上がり切ったエンジンが赤く発熱し、撥はね上げた泥が掛かかる度たびに蒸発していく音は機体の悲鳴だ。けれど、速度を緩ゆるめることは決して許されない。

　理由は単純。

　機体を止めれば、撃うち殺されるからだ。

　振ふり返った。

　後方から追ってくるのは、敵国の新型エクセリアが四機。

　それも全すべて高出力エンジンを積んだＡＴ３だ。

　エクセリアは全長三メートル程度の小型機き甲こう車の総そう称しようであり、戦争需じゆ要ようによって新型が開発され続け、今や凡ぼん百ぴやくの火器を遥はるかに超こえる兵器へと昇しよう華かした。

　旧型の自機Ｍ４の最高速は時速五十キロ。

　しかし、敵機の新型はそれより遥かに速い。

　だから──元より逃にげ切れるはずがなかったのだ。

　たった十秒で距きよ離りを詰つめられた。

『弾だん丸がん魔ま法ほう』で生成された炸さく裂れつ弾の雨が襲おそってくる。

　──ちくしょう。

　なんでこうなった。

　学生隊は、攻こう撃げきを受けないんじゃなかったのかよ。

　学生は、本隊の後ろにいるだけ。

　そのはずだった。

　それなのに──

「っ！」

　搭とう乗じようしていた自機エクセリアが爆ばく散さんした。

　吹ふき飛ばされる刹せつ那な、学生兵の『レイン』は、機体の操手だったアスリーの肉体が千切れ飛んでいくのをはっきりと視し認にんした。彼女は悲鳴一つ上げなかった。

　一いつ瞬しゆんで肉クズにされたからだ。

　仲間の死体を浴びながら、崖がけ下したに転がり落ちて全身を強く打つ。

　ちくしょう──

　なんで、どうして──。

　見下げると、左ひだり脚あしは完全に折れて骨が飛び出し、死を直感する激痛が脳を貫つらぬいた。

　しかし、その中で、レインはふと顔を上げて、

（あれ、は──）

　気付いた。

　遥か数百メートル先の山間部に、黒色のエクセリアを見つけたのだ。

　黒色。

　……黒色？

（まさか、）

　はっとしてスコープを覗のぞく。予感した通りだ。その漆しつ黒こくの機体には、一人の敵将が搭乗していた。ベルック少しよう佐さだ。間ま違ちがいない。あの脂あぶらぎった顔は、一度見れば忘れない。

　ベルックは虐ぎやく殺さつ者だ。非武装の一いつ般ぱん民だろうが学生だろうが、構わず虐殺する事で名を馳はせた西国の武人。今回の襲しゆう撃げきは、あいつが仕し掛かけてきた──。

「っ──」

　ライフルを構える。

　そして胸むな元もとを探さぐって摑つかんだ一発は『銀色の弾丸』だった。

　通常の弾丸とは異なる色合いのそれは先刻拾ったものだ。五発セットで落ちているのを見つけて、何となく持っていたものだが、これ以外に弾丸はない──使うしかなかった。

　──目算で四百メートル。

　弾丸魔法の補助を以もつてしても、一撃で仕留めるにはあまりに難しい距離だ。

　それでも──殺さねば。

　あいつだけは。

　アスリーを殺した──あいつだけは。

　敵てき陣じんの中、脚を折った自分はここで死ぬだろう。けれどそれは、あの虐殺者の脳のう髄ずいをぶち抜ぬいてからだ。学生隊の少年レインには、祈いのりの儀ぎ式しきとして決めている事があった。

　それは、懐かい中ちゆう時計で時間を確認すること。

　これから殺す相手の最さい期ごを、時計で正確に知る祈りの行こう為い──。

　時刻は、ぴったり午後の二時。

（──よし）

　十数秒の調整の後、引き鉄を引いた。

　赤い花が咲さいた。

　成功だ。スコープ越ごしに、ベルックの頭部が破は裂れつしたのを確認した。

　殺した──その瞬間だった。

「──っ、」




　世界が切り替かわった。
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１、世界を変える弾丸






　本当に一瞬だけ。

　何と言えばいいのだろう。

　ああ──そうだ。

　映画のフィルムが、いきなり入れ替わったような──

「──う」

　世界が切り替わった。

　そして、

「……え？」

　当とう惑わくするしかなかった。




　目の前に広がる光景が、戦場ではなくなっていたからだ。




「おいレイン。次、お前だぜ」

「さっさとしろよ」

　レインは手にトランプを持ち、のんびり座って、

（……、え？）

　仲間たちと遊んでいた。

「おい、どうした、レイン。だから、お前の番だって」

「……番……？」

　言われて、見み渡わたす。

　そして、どう見ても平和な光景に困こん惑わくした。間違いない。

　ここは後衛基地の広場だ。この場所を敵将のベルックに襲われ、地じ獄ごくが始まった。

　それが三十分前のこと。

　──その筈はずだったのに。

「わ、わ、うわわわわ！」

　思わず手に持っていたカードを投げてしまった。

「うお、なにしてんだレイン！」

「負けそうだからってふざけんな！」

　顰ひん蹙しゆくの声が上がる。級友たちが怒いかりを顕あらわにしてくる。しかしそんな言動など、今のレインにとっては些さ末まつな事でしかなかった。なんだ、なんなんだ。

　なんで俺は──こんな所で、

「お、お前ら、敵、敵はどうした！」

　ポーカーで、遊んでいるんだよ。

「敵ぃ？」

　顔を歪ゆがめる級友のオルカ。

　粗そ暴ぼうで大おお柄がらだが、噓うそだけは言わないのが利点の少年は、

「そんなのここにいるわけないだろ！　後衛だぞ！　強しいて言うなら今のお前が敵だよ！」

「寝ねぼけて夢見るのはいいが、負け分はきっちり払はらえよ！」

　巻き上がる非ひ難なん囂ごう々ごう。

　しかし、その中でレインは、

「……夢？　ふざけるな、あれは現実だった！」

　はっきり覚えている。

　襲撃を受けたのは午後一時半。休きゆう憩けいの交代がそろそろという時に、敵将ベルックからの奇き襲しゆうがあった。誰だれもそのことを予想していなかった。ここは、後衛の待機基地だからだ。

　しかし、ベルックは虐殺を実行した。

　そして──レインたちは逃げ回った。

　散り散りになったところを、兎うさぎのように学生が殺されていった。

　レインもその兎の一人だった。しかし、幸運にも逃げ込んだ先で、敵将ベルックを射程圏けん内ないに捉とらえた。降りかかる緊きん張ちようの中、射線は逸それなかった。

　レインは、ベルックを暗殺するに至った。

　時間はジャスト午後二時──。

　……そうだ、時間。

　レインは懐中時計を取り出して時刻を確認した。

　けれど、針は当たり前のように、

「どういうことだよ……」

　きっちり『二時』を示していた。

　つまり、ベルックを殺害してから一分すら経たっていない……。

「なになにー、揉もめてるみたいだけど、なんかあったし？」

　混乱の中、レインがカードをばら撒まいて勝負を投げたという騒さわぎを聞きつけて、四人の女生徒がやって来た。彼女たちもレインと同じ、学生の予備兵だ。

　そしてその四人の中に、

「アスリー……」

　栗くり色いろの髪かみを後ろで纏まとめた少女。

　戦場に不ふ釣つり合いな琥こ珀はくの瞳ひとみ──けれど、彼女は今さっき、

「ん、どしたし、レイン？」

「お前、手足ばらばらになって死んだはずじゃ……」

「いきなりどうした!?」

　死んだ筈の少女アスリーがいた。

　──アスリー。

　アスリー・マグメット。士官学校でのレインの同級生。

　しかし、レインはその目で、彼女が死んだのを確かに目撃している。

　──その筈なのに。

「おかしい、なんで、死んでない、……」

「おかしいのはお前だよ」

「やめなよオルカ。っていうか、あんたたちがレインからお金を捲まき上げたからおかしくなったんじゃないの！　私、いきなりバラバラ死体にされたんだけど！」

　なにか──。

　なにか無いのか。

　俺が経験した、あの地獄──。

　あれが『現実だった』と確信できる証しよう拠こが──。

「そうだ」

　レインは横に置いていた長ちよう銃じゆうを摑つかみ取った。

　薬室を開き、残っていた薬やつ莢きようを見る。

　弾だん丸がん魔ま法ほう──名の通り、弾丸にあらゆる効果を付ふ与よする魔法が現在の戦争で主流となっている。その広く使われている効果の一つに『受印ゲイル』という魔術がある。

　それは撃うち殺した相手の名が、薬莢に印字されるというものだ。

　誰が誰を殺したか。

　その証明とするための魔法であり、偽ぎ装そうは非常に難しい。

　そして印字された薬莢は排はい出しゆつされず、排莢室に残るため、

「あった……！」

　証拠が見つかった。排莢室の中に敵将ベルックの死の証あかしがあった。レインが射しや撃げきした敵将ベルックの本名『Beluk O Koihen』が刻まれた薬莢があったのだ。

（……間ま違ちがいない。やはり、あれは現実だった！）

　本物だ。敵将ベルックを討うち取った確かな証拠が残っていた。

「ほら見ろ！」

「なにがだよ」

「レインってあれだよね、いつも静かだけど、たまにいきなり大声出すとこあるよね」

　ほっとけ。

　って、そうじゃなくて、

「これがあの虐ぎやく殺さつ者ベルックを討ち取った証拠だってことだ！」

　レインはその場の全員に薬莢を見せた。

　それで納なつ得とくさせるはずだった。

　なぜなら、敵将ベルックは指折りの戦争人。

　その名は学生と言えど、予備兵である彼らが知らないはずがない。

　しかし、

「……うーん、まあ『銀色の弾丸』はあまり見ないが、本物だな」

「確かに。でも、あんま見せない方がいいよレイン。これ、人が死んだって証だし」

　言った。




「誰かは知らないけどさ。このベルックって人」




　結果的に、その言葉は噓ではなかった。

「え……？」

「ベルックって、だれ？　西の人？」

　その場の誰もが、──いや、国に戻もどってからも、レインは必死になってありとあらゆる情報を探さぐり、ベルックのことを調べ、その存在を追った。

　けれど、最後まで彼を知る人はおろか、その痕こん跡せきすら見つけることは出来なかった。

　──消えていた。

　ベルックの全すべてが。

　まるで最初から──彼という存在が無かったかのように。




　東の国オルトメニア。

　西の国ハーバラント。

　二国の軋あつ轢れきは、百年前に勃ぼつ発ぱつした第一次攻こう戦せんから不変なく継けい続ぞくしている。

　今回の第四次攻戦へ連なる抗こう争そうの系けい譜ふは、兵器開発の歴史でもあった。

　四つの脚きやく部ぶと車輪を有し、優すぐれた運動性と耐たい久きゆう力を誇ほこる小型機き甲こう車『エクセリア』は百年前の登場から現在に至るまで戦場の華はなとして進化を遂とげた。

　踏とう破はし、破は壊かいし、打ち砕くだく。

　機械兵器として極限にまで至った機構を備えた戦場の象しよう徴ちようエクセリア。

　しかし、その強きよう靭じんで軽量なエクセリアの機体を構成するグライマル核かく銀ぎんの採さい掘くつ場所はあまりに限定的であり、分ぶん割かつが至難なほどに各地に偏へん在ざいする特とく徴ちようを持っていた。

　四次攻戦の理由がそれだ。

　資源の奪うばい合い。

　敵を殺して陣じん地ちを簒さん奪だつする。

　小さな衝しよう突とつから、争いの炎ほのおは一いつ瞬しゆんで巻き上がる。

　そして、四次攻戦の開始から四年──。

　未いまだ戦火は衰おとろえず、その炎にくべられているのは、人間の命だった。

「なーんか、目的と手段が前後してるよな」

　同班のオルカは、

「核銀を得るために戦って、その核銀でエクセリアを作って戦うんだろ？　でも戦争が無ければそもそも核銀なんていらないんだし、あれ、じゃあ俺ら何のために戦ってんの？」




「オルカ」

「ん？」

「あんた、見た目より賢かしこかったのね」

「遠回しに馬ば鹿かに見えるって言ってんなてめえ！」

　狭せまい中。

　アスリーとオルカが、ぎゃーぎゃーと騒ぐ。

　……うるさいな。

　こっちは、いろいろと考えごとしてるのに。

「……夢じゃ、ないよな」

　手の中で、ころころと『銀色』の薬莢を転がす。

　そこにある虐殺者ベルックの名だけが──レインの夢に対する唯ゆい一いつの物証だった。

「はあ」

　溜ため息いき。

　ここは移動用車両の中。

　結局、あれから敵軍の奇襲も無く、平へい穏おん無事に三日間の駐ちゆう屯とん期間を終えたアレストラ教導院の学生たちは、前線から街に戻る道程にあった。

　ただ車両は少ないので、乗せられているのは荷台。

　完全に荷物扱あつかいである。

　ふと横を見る。

　いるのは、取っ組み合いをしているアスリーとオルカ。

　そしてその奥には、重じゆう厚こうな装甲を有する『エクセリア』があった。

　エクセリア──小型機甲車。一機で家が三つ建つと言われるほどに高級な陸戦兵器であり、どんな悪路であろうと走破し、生おい茂しげった密林も馬鹿げた出力で駆かけ抜ぬける。魔導士が扱う弾丸魔法と組み合わせて運用する事に特化した主力兵器が眼前に鎮ちん座ざしていた。

　眺ながめていると、

「レイン、なんか難しい顔してんけど、そろそろ落ち着いた？」

「最初から落ち着いているよ」

「妄もう想そうで人をばらばらにしといて、よく言えんね」

　アスリーは数少ない女子の士官候補生だ。

　勝ち気な性格にふさわしく、家の反対を押し切って士官に志願したらしい。

　……裕ゆう福ふくな家いえ柄がららしいので、親とか泣いてんだろーなと思う。

「まあでも、確かにそうだよね……」

「？　なにがだ」

「レインの妄想みたいに、いつ本当にバラバラになっても、おかしくないってこと」

　アスリーは、

「百年も続いた、二つの国の均きん衡こう。そんなのとっくの昔に崩くずれてるし、負けるよね、このままじゃ。聞いたところによると、あまりに人が死に過ぎて前線で人が足りないから、そろそろ学生でも優ゆう秀しゆうなのは拾い上げて、戦場送りになるらしいよ」

「……それは」

「大マジ。レインもオルカも呼ばれるだろうね。成績は良いし」

　だらだら話している間に、東国オルトメニアの首都が見え始めていた。

　その都市に、レインたち『士官候補生』が通うアレストラ教導院が存在している。




　弾丸魔法。

　実弾に魔力を付与し、様々な効果を発現させる魔法技術の名。

　魔法という技術は古くから継けい承しようされた。

　理論では解明できぬ、なにかの理ことわりがあった。

　しかし、この戦乱が続いた百年の間に魔法はより実用的な用よう途とのみに辿たどり着き、効果を弾丸に封ふうする技術が開発されてから、戦争に最も有効な技術として弾丸魔法が広まった。

　取り繕つくろうような小こ綺ぎ麗れいさなど無い。

　正真正しよう銘めい、人を殺すためだけの技術。

　純じゆん粋すいな軍用兵器。

　破壊こそ存在価値とされる殺さつ戮りくの手段。

　この情勢に於おいて、最も必要とされる技術へと百年の中で昇しよう華かした。

　必然、学ぶ場を国家政策で増やした。

　士官学校のアレストラ教導院でも、弾丸魔法は必ひつ須す項こう目もくに定められている。

　士官育成の学校である性質上、座学が基本で組まれるが、基き礎そ訓練として弾丸魔法は身につけることになる。そして三年に進級すれば『帯銃』──銃を持つ事が許される。

　そして、三年生のレイン・ランツは、

（……一体、なんだったんだ。あれは）

　教室で愛銃のＢＢ77を弄いじりながら、纏まとまらない考えに悩なやんでいた。

　──結局。

　あのベルックという人間がいた証しよう拠こは、どこにも見つけられなかったのだ。

（あの日──）

　何かが起こった。

　怪かい奇きな現象。

　なぜ──ベルックの痕跡が見つからない。

　なぜ──誰だれもベルックのことを覚えていない。

　こうして学校という平和な場所に戻ってきても、鮮せん烈れつに残った光景はなお深い。考える度たび、ベルックの名の刻まれた『銀色の薬やつ莢きよう』を見てしまう。

（唯一、証明できるものは、この弾だん丸がんだけ……）

　元々、それは拾った弾丸だった。虐殺者ベルックに後衛基地を襲しゆう撃げきされ、森の中をアスリーと共に逃にげ惑まどう中、身を隠かくした先に、この弾丸を五発セットで見つけたのだ。

　その後、弾たま切ぎれで仕方なく、使う事になったが、違ちがうのは「銀色」ということだけ。

　なのになぜ、あんな奇き妙みようなことが──。

「ん……？」

　ふと、掃そう除じのために敷しいていた新聞に目が行った。




　　　『またも敗戦』

　　　『リブラ山間部　奪だつ還かん失敗』

　　　『厳しい戦せん況きよう　今季被ひ害がい試算　78億ゼル超ごえか』




「……負け過ぎだろ」

　いつもの記事だった。

　我が国、東国オルトメニアが西に食い潰つぶされる──いつもの記事。

　第四次攻戦の開始から、すでに四年。

　東の国は、西に対して厳しい状じよう況きように置かれ続けていた。

　現代戦争で重要な因子は主に二つ。

　一つは火器として使用される『弾丸魔ま法ほう』。

　そしてもう一つは、グライマル核銀から生産される機甲車『エクセリア』だ。

　戦争開始の当初こそ大きな差は無かったが、ここ数年、エクセリアの開発に博ばく打ちを打って巨きよ額がくの開発費をつぎ込んだ西の国は、優れた新型を量産し続けた。

　結果として、西国の技術は、東より数年先を先行する。

　そして、新型の陸戦兵器エクセリアが猛もう威いを振ふるい続ける内、誰もが理解した。

　東の国は──。

「おい銃じゆうオタ」

「銃オタじゃねえよ」

　声を掛かけて来た隣りん席せきのオルカ。

　退たい屈くつなのか、分解していた銃の部品をひょいと手に取って、光に透すかすように眺めるが、レインはその行こう為いにわずかにひやりとした。

　分解した銃部品の横には、『銀色の弾丸』も置いていたからだ。

「……手の脂あぶらが付くから、素す手でで触さわるなよ」

「でもよ、銃の整備なんて必要ないだろ？」

　銀の弾丸を、見えぬように隠すレイン。

　それに気付かず、オルカは、銃身部分をくるくると回すと、

「戦せん闘とう自体、ずっと起こってないんだし」

　そう言った。

（……戦闘が起こってない、ね）

　やはり、幻まぼろしだったのだろうか──あの日は。

　その時、鐘かねが鳴った。

「おっと」

　授業が始まる。

　レインは拳けん銃じゆうをさっと組み立て、片付けた。




　教員が来るのが、少し遅おくれていた。

「どうしたんだろうな」

「さあ。俺もよく分かんねえけど、さっき面おも白しろい話を聞いたぞ」

「面白い？」

「今日、転入生が来るらしい」

「はあ？」

　──転入生？

「ここは士官学校だぞ。転入とか制度として認められてないだろ」

「いや、なんで俺が怒おこられんだよ……知らねえよ」

　区切って、オルカは、

「でも、あれだ、女らしい」

「へえ」

「まあ期待はしない方が無難だろうな。どうせ、士官学校に来るような女なんて、アスリーみたいな我がの強い奴やつしかいないだろうし」

「聞こえてんだけど！」

　教室の前にいたアスリーが振り返って、怒ど鳴なる。

　……耳、良いな。

　しかし、いがみ合う二人がそのまま取っ組み合いになることはなかった。

　教室の扉とびらが開かれて、二人の人間が入ってきたからだ。一人は無論、兵へい站たん学の担当者であるウィルソン中ちゆう尉いだ。アレストラ教導院の教官は、現げん役えきの尉官が中心となる。

　が、そちらに注意は向かない。

　問題はもう一人の方──、

「うお……」

　オルカが声を上げるが、レインは口にはしない。

　しかし、同じ感情を抱いだいていた。

（……へえ）

　自分たちと同じ制服を着たその生徒は、妖あやしく──異様。

　括くくり上げた白い髪かみ。

　壊こわれそうな肢し体たい。

　──小こ柄がらだ。

　本当に小さい。

　けれど「なんだ子供じゃないか」と笑い飛ばせない程ほどに、彼女はあまりに異様だった。

　なぜなら、

「……なあ、『あれ』、本物か？」

「まさか」

　少女はその背に、長銃を『二つ』背負っていたからだ。

　──黒と白。

　あれが──彼女の銃だと言うのだろうか。

　片方は磨みがき上げた刀身のように白く、他方は重厚さを主張するように黒い。確かに一部の弾丸魔法の使い手は冗じよう談だんのような大銃砲ゴードンを担かつぐと聞く。しかし、それにしても、それらの銃器は小柄な少女に対して、あまりに大きく、無骨に過ぎるのは明らかだった。

　抱かかえるだけで腰こしを折る長銃を、平然と二丁も抱えている。

　──なんだ、この子は。

　明らかに尋じん常じようと違う。

　プレッシャー──気き迫はくに加え、担ぎ上げる二丁の長銃。

　そんな、異様とも言える彼女が、ふと教室を見み渡わたす。そして、再び顔を上げて、明らかとなった彼女の瞳ひとみは、髪色と同じく白く抜ぬけた──『銀色』だった。

（銀──？）

　怪あやしげな──『銀の少女』。

　それは、不思議を起こした、銀色の弾丸と──酷ひどく似た──。

（なんだ、この子──）

　眺ながめ見る内、果たして、その銀の少女は、




「敗戦国の豚ぶた小屋ね」




「……」

　よく通る声だった。

　ちょっと強気な声こわ色いろ。

　そして教室の誰もが「え？」という顔になった。

　少女の『豚小屋』発言に、部屋がしんとなる。けれど、

「嘆なげかわしいわね」

　依い然ぜん、少女は、

「これが国内最高と謳うたわれたアレストラ教導院の成れの果て？」

　はあ、と溜ため息いき。

「いくら子供と言っても、数年後には士官となり、組織を牽けん引いんする連中がここまで腑ふ抜ぬけてれば、この国が敗戦に盲もう進しんする理由が分かるってものね」

（……子供？）

　と、クラスの全員が思っただろう。

　なにせ、彼女の容姿は明らかに自分たちの一回り下。

　そんな彼女が『子供』と口にすれば違い和わ感は覚える。

　しかし、なお銀ぎん髪ぱつ少女は言う。

「本当に、『昔から』──変わらないわね」

　その時だった。

　──ばん！

　彼女を連れて来たウィルソン中尉が、少女の頰ほおを思いっきり殴なぐった。

「っ……」

　生徒全員、展開についていけてなかった。
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　当然だ。

　いきなり大おお筒づつを担いだ少女が来た。

　そう思ったら、豚呼ばわりが始まり、教官ウィルソンが激げつ昂こうしたのだから。

「中々面白い自己紹しよう介かいだな、転入生。だが、あまりに不快だ」

　それは、

「いいか。この俺の前で、この国を貶おとしめるような発言は一いつ切さい認めない」

　地に響ひびくような低音。

　それは、教官ウィルソンの激げき怒どした口調であり、

「忠告だ。この教導院に足を踏ふみ入れた瞬しゆん間かんから、子供のお前など、ただ上官の命令を聞くだけの羽虫だ。また勝手な真似まねをしてみろ。今度はその舌を焼き潰すぞ」

　レインは、思わずぞっと寒気立った。

　ウィルソン中尉は見た目こそ温厚に見える。しかし、その内面は苛か烈れつの一言だ。生徒を殴りつけることは厭いとわず、上申も許さない。士官学校出身らしからぬ軍人気質を備える。

　必然、生徒からの評判も芳かんばしくないが、軍内では成り上がりの筆頭格だ。

　けれど、

「へえ、貶める、ね」

　銀色の少女は止やめない。

　殴られた頰を、押さえる事すらせず、

「では聞こうかしら」

「なに？」

「翻ひるがえって、ここにいる腑抜けた餓が鬼きどもはともかく、尉官のお前が敬えと言う、この国のどこに、誹そしりを受けないところがあるというの？」

　平然と。

　何十人も前にして。

　教室に入ってから、一分も経たっていないのに。

　まるで──ここに来ることのみが、ただ一つの目的だと言うように。

　少女は引かず。

　目線を逸そらさず。

「百年前からよ」

　啖たん呵かを切っていた。

「百年も前から、この国は、魔ま法ほう技術も、機き甲こう技術も、完全に後手の後手。西国が十年先を見み据すえている傍かたわら、この東国は、核かく銀ぎん採さい掘くつの利益算出に目を向けて、長期でしか結果の出ない開発や技術啓けい蒙もうに何一つ労力を割さいてこなかった」

「貴様、なにを」

「事実を言ってるだけ」

　淡たん々たんと、少女は、

「あは、まさに豚じゃない。目の前の餌えさを食うことにしか頭がいってない。餌を隠かくす犬の方がまだ利口なんじゃないの？」

「貴様……」

「なに。自分は犬だと言いたいの。それなら鳴いてみなさいよ、わん、って」

　ウィルソンが腰元に手をやった。

　取り出したのは軍用拳銃Ｍ７だ。そして、そのままグリップを順手で握にぎり直すと、銃身を少女の頭部に振ふり下ろした。鉄てつ塊かいで、暴言を吐はく少女を殴りつけようとする。

　しかし、

「……犬、以下ね」

　果たして、少女は──避よけなかった。

　ウィルソンは躊躇ためらうことなく少女を殴おう打だした。

　しかし、彼女は──動かなかった。

　がん、と鈍にぶい音と共に鉄塊が少女の頭部を割った。

　明らかに重傷の一いち撃げきだ。

　だらだらと血が垂れる。

　頭ず蓋がいが割れ、血を垂れ流し、なのに、──少女は、微び動どうだにせず。

「な、」

　少女は一歩として動かなかった。

　そのことに、ウィルソンはわずかに動どう揺ようした。

　しかし、その一瞬とも言える隙すきに、少女はようやく身体からだを動かした。

　──いや、それは反撃だった。

　彼女はするっと腕うでを回し、自身の頭を割った銃じゆうを、

「っ、貴様！」

「遅おそい」

　奪うばった。

　銃は軽かろやかに少女の手に収まる。

　ウィルソンは思わぬ反撃に惚ほうけ、しかしすぐに我に返り、自銃を奪い返そうとする。

　けれど、

「動くな。不快。埃ほこりが舞まう」

「うっ……」

　少女は奪い取った拳けん銃じゆうを、ウィルソンの眉み間けんに当てた。

　脅おどし、動きを止めた。

　制圧した──一瞬で。

「肉体より頭を回しなさい……ああそうだ、知っているわ、ウィルソン中尉。二カ月前、撤てつ退たい戦において小隊を率いたお前は、無む謀ぼうな指示で、五十名を無む為いに殺したわね？」

「……それが、どうした」

　引かず、ウィルソンは、

「兵は死ぬのが、本ほん懐かいだろう」

「それでも、馬ば鹿かな上官の、間抜けな指示で死にたい奴やつはいないわよ」

　言いながら。

　少女は──引き金に手を掛かける。

「貴様、分かっているのか。これは、明らかな、軍規違い反はん……重罪だ……！」

　そして、

「罪、ね……」

　その時だった。

「まあいいか……転入生ごっこは、終わりで」

　レインは、偶ぐう然ぜん気付いた。

（あれは……！）

　銀の少女が取り出したそれは、一発の銃じゆう弾だん──『銀色の弾丸』。

　少女は、手の中に隠していたその弾丸を、すり替かえるように素す早ばやく弾倉に押し込む。

　その動作を、注視していたレインだけが捉とらえていた。

　あまりに一瞬のことだったが、

（あの弾丸は──！）

　それは──レインに降りかかった、不思議を証明する唯ゆい一いつ。

　謎なぞの道具。

　少女が入れ替えたのは──銀色の弾丸。

　そして、

「罪とは愚おろかさ。ただ、それだけよ」

「やめ──」

　ウィルソン中ちゆう尉いの言葉は遮さえぎられた。

　ばん！　と破は裂れつ音が鳴った。

　鮮せん血けつがばら撒まかれた。

　少女の放った銃弾が、ウィルソンの頭部を撃うち抜ぬいたのだ。

　その瞬間──。




　世界が、ごとりと変わった。








２、亡ぼう霊れい『エア』






「はっ──」

　一瞬の暗転。

　布を被かぶせられたように景色が切り替わり、

「なんだよ、ここ……」

　レインは、

「なんで戦場に戻もどってんだよ！」

　機甲車──エクセリアに搭とう乗じようし、樹き々ぎに囲まれた戦場にその身を移していた。

　周囲を見み渡わたす。

　この景色には見覚えがあった。

　ここは、北東に位置するカルバル衛星基地だ。駐ちゆう屯とんできる規模は千人強。予備兵として派は遣けんされたことがある中規模基地である。来るのは、これで三回目だろうか。

　けれど、回数など些さ末まつな事だった。

　数秒前まで教導院の教室にいたレインにとって、どうでも良かった。




　──教室ではなくなっていた。




　いや、戦場だった光景が──『切り替わった』という方が正しいだろうか。

　ああ、まただ。

　また──起こった。

「ちょ、レイン、大だい丈じよう夫ぶ？　なんか、いきなり息が荒あらくなってない？」

　掛けられた声。

　それはエクセリアを操縦するアスリーからで、心配するような様子だった。

　当然だろう。

　いきなり相方が真っ青になったように、彼女には見えているのだろうから。

「……アスリー」

「ん、どしたの、やっぱ緊きん張ちようしてる？」

「いや──」

　──間ま違ちがいない。

　彼女の様子からレインは確信した。

　最初から──最初から自分は、ここにいることになっている。

　少なくとも──自分以外の人間から見れば。

「で、なにさ？　気持ち悪い顔して」

「いや、顔は気持ち悪くねえよ！」

　気持ち悪いのは気分だ。

　一呼吸。

「違う……えと、その」

　少し考えて、

「……なあ。俺たち、ここ数日の間、学校に戻ったりしたか？」

「はあ？　んなわけないでしょ」

　──帰ってないよ

　──ここ二週間、ずっと

（……、俺、本当におかしくなったのか）

　懐かい中ちゆう時計を取り出し、レインは日付と時刻を確かく認にんする。

　やはりだ。日付は九月九日。時刻はほぼ午前九時を指していた。

　つまり、それは、教室に突とつ如じよとして来た少女──謎の「銀の少女」がウィルソンを撃ち殺してから、まだ数秒も経たっていないということ。

　そして、だからこそ、聞かねばならなかった。

「なあ、アスリー……」

「なに？」

「ウィルソン中尉って、分かるよな、ほら、俺たちの、兵へい站たん学の授業の──」

　──受け入れがたい。

　事象を。

「はい？　私たちの兵站学の先生は、サリー少尉でしょ？」




「もう、ほんとしっかりしてよ！」

　──確認を終えて。

　アスリーから状じよう況きようを聞いた。

　現在、このカルバル基地は臨戦待機中らしい。この地点は完全に東国の領土だが、哨しよう戒かいの兵が西国の敵機を見つけたという。斥せつ候こうの可能性もあるかもしれず、しかし、確証は出来ず、補助としてレインら学生も招しよう聘へいされて、戦力として待機になったという。

　しかし──何度、話を聞いても。

　確認しても。

　レインたちが学校に戻ったという事実は、残っていなかった。

　無論、『銀色の少女』なんていう──馬鹿な目もく撃げき証言も。

「この基地には、学生以外の兵はいなかったのか」

「いたはずなんだけどね」

　アスリーは答える。

「なぜか知らないけど、変に手て薄うすだったんだって、この基地」

　──なぜか。

　レインは、その理由を知っていた。

　この基地は、ウィルソン中尉が、自身の中隊を滞たい留りゆうさせていた場所だったと。

　消えたウィルソンが戦力を置いていた、と。

（やはり、ウィルソンは……）

　──消えた。

　その功績も全すべて。

（ああ、くそ、頭がめちゃくちゃだ）

　二回目の切り替わった世界。

　再び戦場に戻されたレインは、状況をなんとか把は握あくしようと思し索さくを巡めぐらせていく。

　けれど──世界は停止しない。

「っ──」

　遠方で号ごう砲ほうが鳴った。

　弾丸魔ま法ほうによる特とく徴ちよう的な炸さく裂れつ音。

　粉ふん塵じんと火か炎えんが膨ぼう大だいに巻き上がり、遠方と言えど、一気に場の緊張が高まった。固められたように静かだった機き甲こう部隊が駆く動どうを始め、唸うなりを上げて起動する。

『これより、学生兵全員にタグコードを割り振ふる！』

　上級兵からの伝令が無線で下った。

『指示は個別にインカムで受けろ！　これは実戦だ、試験運用もトライアルも無い、戦力として扱あつかうことになる、学生兵、最善を尽つくせ！』




　コード44。

　それがレインとアスリーに与あたえられたタグコードだった。

　歩兵連隊でなくエクセリアを所有する機甲部隊では、エクセリア一機に対して操縦する『操手ハンドラー』が一人と、弾丸魔法を用いる『砲手フオレスト』が一人──合わせて二人が最小戦術単位として数えることになっている。つまりは、一いち蓮れん托たく生しようのパートナーの二人組だ。

　それが、操手と砲手の関係。

　片方の死は、もう一人の死も意味する。

『コード７から25。西方、Ａ３へ移動』

『森の中だ。射線を広く取れ！』

　指示だけが次々と流れていく。

　そして、

「──レイン！」

　アスリーの声。

「来てる、十時の方向！」

　言うが早いが、アスリーは、旋せん回かいギアを引き込んだ。

　抉えぐる音が鳴った。エクセリアが起動、四つ脚あしが地表を滑すべって走行を開始する。

　瞬しゆん間かん、後方に弾だん丸がん魔法『青白焰ヴオルドラ』が炸裂した。強大な衝しよう撃げき波はを生み出す汎はん用ようの弾丸魔法は、特徴的な青白い爆ばく炎えんを巻き上げ、灰で覆おおい、周囲一帯を吹ふき飛ばした。

　そして、その火柱を搔かき分け、

「くそ！」

　敵機ＡＴ３が出現する。

「っ、落ちないでよ！」

　回かい避ひのため、アスリーは後輪ペダルを踏ふみ込んだ。

　──制動。

　敵からの弾丸を、紙かみ一ひと重えで回避する。そして、

「──撃うち抜ぬいて！　レイン！」

「ああ」

　この戦いは、魔導士による特とく殊しゆ戦せん闘とう──。

　反撃だ。

　魔導士に通常の銃じゆう器きは通じない。

　魔導士を殺せるのは──魔導士だけだ。

（逃にげ切るのは不可能だ、ここで討うち取るしかない）

　巻き上がった火炎に紛まぎれて、間かん髪ぱつ開けず、敵機は素す早ばやく後方に回り込んできた。

　──強い、というのはその動きだけで分かった。

　エクセリア戦は、操手同士の読み合いに終始する。

　魔導を有する者は、その多た寡かにかかわらず『共覚質クオリア』を持つ。優すぐれた感覚に収まらず、共覚質クオリアは『未来を観測する』能力であり、特に危機的な状況で強く発揮される。

　それが、魔導士が、音速の弾丸を回避できる機構の根本だ。

　強力な火器を持った兵士が十数人集まろうが、魔導士の前では囮おとりにすらならないのは、優れた未来視によって、機銃からの射撃すら回避を可能にするからである。

　互たがいに未来を予測する。

　その読み合いに優れた魔導士の弾丸が、敵を撃ち抜く。

　つまり、魔導士戦は──エクセリア戦を制した者が生き残る。

（なるほど、な）

　──二秒目。

　敵機は、巻き上がる火炎を切る位置取りをしてきた。こちらのリロード時間に一気に焼き払はらおうとしてきた。新型ＡＴ３には旧型を相手に、それくらい容た易やすい。

　あっという間に不利な位置取りを強しいられた。

　──三秒。

　恐おそらく、敵機の砲手は、勝ちの確信の中にあっただろう。

　旧型など──。

　そう思っていた筈はずだ。

　しかし、

「悪いけど」

　次の瞬間、炸裂したのは──彼らの方だった。

「──な、」

　敵兵が一声上げた直後、凄すさまじい衝撃が伝でん播ぱした。

　敵機は何が起こったのか理解が及およばず、その場に棒立ちになっていた。

　しかし、それは当然だ。




　何故なぜなら、弾丸が飛んできたのは、『後方』だったからだ。




「じゃあ、最後に」

　レインは、

「さよなら」

　軽口。

　撃鉄を落とし、魔導が起動する。謎なぞの銃撃に茫ぼう然ぜんとしていた敵二人の心臓を貫かん通つう魔法『断空弾エルミナル』で掃そう射しやした。鋼こう鈑はんすら撃ち抜くそれは、操縦席の風防ごと、彼らを撃ち抜いた。

　敵機ＡＴ３は完全に停止した。

　──からん、と。

　レインの足元に転がった薬やつ莢きようには、彼ら二人の名前が刻まれていた。




　弾丸魔法『幻硬弾フアラル』──。

　それが少年レイン・ランツの使用した魔法であり、

「相手も訳が分からなかっただろうね」

　言う。

「まさか、弾丸が『跳はね返る』なんて」

　レインの魔法は、

「『弾丸が跳ねる魔法』」

「……それだけ言うと、馬ば鹿かみたいな魔法になるな」

「実際そうでしょ」

　誰だれも使わないんだし、とアスリーは続けた。

「幻硬弾フアラルは魔導士なら誰でも使える魔法だけど、自爆する危険が高過ぎて実戦で使えるわけないからね。大たい抵ていはお遊びで数回使うくらいだし」

　幻硬弾フアラル──その魔法は機構だけで言えば、あまりにチープだ。

　ぼんぼんと、跳ね回るだけ。

　そんな弾丸魔法。

　その単純さ故ゆえに習得は非常に容易で、士官学校では銃の掃そう除じと同時に身につける魔法の一つであるが、跳ね回る音速の弾丸など、ただ危険極きわまりない爆弾でしかない。弾丸の軌き道どうの予測が複雑であることから、誰もまともに使おうとしない。

　しかし──扱いが難しいということは、

「よく使いこなせるよね。私なら絶対に無理」

　制せい御ぎよさえ出来れば、魔導士の戦いにおいて、それは特異点となる。

「なにか軌道を読むコツとかあるの？　レインが外しているところ、見た事ないけど」

「あると言えばあるけど、口で言って伝わるなら、みんな使ってるだろ」

「……確かに」

　エクセリア戦は共覚質クオリア──予知に終始する。

　敵機の情報、場の環かん境きよう、外部戦略など、多因子要素を思考し、個々の『共覚質クオリア』に組み込むことで、魔導士は行動を決定し、戦せん闘とうを行うのが大前提だ。

　中でも『弾丸の軌道』は重要因子の筆頭となる。

　それで以もつて、敵の攻こう撃げきを予知するからだ。

　タネは単純。

　弾丸がバウンドするだけ。

　けれど、その複雑で未来視さえ出来ない軌道の予測さえ伴ともなえば──。

　その魔法は必殺必中の切り札と成り得る。

『コード44から中央部へ。敵エクセリア一機、地点Ｂ２で撃破』

　アスリーが報告する。

　返答はすぐにあった。

『よくやった。学生が実戦で成果を上げたか。ただ、敵機はまだ数多く存在する。命令の更こう新しんだ。コード44はそのまま地点Ｃ１へ向かい、前線へ混ざれ』

　通信が切れた。

「……もう少し、ゆっくり報告すれば良かったかな？」

「同感」

　しかし、今いま更さらだ。アスリーはアクセルを押し込み、指定された場所へ向かう。

　友軍の助力のためだった。

　けれど、

「うっ……」

　地点Ｃ１へ踏み込んだ時、散乱していたのは──死体だった。

「これ、何人……」

「……数えるな。機体の状態だけ確かく認にんする」

　このＣ１地点を防衛していた味方のエクセリア五機。

　その全すべてが焼き払われていた。頑がん強きような装そう甲こうはめくれ上がり、高速機動を可能とする象しよう徴ちよう的な四つ脚は折れ曲がって原形を失い、残ざん骸がいすら焦こげ付いていた。防衛に回していた機銃も多数破は壊かいされており、圧あつ倒とう的な破壊の跡あとだけが残っていた。

「くそ……」

　敵の数は、十機……？

　馬鹿な。

　有り得ない。

　その三倍はいなければ、現在の戦せん況きように説明はつけられない。

　などと──。

「え？」

　考えていた時だった。

「なに、あの子……？」

　アスリーの困こん惑わくした声。

　当然だろう。

　何故なら、死体と残骸の上を歩き回る『少女』は、

（あれ、は）

　──銀。

　何よりも、彼女は、──長銃『二丁』を背負う、

（あいつ──！）

『銀の少女』だった。

　忘れるはずがない。

　間ま違ちがえるはずがない。

　そこにいたのは、教室でウィルソン中ちゆう尉いを撃ち殺した──。

（なんで、ここに！）

　──銀色の弾だん丸がん。

　謎の弾丸を保有していた、何もかも不明の『銀の少女』がいた。




「……アスリー、ここで待っていろ。敵が来れば、すぐに中断して戻もどる」

「え、ちょ、」

　アスリーの制止を聞かず、レインはエクセリアから降りた。

　向こうもこちらに気付いていた。

　レインが向かってくるのを見て、彼女はエクセリアの残骸から、ふわりと飛び降りる。

　ざん、と音がする。

　とても軽い音。

　それは、背負う大おお筒づつの重さなど、無視したような──。

　まるで中身など詰つまってないかのような。

　人間と思えぬ軽さを感じさせた。

　彼ひ我がの距きよ離りは十メートルを切っていた。

　彼女は、大筒と共に、月夜を背負う。

　しかし、そこでレインは、

「動くな」

　拳けん銃じゆうを取り出し、その少女へ銃口を向けていた。

「何者だ、お前」

「……いきなり、なに？」

「答えろ！」

「……騒さわがしいわね、子供」

　こちらを見る事すらせず、少女は、

「せっかく、風も無い、凪ないだ夜に、さっきからあちこちで、どんどんぱちぱちと、騒がしいこと、この上ないったら……もう少し、落ち着いて戦うことは、出来ないの？」

「答えろ。お前は、なんだ」

「なに、お前。なにを、そんな、かっかしているの？」

　まともに取り合ってもらえない──仕方ないか。

「……銀の弾丸」

「──へえ」

　銀──。

　その言葉を出した瞬しゆん間かんだった。

　少女の表情が変わった。

「先に言っておく。俺はアレストラ教導院の学生で、今日の朝まで確かに存在していたウィルソンを覚えている。そして、俺以外に記き憶おくが確かな奴やつがいないか探したが、ここにいる誰に聞いても、そんな奴は覚えていない、知らないとしか言われなかった」

　しかし──

「お前だけには、知らないとは言わせない」

　──銀の少女。

　青白い炎ほのおを揺ゆらめかせながら、この瞬間にも消えそうな──。

　それでも──外でもない。

　この少女は、ウィルソンを殺害した張本人だ。

「そして、俺は見ていた。お前がその時に取り出した──『銀色の弾丸』を」

　銃を下ろさぬまま、レインは胸むな元もとに手を入れた。

　少女に翳かざした。それは最初、虐ぎやく殺さつ者『ベルック』を殺した証しよう拠この薬莢だ。鈍にび色いろでありながら、不可思議な光こう沢たくを宿した超ちよう常じようの物質であり、全ての不思議の始まり。

　消えたベルックの名が、刻まれた弾丸。

　それを手にしながら、

「答えろ、この弾丸は、なんだ」

　レインは聞く。

「これで撃うたれた人間は──何故なぜ、消えた」




　──それから、何秒経たったか。

　何かを考えるような素そ振ぶりの後、

「なんだ、『こいつ』なの──？」

　果たして、少女は、

「私を、拾ったのは」

　そう言った。

　──私を、拾った？

（っ、……！）

　その言葉に、何故だかぞっと寒気立ったレインは、

「ま、少々ひ弱そうだけど、いいかな。ねえ、お前、名前は──とと、」

　言い切る前に、レインは撃っていた。

　少女の足元に、弾丸を一発。

「何するのよ」

「質問するのは俺だ。答えろ、お前は何者だ」

「……最近の子供は、せっかち」

　──だから、子供ってなんだよ。

　お前の方が、俺よりもずっと幼いだろうに。

　改めて見ても、本当に小こ柄がらだ。彼女自身が放つ強きよう烈れつな威い圧あつ感と、抱かかえる長ちよう銃じゆう、吸い込まれそうな銀の瞳ひとみによって上うわ塗ぬりされているが、やはり、その部分は誤ご魔ま化かせない。

「おい。子供云うん々ぬんはともかく、いい加減、質問に」

「──エア」

「あ？」

　彼女は、

「私は亡霊ゴーストのエア」

「亡霊ゴースト……？」

　なんだそれは。

「そして多分、お前の抱える疑問全てに答えることが出来る存在。無論、お前が手にしたその弾丸のことも、──それ以外のことも」

「じゃあ、」

「ねえ」

　遮さえぎって、

「私は名乗ったのに、お前はしないなんて、礼れい儀ぎがなってないんじゃないの？　いい加減、名前を教えてもらわないと、呼び名に困る」

　……この状じよう況きようで、礼儀をどうこう言われたくはないが。

「俺はレイン。レイン・ランツだ」

「所属は？」

「アレストラ教導院の三年生。今は学生隊のコード44として動いている」

「そう。44」

　いい数字、と、少女──エアが言った時だった。

「レイン、戻って！　早」

　アスリーの声と同時、凄すさまじい爆ばく炎えんが後方で巻き上がった。

「なっ──」

　赤い視界──。

　レインの頰ほおを焼いたのは、火炎の奔ほん流りゆうだった。

（っ、熱……！）

　敵からの遠えん距きよ離り砲ほう撃げきだった。

「う……」

「アスリー！」

　想起されるのは、先日の光景。

　弾丸魔ま法ほうによって全身を千切られていくアスリーの姿だ。

　けれど、今回は幸運だった。遠距離で狙ねらいがずれ、直撃は避さけた。しかし、搭とう乗じよう席にいたアスリーは身体からだ全体を強く打ち、搭乗席で伏ふして行動不能となっていた。

　今の攻こう撃げきで、完全に意識が飛び、昏こん倒とうしていた。

「……く！」

　非常に危険な状況になった。

　──どうする。

　レインにエクセリアは操あやつれない。

　低速で走行させる程度は出来る。しかし、本来は一部の精せい鋭えいしか搭乗を許されないこの機き甲こう車は、卓たく越えつした修練がその操縦に必要とされる。戦うのは不可能だ。

　しかし、熟じゆく慮りよしている時間は無い。

　月夜の闇やみから覗のぞく先、接近してくる敵機エクセリアの影かげを捉とらえたからだ。

（──くそ、）

　時間が無い。

　レインは動かないアスリーの身体を抱え上げ、後ろの席に移すと、操縦席を空けた。

　自分が操縦するしかない。

　このまま殺される位なら、いっそ──。

　思った──その時だった。

「よいしょっと」

　空いた場所に割り込んだのは、

「……は？」

「まったく、仕方ないわね」

　銀の少女──エアだった。

　彼女は当然のようにエクセリアの操縦席に座し、そして、

「動く」

　声を掛かける間もなかった。

　刹せつ那な、強力な慣性がレインの身体を振ふり回した。

（な──）

　エクセリアが千切れんばかりの唸うなりを上げ、加速を開始する。直後、左右を失しつ認にんするほどの制動を駆く使しし、ホイールが地表を抉えぐると、滑すべるようにして移動を始めた。

「な、なななな！」

「舌、嚙かむから、黙だまれ」

　言って、直後、少女は樹木を避けるため、進行方向を変える。

　その度たび、がりん、がりんと音が鳴る。

　ギアが切り替かわるノック音だ。

　エクセリアのステアリングは簡易化されたハンドルであり、機構自体は自動車と大差なく、動かすだけなら多少の訓練で十分となる。しかし、エクセリアの特性である『脚きやく式しき四輪』を生かした運動を行うなら、個別で四つの車輪──独立して操作する必要があった。

　つまり、四つの一輪車を同時に操縦する。

　普ふ通つうの車両と違ちがう点がそれだ。

　アクセル、ブレーキ、クラッチ、ギアがまとめて一つ──ではない。

　四つの脚全すべて──それらを一つ一つ制せい御ぎよすることで初めて可能となる圧あつ倒とう的な運動性にこそ、小型機甲エクセリアの真価がある。無論、天性の勘かんと長い修練を必要とする。

　天才的なアスリーですら、半年はまともに動かせなかった。

　──それなのに、

「、お前、なんで、エクセリアを」

　銀の少女の操作は──完かん璧ぺきだ。

　ほぼ最高速を維い持じしながら、闇夜の森林を走破する。ギアを器用に切り替え、車輪を手足のようにコントロールし、風のように樹々をすり抜ぬけていく。

　──なんだ、こいつは。

　亡ぼう霊れい──と名乗った、正体不明の少女。

　これほどの操縦、陸軍の中でも行える者がいるのか。まるで、幾いくたびも戦場を潜くぐり抜けた軍神のようだ。この少女は、そう錯さつ覚かくさせるほどの操縦能力を有していた。

「お前、一体……」

「なにって、私は亡霊」

「だから、そうじゃなくて！」

「ねえ、くっちゃべるのはいいけど、威い嚇かく射撃だけはしてくれない？」

　言われて、後方を見れば、敵機が二機、追って来ていた。

　確かに、少女の操縦は完璧だ。

　しかし、敵機は性能があまりにも違う。子供のかけっこに大人が加わって来るかのような理り不ふ尽じんさで、操縦技術の差を機体差で覆くつがえしてくる。

（威嚇……無理だ、機体差が、あり過ぎる……）

　銃を持つ手が震ふるえる。迫せまりくる死に思考力が明確に落ちて来る。

　しかし、そうしてレインが一人、混乱に飲まれている最中でも──

「……ふむ」

　前からの。

　乱れない声。

「どうやら、逃にげ切るのは難しそう。まあ、こんなボロ車じゃ当然？」

　飄ひよう々ひようとした少女の声。

　そして、

「子供」

「だから、子供って」

「これから旋せん回かいする。次の弾丸魔法を準備して」

「なにを」

「逃げられないなら、戦うしかないでしょ」

　大きくエクセリアが跳はねる。操縦はなおも、完璧にコントロールされている。

　それでも、敵機との距離は確実に詰つめられる。

　少女──エアは指示してきた。

「私はこれから、機体を反転させて、敵機の懐ふところへ入る。正面から向き合うことになるから、お前はすれ違い様に、敵の頭をぶち抜いて。二機いるから敵は四人だけど、狙うのは右の機体の砲手。タイミングは、私に合わせて」

　──「ああ、あと」と少女は加えると、

「使う弾だん丸がんは『悪魔の弾丸』ね」

「悪魔……？」

　悪魔の弾丸──？

「お前が持っている、その、銀の弾丸のこと。正しくは、そう呼ぶ」

　エアは、

「本来は私だけにしか使えない特別性だけど、不運にもお前に拾われてしまったから、仕方なく、ってところ。ともかく、最善を尽つくして」

　言うが早いか、宣言通り、エアはエクセリアを転身させた。

（、こいつ、──）

　樹木をバネに百八十度方向を変え、後続の敵機へ突とつ進しんする。

　もう引き返すことも、やり直すことも出来ない。

　レインは腹を決めた。

（ああ、なんだよ──）

　銀の弾丸──『悪魔の弾丸』と呼ばれたそれを装そう塡てんする。

（──やるしか……！）

　敵機の反応は迅じん速そくだった。

　次々と弾丸魔法が撃うち込まれてくる。一発、二発と必殺の弾丸が紙かみ一ひと重えで掠かすめ、後方で炸さく裂れつした。避よけられたのは偶ぐう然ぜんか、それともエアの操縦技術かは分からなかった。

　直後の一いつ瞬しゆん──。

　レインは『共覚質クオリア』を収しゆう斂れんさせる。

　時間が鈍にぶる感覚──。

　距離四十メートル。

　スコープ越ごしに把は握あくする、敵機の全容。

　──暗くら闇やみ。

　月明かりも微び量りよう。

　しかし、巻き上がった爆ばく炎えんが場を照らす。

　──いる。

　見えた。

　風防から顔を出した──砲ほう手しゆの顔が。

　エアが指示してきた通りだった。今は、あの男を、狙うしかない。

　レインには、何もかも分からないのだから。

　癖くせとして、懐かい中ちゆう時計を見ていた。

　時刻は『午後七時十五分』。

（っ、──）

　撃鉄を落とす。

　わずかな火薬の臭においと同時、示指を含ふくめて、全身をリコイルが伝った。

　撃ち放った弾丸は、狙い違たがわず命中した。

　敵方の共覚質クオリアを上回った弾丸は、敵砲手の腹部を撃ち抜いた。

　赤い血は、暗闇に紛まぎれて見えなかった。

　それでも分かった。

　──即そく死しだ。

　エアが完璧なタイミングで機体を制動し、レインの射撃を補助した結果だった。

　敵は糸を切ったように、ごろりと機体から転げ落ちた。

　死体が地面に落ちて、血をばら撒まく。

　そして──起こった。

「よくやったわ」

『銀の少女』の声と同時に。

「う……」

　ぐらりと。

　──世界の切り替わりが。




　暗転──。

「──、」

　今回の現象は、劇的ではなかった。

　これまでのような大きな移り変わりや、場所の移動など無かった。

　──ごとり、と動く感覚だけがあった。

「……う、」

「あ、気付いた？」

「ここ、は……」

「戦いは、とりあえず終わったみたいね」

　レインは、目を覚ました。その場所は、森の中の小さな切り株の上だった。居い眠ねむりをするように座る体勢でレインは意識を戻もどした。そして、その横には、

「、アスリー……！」

「大だい丈じよう夫ぶよ、寝ねているだけ」

　エアに言われた通り、相棒のアスリーも、切り株の上に寝かせられていた。

　彼女に傷は無く、ただ本当に休息として切り株で寝ているだけだ。異常は見られない。

　……落ち着け、状じよう況きよう整理だ。

　時間を確かく認にんすると『午後七時十五分』。

　二機の敵機に追つい撃げきされ、運良く一機を撃げき墜ついした瞬間から、そのままだ。

　間違いない。

　──例の現象だった。

（やはり、あれは──）

　自機エクセリアは真横に置かれていた。

　そして、その機体の上に座っているのは、

「どうやらここは、前線から少し離はなれた所ね」

　大おお筒づつを背負い直した──銀の少女。

「まあ。予測通り？」

　彼女は顔を周囲に振ふる。

　ご機き嫌げんに。

「本来なら、ここですぐに東国の本部と連れん絡らくを取るべきだろうけど、まあ、むやみやたらに動くのは私の性しように合わないし、指示があるまで、……っと、」

　エアが反応を示した。

『東国軍、全体へ指示』

　それは、無線機から伝わった全体への伝令だった。

『敵機の『撤てつ退たい』を確認した。我々の勝利だ。しかしまだ確定情報ではない。コード３からコード21までは引き続き前線へ。なお、学生隊は戦せん闘とう終しゆう了りようとする。基地へ戻れ』

　──敵機の撤退。

　──勝利。

　──学生への『戦闘終了』宣言。

　それはこの闇夜における襲しゆう撃げきが収束した事──強襲が終わったことを示していた。

　いや、

（終わらせた──のか）

　世界を切り替かえた──。

　そんな、でたらめで。

「なんだ、つまらないの」

　撤退指示に、少女は退たい屈くつそうに、

「『消す』相手を、それなりに選んだのは確かだけど、ここまで予測通りというのも、味気ないものね。それとも、たった一機で、戦せん況きようが根本から揺ゆらぐほどに、西の国は腰こし抜ぬけ？　それとも慎しん重ちよう？　そもそも、この作戦には価値が無い？……ううん、勘かんが冴さえないわね」

　微び妙みように整わない言葉を呟つぶやき、思考を続ける銀の少女。

　しかし、その言葉の端はしからレインは、この少女が現在の状況を意図的に作った──誘ゆう導どうしたことを知った。思えば、レインに標的を指示してきたのも、彼女だ。

「ああ、なんなんだ……」

　そして、

「お前、は……」

「ん？」

「なんだよ、お前、本当に……訳が分かんねえ」

「なんだよ、って、言われても」

　だから、と少女。

「何回も言わせないで」

　綺き麗れいな銀ぎん髪ぱつを、夜風に揺らしながら、

「私は亡ぼう霊れいのエア」

　──亡霊。

「そして、お前が手にした『悪魔の弾丸』の本来の持ち主」

　悪魔の弾丸──。

「なんなんだ、亡霊って」

「死んだ人間ってこと」

　それは分かってんだよ、と言いたくなった。別に亡霊という言葉の意味を理解できていないのではない。この少女が、自らをそういう理由が分からないのだ。

　亡霊。

　つまりは──死んだ人間。

　けれど、目の前の幼い少女には、確かに実体がある。

　少女はエクセリアの上に起立し、レインからすれば見上げるような形になっているが、どれだけ凝ぎよう視ししようと死人には思えない。半はん透とう明めいに透すけているというわけでもない。

「お前……人間ではない、って、どういう」

「さあ。まあ人間の定義は分からないけど、足はきちんと揃そろってるわよ」

「足？」

「東国の言い伝えにあるでしょ。死人は足が無くなるって話が」

「はあ？」

「ほら」

　言って。

　エアは自分のスカートを捲まくり上げた。

「ぶっ！」

「あっはは！　なによ、学生でも、一応は軍人なのに、ここまで純な反応するのね！」

　けらけらと笑う少女。

　どう見てもふざけている様子に、

「……お前、ふざけんな」

「真っ赤な顔で、凄すごまれてもねえ」

　大笑いから、にやにやと小こ馬ば鹿かにする笑いに変えて、少女に見下ろされる。

　その大おお仰ぎような態度は、確かに見た目相応の少女が身につけられるものではない──ようにも思えるが、ただ単純に生まれつき底意地が悪いのもかもしれない。

　けれど、

（こいつ──、）

　ふわふわと、摑つかみどころのない雰ふん囲い気き。

　どこか、現実から浮ういている物もの腰ごし。

　子供のような無む邪じや気きさ──ではなく、なにか、経験から身につけた余よ裕ゆうから、落ち着いている印象すら受けた。天性ではない。明らかな蓄ちく積せきの差……というより、そう思わねば、スカートを捲られただけで動どう揺ようした自分が、あまりにも情けなさ過ぎる。

　だから、

「くそ、なめんな」

　レインは、下に逸そらしていた視線を、ぐっと少女に戻した。

「ほれ」

　二回目を食らった。

　スカート捲めくりの。

「どお！」

　今度は、下着が見えた。

　思いっきり。

「あははは！　なに、今の、どお！　って！　どんな発音してんだっての、あっは！」

「……ふざけるな。俺は真面目まじめに話している」

「ふざけてるのは、お前の初心うぶさでしょ。私は真面目」

　そこで少女は、浮いた態度から一転、ぎろっと睨にらみ、

（──う、）

　悪お寒かんが立つ。レインはぞくりと鳥とり肌はだが立ち、その少女が尋じん常じようから大きく乖かい離りした存在だと改めて直感させられた。そしてレインの反応を見てか、ふうと、少女は息を吐はき、

「じゃあ、一応聞くけど、お前、百年前の東西の戦いは知っているの？」

「はあ？」

　なんだ、いきなり。

「百年前って……第一次攻こう戦せんのことを言っているのか」

「ああそれ」

　言われるが、百年前のことなど誰だれも知らないだろ、と思った。

　一応、現在まで続く東西戦争の発ほつ端たんであるので歴史学で学びはする。しかし、過去と今では兵器や情勢が違ちがい過ぎて学ぶ意味がない時代であるし、何よりも昔過ぎる。

　──百年。

「知るわけないだろ、百年前なんて」

「むう……、最近の子供は無学でいけないわね」

「だから……」

　子供って。

　しつこいな。お前は、俺より年下だろ、と思う。

　繰くり返される──『子供』と言う発言。

「まあいい。この話は一回、放置」

　エアは言いながら、

「いま大事なのは、私よりも、こっちでしょ」

　胸むな元もとに手を入れ、取り出したのは、

「悪あく魔まの、弾だん丸がん……」

「そう」

　銀の弾丸。

「私の弾丸魔法を封ふうじた弾丸──これの名前は、『悪魔の弾丸』」

　銀器のようなそれは、妖あやしい光こう沢たくを放つ。

「そして、お前は今まで何度か使ってきたから、これにはどんな魔法が籠こめられているか、少しくらいは察しているでしょ。どれだけ鈍にぶくとも、さすがに三回も使えば、気付くはず。失望させないでよ、これは一応、お前を試ためしている問い」

　試す──とエアの言葉。

　けれど、レインはその言葉の意味を真に理解できない。なので、何も意識せず、気負わずに答える。結局のところ、今までのことから判断するしかないのだから。

　まず、一回目。

　虐ぎやく殺さつ者ベルックを銀の弾丸で撃うち抜ぬくと、世界が切り替わった。

　二回目。

　少女エアが教室で、ウィルソンを射殺し、レインは戦場へと戻もどされた。

　そして三回目。

　たった今、エクセリアの敵機を撃げき墜ついして──ここにいる。

　戦況が変へん貌ぼうし、敵の奇き襲しゆうが終了した。

　今まで経験してきたことから、薄うす々うすは考えていた。それでも、有り得ないという理性がその可能性を排はい除じよしていた。しかし、今になってしまえば、確信できる。

　レインは、

「この弾丸は──」

　その正体を口にする。

　悪魔の弾丸。

　世界を切り替える──その弾丸の正体は、

「人間の存在を消す弾丸だ」




　──少しの間の後。

「正解」

　エアは答えた。

「そう、正確に言うなら『撃った相手の〝全すべて〟を世界から消す』──それが、この悪魔の弾丸に籠められた能力」

　少女から発せられる、突とつ拍ぴよう子しもない話。しかし、レインは口を開けなかった。

「これは、私だけの弾丸魔法。誰にも使えない、組まれた『規律式』を真似まねたところで誰も発動できない、私だけのオリジナル──唯ゆい一いつ無二の魔法」

　悪魔の弾丸──撃たれた人間の存在を消す魔法の弾丸。

「じゃあ、だから」

　──記き憶おくからも、消えた。

「ええ。それも、ただ人の記憶や記録から消えるんじゃない。それまで生きて来たこと、やって来た事すら全て消失するの。つまり、車を発明した人間を、この弾丸で殺せば、世界は車の無い世界に作り変えられるし、もしＡという人間を殺したＢをこれで殺せば……Ａは生存する世界に切り替わる」

『悪魔の弾丸』──その弾丸で殺された者は、世界から存在が消しよう滅めつする。

　そして世界は、「その人間が最初からいなかった世界」へと切り替わる。




「そいつがいなかった世界への切り替え──『再編成リプログラム』が起こる」




「『再編成リプログラム』……」

　世界を改変する現象『再編成リプログラム』。

　そんなことを──目の前の存在は、言ってのけた。

「まあ今夜は、これくらいにしておくわ」

　エアは踵きびすを返し、闇やみ夜よの中へ向かっていく。

「おい、どこに」

「もう今日は帰る。私の目的は達したから」

「目的？」

「お前を見つけること」

　またも、よく分からないことを言われた。

　──見つける、俺を？

「アレストラ教導院に転入生として入ったのも、全てはそのため。まあ無能な将官をこの手で殺すというのもあったけどね。ここの基地だって、元の世界では、ウィルソンが無む駄だに戦いを長引かせて数百人が犬死にしてたけど、今では平へい穏おんなままだし」

　いい仕事をしたわ、と言って、少女は去っていく。

　けれど、レインはああそうかと、ここで逃にがすわけにはいかなかった。当然だ。今まで起こった不可思議をただ口先で伝えられたところで、納なつ得とくなど出来るはずがない。

　レインは立ち去る少女を追おうと駆かけ出した。幸いにも少女はゆったりと歩く速度でいる。走り寄れば十秒とない距きよ離りだ。すぐに追いつき、手が掛かかる距離になる。

　しかし、立ち止まらせるため、少女の肩かたに手を掛けようとした──その瞬しゆん間かんだった。

「──っ」

　レインの身体からだが浮く。

　そして、走り寄る勢いのまま、

「がっ、あ！」

　投げ飛ばされ、背中から地面に叩たたきつけられた。そして、

「触さわるな」

　全身の血が凍こおる──そう錯さつ覚かくするほどに冷たい声が掛かる。

「私は亡ぼう霊れいと言ってもね、お前たちと同じ肉体を持っているし、走れば疲つかれるし、汗あせも搔かくし、食べずにいれば餓が死しもする。でもね、だからと言って」

　──触るな。

　──私は、お前のような人間とは、何もかも違う。

　断言するように、はっきりと拒きよ絶ぜつする。

　そのエアの口調は、

（なんだ──）

　レインに、わずかに違い和わ感を覚えさせた。

（いきなり、こんな）

　過か剰じような反応、とまで言っていいのかもしれない。これまで飄ひよう々ひようと、他人を小こ馬ば鹿かにして笑うような態度しか見せていない不思議な少女が見せた──ある種人間らしい反応。

（なにか──）

　なにかあるのか。

　エアは他人との距離が近付くことに、激しい拒きよ否ひ反応を示す──そんな理由が。

「まあいいわ」

　しかし、深く考える間もなく、エアはその違和感を瞬時に消した。

「すぐにまた会う。それまでに魔法を修練して、もっと戦せん闘とうに慣れておきなさい」

「待て、話を」

「あと女の子にもね」

「……」

「今度は下着だけで真っ赤にならないといいわね、レイン・ランチ？」

　小馬鹿にするような言葉を言い残して、少女は森へ消えた。

　呼び戻された静せい寂じやくの中は、風音すら響ひびくほどに凪ないでいた。

「……誰がランチだ」

　昼ご飯じゃねーか。

　ランツだ、ランツ。

「……ああもう」

　取り残されたレインは、少女が残していった言葉を整理していく。

　──亡霊

　──悪魔の弾丸

　──存在を消し、世界を切り替かえる弾丸魔法。

「なんだってんだよ」

　アスリーが目を覚まし、基地に戻ることになるのは、それから五分後の事だった。








３、百年前のこと






　──降り続いていた雨が、少しずつ固まる。

　どれくらいの間、逃げ続けていたか。

　気力が途と絶だえたところで『銀の少女』は捕とらえられた。

（──呪のろわれろ）

　暴れた。

　瞬間、背中に冷たい銃じゆう口こうを突つき付けられながら、

（呪われろ、皆みな、腐くさり切れ──）

　少女の心を蝕むしばんだのは、ひたすらに怨えん恨こん。

　黒く、悍おぞましく、あまりに深く淀よどんだ、その感情は、

「いや、──嫌いや、やめて、イやああアアア！」

　──悲鳴。

　少女の叫さけび声が響く中、処しよ刑けい人は引き金を引いた。

　ぼたぼたと。

　撃うち抜ぬかれた心臓が鼓こ動どうし、鮮せん血けつを押し出す。

　白はく雪せつが──少女の血で、紅あかく染まった。




　午後二時三十六分。

　東国エンタル山脈における戦闘は、防衛側である東国側の圧勝で終幕した。

　降こう伏ふく勧かん告こくが出されたのが、同日、午後二時。

　西国は苦く渋じゆうの選せん択たくの上、全面降伏するに至った。最終的な被ひ害がいは東国がエクセリア五機に対し、西国はエクセリア三十機。中隊一つが潰つぶされれば、当然の事だった。

　捕ほ虜りよとして、西側の大将が現れた。

　──ええっと、あれは誰だれだろうか。

　ああそうだ、ウォドー准じゆん将しようだ。

　将官クラスが戦地に直接赴おもむくことは少ないが、このウォドー准将は戦地においてあまりに苛か烈れつで優ゆう秀しゆうな指揮官であり、大敗したことがない歴戦の武人だった。

　東の国は幾いく度どとなく、彼に煮にえ湯を飲まされ続けた。

　ついた異名は『鬼き洩せつのウォドー』。

　けれど、その彼は今、両手足を鎖くさりで繫つながれていた。誰かに殴なぐりつけられたのか。頰ほおは赤く腫はれ上がり、負傷した片足を引き摺ずる。その様は、絵に描かいた無力な老人──そうとしか思えなかった。歴戦の猛も者さでも鎖に繫がれれば、抱いだく印象はこんなものか。

「おうおう、鬼おにのウォドーも、ああなれば、ただのじじいだな」

「一応、敬意を払はらえよ、オルカ」

　じっと、横のオルカを見る。

「あのな。ウォドー准将は、仮令たとえ敵でも立派な武人だ。軽視していい存在じゃない」

「だってよー」

　東の国は、学生兵も無傷で基地に戻もどっていた。

　オルカも無傷で、気楽な様子で、

「悪口言うなって言われても、今日の戦闘は、さすがにあいつの判断ミスだろ」

「ミス……」

「そうとしか評価できない兵力差だったからな」

「ああ、まあ……そうか」

「ま、おかげで、こっちは被害ほぼゼロだけどな。あっはっは！」

　学生隊は今回、出しゆつ撃げきは五機──総員十名で構成された。

　けれど、その十人の中に疲ひ弊へいした人間は、一人としていない。

　今回の戦いにおける勝利というのは、それほどに圧あつ倒とう的なものだったのだ。

　そう──。

　それほどに、今回の戦いは、東国があまりに優位に戦せん況きようが展開された。

　──作られたように。

「……オルカ、悪い、席を外す」

「ん、どした。これからは指示待ちで、その間は祝賀会だぞ？」

「宴えん会かいなんかしてんじゃねえよ」

「にしても、本当に大だい丈じよう夫ぶか？　前も、具合悪いとか言ってたじゃないか」

「……大丈夫だって、少し休むだけだ」

　言って、レインは集団を離はなれ、一人、後衛のテント場に足を踏ふみ入れた。

　ここは単純に寝ね泊とまりするだけの場所だ。この時間は誰もいない。

（終わった……今回も、無事に……）

　レインは、担かついでいたライフルを下ろした。

　愛用のＴＫライフルだ。軍では採用されていないが、昔から名銃として名高い。

　チャンバースライドを上げると、がきん、と鉄の嚙かみ合いが解かれる。排はい莢きように伴ともなって火薬の臭においが漂ただよった。そして、ばらばらと薬莢室から転がった十個の薬莢全すべてに、

「…………」

　人間の名前が、受じゆ印いんされていた。

　つまりは、十人を討うち取った。

　そして、その十個の全てが──『銀の弾だん丸がん』。

「便利に使っているようね」

　突とつ然ぜんの声だった。

　はっとして振ふり向いた。

　気配など無かった。

　細心の注意を払っていた筈はずだった。

　けれど──その少女は、

「お前……」

「久しぶり」

　慄りつ然ぜんとして現れた。

「元気にやっているみたいね」

「……元気ではない」

「社交辞令よ」

　さて、と言って、少女はすっと寄って来る。レインは反応すら出来なかった。間合いに踏み込まれると同時、あっという間に、腰こしに下げていた『布ぬの袋ぶくろ』をエアに取られた。

「な、返せ！」

「嫌よ」

　布袋を取り返そうとする。

　けれど、間に合わなかった。

「お試ためし期間の採点は、必要でしょ？」

　エアが袋の中身を散乱させた。

　それは重さにすれば、合計しても数百グラムにも満たない内容の物。

　しかし、数に換かん算さんした時、膨ぼう大だいなそれらは、──

「は、はは」

　二百を優に超こえていた。

「あははははははははははははははは！」

　──銀の弾丸。

　この世に一種のみ存在する、銀色の弾丸──悪あく魔まの弾丸。

　その多量の残ざん骸がい。

　それは数百もの人間が消されて来た──唯ゆい一いつの物証であり、

「へえ、ここまで、大おお盤ばん振ぶる舞まいに使っていたんだ！　あはは！　悪魔の弾丸を、こんな短期間で、ここまで気持ちよく使った馬ば鹿かは、初めてよ！」

　レインが持っていたそれを見て、エアは哄こう笑しようした。

　数百もの薬莢が地面に散乱し、一面に広がっていく。

「数にすれば──へえ、２０４。よくやったものね、前に会ってから、ほんの十日くらいしか経たっていないのに」

　エアが笑い上げる。そして彼女の言葉は軽い調子だが、全て真実だ。

「いい加減、笑い終わったか？」

「ええ。十分。死んでた分も、笑わせて貰もらった」

　十日。この弾丸を手に入れてから、それだけの時間が経過していた。最初に与あたえられた五発だけではなかった。元となる薬莢があれば、この弾丸は幾いくらでも増やすことが出来た。

　それから──殺してきた。

　殺し続けてきた。

　戦場で。

「なぜ、今さら来た」

「いや、なに。もう少しこの世界の情報を集めてから行こうと思って、ここ数日は大図書館に籠こもっていたけれど、つい今朝、新聞の中に、こんな記事を見つけたから」

　エアが、新聞を投げて来た。

　そこには、大々的に取り上げられている記事があった。




　　　『東国オルトメニア　劣れつ勢せいだった戦況を一変

　　　　　攻こう勢せいに転じ、四つの西国領土を奪だつ還かん』




「ここまで国を──いや、歴史を変え始めた馬鹿は初めてよ」







　二人だけの空間で、

「馬鹿とは随ずい分ぶんだな」

「間ま違ちがいなく馬鹿よ。ここまで突つき抜けたの」

　変わった。

　たった、この十日で。

　東と西を取り巻く環かん境きようは何もかも──それこそ、全てという全てが変へん貌ぼうしていた。

　四年前の開戦以来、東の国は敗戦の連続だった。しかし、十日前から連なる、わずか四つの戦場における攻こう防ぼうから急速な逆転を起こし始めた。

「いろいろしていたのは、知ってたけどね」

　東国は好調を続けた。

　局地戦で勝利を繰くり返し、これまで奪うばわれた領土の六つを既すでに奪還した。鉄てつ壁ぺきを誇ほこった西の陣じん形けいと防衛線は幾度となく破は壊かいされ、東国はその劣勢を完全に塗ぬり替かえていた。

　何故なぜ、急に勝利を得始めたのか。

　新技術や戦術が功を奏したのではない。

　そのことは明らかだ。

　正体不明の逆転劇の理由を、数多くの学者や将官が求めた。

　幾度となくそれらしい結論が出たこともあれば、大おお仰ぎような理論による仮説も多く唱えられた。けれど、彼らは知らない。真の解を知ることは決してない。

　この状況を作り出した正体は──一人の少年だと。

　不思議な魔法の籠った──一つの弾丸だと。

「ここ三日だけでも、消したのは五十人、ってとこ？」

　銀の弾丸──悪魔の弾丸の薬莢を片付けた後、

「暴れたものね。正直に言って、予想以上。普ふ通つうは心を壊こわしたり、その強力過ぎる能力に溺おぼれて乱用して、あっさり死ぬものなのに」

　少女は、ちらりとレインに視線を向ける。そこにいるのは、間違いなく少し前まで、ただの学生兵だった存在。跳はね返る弾丸が少し上手うまく使える──それだけの少年。

　だが、

「……なんだ」

「いや、面おも白しろい眼めになったわね、お前」

　少年レイン・ランツは、獰どう猛もうな視線に変貌していた。いや、元よりその素質があったと思わせた。力に溺れたのではなく、理性的に力を制してきた者が持つ眼光だった。

　そう──理性的に殺してきた。

　二百人以上の将官を。

　幾百もの人間の生きてきた証あかしを消し、膨大な戦場をコントロールし続けて来た。

　それが成し遂とげ、少年が世界へ繰り返してきた干かん渉しよう。

　そして、その事象を把は握あくできる存在は、この世界にはあまりに少なく、限定的だ。

　当然だ。

　気付ける筈がない。

　──『再編成リプログラム』。

　撃うたれれば、今まで生きた痕こん跡せきは全て消去される。

　殺された瞬しゆん間かん、最初から存在しなかった世界へと、切り替わってしまう。

　誰だれもそれを──咎とがめることなど出来ない。

「で、だ」

　レインは言う。

「今さら何の用だ、亡ぼう霊れい」

「別に」

「……」

　いらっとしたが、

「……まあいい。あれか、俺の命でも奪いに来たってことか」

「はあ、私がお前を？　なんで？」

「なんでって」

　不思議そうな顔をするエアに対して、レインは、

「これは……悪魔の弾丸なんだろ」
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　悪魔──そう悪魔だ。はっきりと覚えている。この少女は、確かにこの弾丸に対して『悪魔』と口にした。そして言葉の意味は──そのままだろう。

「エア、お前が俺にこれを与えたって事は、その、悪魔の契けい約やくとか、そんな感じというか、力を与える代わりの、なんか、魂たましいを取りに来たとか、じゃないのか」

「馬鹿じゃないの」

「……」

　──耐たえろ。

　殴なぐったら、話が進まなくなる。

「この私を、そんな聖書の中でしか見ないような悪魔扱あつかいしないで。私は常に最新型。それに、そもそもお前が言っている魂とかって、本当にあるの？　見た事ないんだけど」

「……いや、俺もないが」

「でしょ？」

　眉まゆ根ねを寄せるエア。

「無いものは取れないわよ」

「まあ、そうだろうが……」

「そういうことよ」

　……そういうことなのか？

「けど確かに、お前が言うように、無料のお試し期間は今日で終しゆう了りようね。これからも使い続けたいなら、ここから先は私との『誓約コントラクト』になる」

「やっぱあるんじゃねえかよ」

　なにが最新型だ。

「って、誓約コントラクト？」

「誓約コントラクト──内容は、弾だん丸がんを使う代だい償しように、お前の全すべてを差し出すこと」

　しかも、とんでもなかった。

　弾丸の力と代償に、少女が要求したのは──全てを差し出せ。

　それを聞いて、レインは、

「悪魔……」

「そうね。悪魔だし、亡霊」

　またそれか、と思った。確かに彼女自身、何度も繰り返し言った事であり、この十日の間、何度も調べたが結局、分からなかった。

　──亡霊。

「ああもう。この問答も、いい加減に飽あきた。そろそろ詳くわしく話をしてあげる。これほどにトチ狂くるった銃撃手ガンスリンガー、他ほかにそういないでしょ」

　言い終わると同時だった。

　エアは背中の白はく銃じゆうに手を当てると、それを抜ぬき取る挙動を取った。

（──っ、）

　レインも、ばっと反射的に、自身の銃に手を回していた。

　考えるよりも速く抜き、少女に銃口を翳かざそうとする。

　けれど、

「遅おそい」

　エアは圧あつ倒とう的に速かった。レインが水平に銃口を傾かたむけるよりも迅じん速そくに、

「なっ」

「見せるのは、蒼あおい夢」

　言って、彼女の放った弾丸は、レインを明確に撃ち抜いていた。

　弾丸を頭部に受け、脚あしからガクッと力が抜け、レインはその場に膝ひざをつく──。




（う……）

　それは、朦もう朧ろうとした景色。

　辺へん縁えんのはっきりしない曇くもった視界。

　しかし、数十秒くらい経たった時だった。

　少しずつ、淀よどんでいた世界が澄すんでいくと、視界がはっきりし始めた。

（ああ、これは──）

　記き憶おく──これは『記憶』だ。

　記憶を他人に見せる弾丸魔ま法ほう『射影弾丸レルミナンス』。誰かの記憶を弾丸に籠こめ、撃った相手にそのイメージを送り込む亜あ流りゆうの弾丸魔法であり、使える人間はとても少ない上級魔法だ。

　レインは入り込んだその記憶の中で──「戦場」にいた。

（これは、誰の記憶……？）

　戦争を追想しているようだ。

　火か炎えんが巻き上がり、断だん末まつ魔まが空を裂さき、走行する機き甲こう車が敷しき詰つめられた人間の遺い骸がいを踏ふみ潰つぶしている。旧型のエクセリアが、敵てき陣じんを切り抜け、何十機も冒ぼう進しんしていた。

　しかし、それは突とつ然ぜん、現れた。

　その敵機を破壊しながら、愉ゆ快かいに笑う『銀の少女』が。

（あれは……）

　綺き麗れいな少女。

　映像の中にいる彼女は、あまりに鮮せん烈れつ。

　背に負った大おお筒づつを振ふるい、弾丸魔法を放ち、機甲車を次々に破壊していく。

　死を体現する戦女神ヴアルキリーが顕けん現げんしたようだった。

　その勇ましい姿が、ただでさえ美しい少女の容よう貌ぼうを、さらに輝かがやかせていた。

　そして、彼女が敵機を壊かい滅めつさせたことで、その戦争は終結した。

　戦いは──終わった。

　しかし、次に映像が切り替わった時、

（え……）

　レインは絶句した。

『なぜ、なぜですか……！』

　戦地で輝いていた『銀の少女』は、厳重な鎖くさりで繫つながれた状態だったからだ。そして重罪人のように法ほう廷ていに突つき出された彼女は、

『私は戦った、全てを懸かけて……！　なのに、なんで……！』

　軍事法廷で決議が行われた。

　判決として突き付けられたのは──極きよつ刑けいだった。

『いや、──嫌いや、やめて、イやああアアア！』

　判決の瞬間、少女は暴れた。暴れ狂い、咄とつ嗟さに近場にいた警けい邏らの男の拳けん銃じゆうを奪うばい、即そく席せきの弾丸魔法でなんとかその場は脱だつ出しゆつしたが、すぐに追手に捕とらわれた。

　白はく雪せつの上で、少女は泣き喚わめいた。

　それでも、心臓を撃ち抜かれた。

　処刑された。

　映像の最後は、そこで途と切ぎれた──




「ぐ、あ！」

　はっとして、レインは映像から覚めた。

　心臓が早はや鐘がねのように脈打っていた。ほんの数十秒程度の記憶の断だん片ぺんだったのに、レインはその額にぐっしょりと汗あせを搔かき、酒に酔よったように意識が酩めい酊ていし、

「これ、……は」

「ああ。そうね」

　映像を見終えたレインに、

「これが私の記憶」

　エアは告げる。

「改めて、自己紹しよう介かいするわ」

　少年──レインに。

「私はかつて東国ハーバラント陸軍に所属していた第一大隊の魔導士。今から百年前、軍部によって処刑され、その存在を弾丸に封ふうじられた──亡霊よ」

　──亡霊。つまりは、

「じゃあ、お前は、本当に」

「死んでいるわ。とっくの昔に」

　淡たん々たんと言い放たれた──死んでいる、と。

「さっき見せた記憶の通り。私は殺された。心臓を撃ち抜かれてね。そして幾いく度どか、お前のような奴やつに拾われて、ここまで意識を存続させてきた──亡霊よ」

　まあこうして蘇よみがえるのは二十年振ぶりだけど、とエア。

　そこに重苦しい口調などない。

　怨えん嗟さや怨おん念ねんすらなく、本当に、一目見た時から変わらない程ほどに、

「少し補足」

　冷静だった。

「私の本名はエア・アーランド・ノア。魔導士として、十四歳にして学生隊から異例の昇しよう進しんを認められ、１８８１年の第一次攻こう戦せんの決着戦において、五日間の防衛線を勝利に導いた指揮官だった。英えい雄ゆうよ、掛かけ値なし、国を救った──本物のね」

　冗じよう談だんだ、と、笑い飛ばすことは出来なかった。

　なぜなら、レインは、今まさに、彼女の記憶を見せられた。

　あの戦場では、初期世代のエクセリアが行き交かっていた。年代から考えれば間ま違ちがいなく一世紀前の技術であり、その戦場でこの少女は、あまりに美しく輝いていた。

　けれど、それに続いた光景は、

「極刑……」

「ええ。私は殺された」

　あまりに無残で残ざん酷こくな結末──。

「自分の国から、正式な裁判で死刑台に送られたわ」

「なんで……」

「お前が見た戦いは、ここ百年の最初にして最大の最終戦争──アンバル攻防戦。そしてそれを勝利に導いた私は魔導士と言えど、……本来は『学生』という身分」

　エアは続ける。

「当時の要人たちは、未み曽ぞ有うの戦争の決着について、あまりに無知だったの。年若き──むしろ幼いまでの英雄なんて、軍部の恥ち部ぶを晒さらすと同義だった。本来は戦力になるべきじゃない学生を戦わせていただけじゃなく、そんな子供が防衛線を勝利に導いたという事実は、ただ戦後の戦争責任を煩はん雑ざつにするだけ──それだけ、だった」

　だから──殺された。

　だから私は、死ぬ直前に、

「呪のろったわ」

　全てを。

　──呪われろ、皆みな、誰だれもかも、腐くさり切れ。

　そう願った。そして、その墨すみのように黒く歪ゆがんだ情念の果てに、

「私という存在は、この弾丸に封じられた」

　エアは胸むな元もとに下げていたアクセサリーを取り出す。

　それは、悪魔の弾丸のような銀色でなく、不気味な『黒色の弾丸』だった。

「この黒い弾丸に、私──エアという人間は封じられている。誰が、こんな風に私を蘇らせたのか、私の死体をどうしたのかも、全て不明、……そうね、さっきの話から繫げるなら、それこそ『魂たましい』という存在がこの中には入っているの。そして処刑されてから三十年後……第二次攻戦が起こった時、私は再び、目覚めた」

「今から、七十年前……」

　二次攻戦──。

「ええ。そして私は目覚めると同時、一つの性質を備えていることに気付いたわ」

「性質？」

　そう、と区切って、エアは、

「聖書に出て来る、神に仕える『十人の神兵』たちの話は知ってるわよね？」

「それは、まあ」

　お伽とぎ噺ばなし的にしか知らないが、十人の神兵たちの話くらいは常識だ。

　なにせ、幾いくつかの国名の由来にもなっている。

「あれだろ。神が自分の身を守るために、世界中の種族から代表を選ばせて、十個の神性が選ばれるって話……確か、遠い東の島国の昔話にも、似たのがあるとか」

「ええ。じゃあ、その十人の種族ってあるわよね」

「確か──」

　神兵十人の神性──。各国名の由来となったそれは『天人族レノソイド』『悪魔族ベリアル』『甲赫族トラキセル』『火レン真トグ族ラル』『水精族アキラル』『岩ウ皇ー族ド』『飛翔族フアラル』『星霊族ピクシー・オー』『準神族デミフアーマン』『真神族エマ』──の十個。

「そう。そしてその中の『悪魔族ベリアル』の烙らく印いんに、私は気付いた」

　腕うでのこれ、と少女。

　彼女はずっと晒さずにいた『左腕』をがばっと捲まくり、

「それは……」

　刻まれている紋もん様ようがあった。

　左腕に、黒く淀む、刻印のようなそれは、

「『悪魔族ベリアル』のシンボル……私は魔導士として、人知を超こえた一つの神性を得ていた」

　神性──人知を超えた魔法を指す言葉だ。

　そして、悪魔族ベリアルの神性で作られたのが──悪魔の弾だん丸がん。

「悪魔族ベリアルの神性である『消しよう滅めつ』は、強力の一言だったわ。弾丸魔法は生前も沢たく山さん作ってきたけれど、悪魔の弾丸は次元が違った。これは、神かみ代よの兵器だった。そしてその代だい償しように」

　言って、エアは目線を落とす。

　そして、次に顔を上げた時、

「私は亡ぼう霊れいになった」

　瞳ひとみが──変へん貌ぼうしていた。

「──っ、」

　レインはぞくりと寒気立った。

　なぜなら、彼女の透すき通るような銀色の瞳──先さき程ほどまで、美しく色の抜ぬけていた眼球が、墨を塗ぬったような黒色に染まっていたからだ。

　黒──およそ人では有り得ない色しき彩さい。

　その中心部では、紅玉のように赤い虹こう彩さいが光っていた。それは、伝記や聖書の中でしか登場しない悪魔や吸きゆう血けつ鬼き──人ならざる者が抱かかえる異形の瞳であり、

「この瞳の色も、一つの呪い」

　エアは、

「亡霊として能力を使う時、私の目は『蜂ほう縮しゆく』──赤く、黒く染まる。どれだけ正体を隠かくそうとしても、魔法一つ使ったらこうなるから、案外気を遣つかうのよね」

　言って、あはは、とエアは軽く笑う。しかし、レインはその言葉の軽さでは紛まぎれぬ程の動どう揺ようを受けていた。それほどに、少女の『蜂縮』と呼んだ瞳はあまりに異常だった。

　逸いつ脱だつし切った──人外の双そう眸ぼうがそこにはあった。

　──信じるしかなかった。

　この少女は──人間ではない。

「ともかく」

　赤黒の瞳。エアは、その人ならざる異形の瞳を晒したまま、

「私は七十年前、最初に会った男に、その弾丸をくれてやったの。私は天才だったから、生きていた頃ころの経験で、どう使われるか分かった上でね」

　生きていた頃。つまりは、エアが世界を呪う前の事だが、

「私は、この弾丸を色んな奴に託たくすことにした」

　エアは、悪魔の弾丸を渡わたすのは、レインが初めてでないと言う。

　つまり、これまでも幾度となくあったという事だ。

　人が消え、──存在が消されるという事が。

「だけど、どいつもこいつも、碌ろくな奴はいなかったわ。人を消すことに怯おびえる馬ば鹿かか、能力に溺おぼれて自滅するかの、どっちか。強過ぎる力ってのは駄だ目めね。頭を使わなければ、折角の能力も意味がない──そう思っていた、百年目のこと。レイン──お前が現れた」

　そこで、一度言葉を切って、




「お前は、この戦争を終わらそうとしているんでしょ？」




　エアは言った。

「それも穏おん便びんにとか、友好的にじゃない。圧あつ倒とう的に、破は壊かい的に、これ以降争うことなんて考えられない位に、西の国を潰つぶして勝つ──それが、お前の目的」

　あはは、と、エアは繰くり返し笑う。

　レインは答えない。けれど、亡霊は笑う。

「いいわね、レイン。私には分かるわ。お前はただの学生兵じゃない──その恍とぼけた顔の奥にはあまりにどす黒く、いくら敵と言えど、何人もの人間の存在を顔色一つ変えず消せる程に残ざん虐ぎやくな本ほん性しようがある。そしてその大本は恐おそらく、〝何か〟に対しての激しい憎ぞう悪お？」

　激しい憎悪。

　煉れん獄ごくの炎ほのおのように巻き上がる──闇やみの収しゆう斂れんされた復ふく讐しゆうの火か炎えん。

　少年レイン・ランツが奥底に眠ねむらせるもの──。

「っ、」

　ぐっとレインは耐たえた。

　抑おさえねば──溢あふれてしまいそうになる。

「まあともかくも、ね」

　エアは拳けん銃じゆうをしまう。

「ここからは私との『誓約コントラクト』。このまま悪魔の弾丸を使いたいなら」

「……具体的な内容は」

「言ったでしょ。私に全すべてを差し出すこと」

　エアは銃をくるくると回す。

「つまり、私がお前の『全てを決定する権利』を持つという事。私が行けと言ったらそこが地獄であろうと行き、撃うてと言ったら親兄弟でも撃ち、鳴けと言ったら、その場でわんと鳴いて、──死ねと言ったら、死ぬ。そんな、ただの言いなりになること」

「そんなの……」

　なにが、悪あく魔まじゃないだ。十分に──悪魔だ。

「……あはは、まあいいわ。それらを含ふくめて、考える時間をあげる。そうね……じゃあ、先に一つ命令をしておくわ。もし、私と契けい約やくを交わすなら、その命令を果たして」

　悪魔との誓約コントラクト──その魂と引き換かえに、願いを。力をくれてやろう。

　──そんな昔話でしか見ないこと。

　夢ゆめ幻まぼろしのような話と共に、エアはポケットに入れていた紙束を差し出す。

　それは公共新聞であり、今日発刊されたばかりの最新版だった。




　　　『和解交こう渉しよう　失敗』

　　　『交渉は完全に決けつ裂れつ　戦争は継けい続ぞくに？』




　和解交渉が決裂したという記事だ。

　写真には、東国と西国の要人が写っていた。

　その中の一人は、二十代半ばの年若い士官──。

「一番右に写っているその優やさ男おとこは、アレクという西の武人」

　アレク──。

「フルネームは……アレク・タンダ大たい尉い。甘い顔をしてるけど、こいつは西の国で一番の出しゆつ世せ頭がしらで、局地戦が中心と言えど、劣れつ勢せいだったここ一年でも、八つもの勝利を挙げた生え抜きの武ぶ闘とう派はよ。そして、今日の交渉が決裂したことで、こいつは今度の中央戦に参加することになったと、この記事には書いてあるわ」

　西の軍人アレク。それは東国にとって厄やつ介かいな人材。つまり、

「これはあくまで、仮命令だけど、形式として言っておこうかしら」

　──標的が決まった。

「命令。このアレク大尉を消しなさい」








４、教導院の生活






　銀色の弾丸。

　その弾丸で撃ち抜かれた人間は──消える。

　ただ死ぬのではない。

　その人間に依よって生み出された功績、成果、結果も全て消え去り、それまで生きて来た痕こん跡せきと世界への干渉が全て消去される。もし英えい雄ゆうを産んだ母が撃たれたならばその英雄の存在は消え、銃器を開発した者が撃たれれば、その銃器が存在しなかった世界となる。

　──再編成リプログラム。

　世界への切り替かえを、あの少女はそう呼んだ。

　そして、その弾丸を手にしたことで、レインはこれまで幾いく度どとなく使用した。

　死を振ふり撒まく将官。

　甚じん大だいな殺さつ戮りくを繰り広げた敵将を討うち取り、世界を変え続けた。

　人間を功績ごと消去する弾丸は、非力な少年にとって災さい禍かであると同時に福音となった。

　変えられる。

　終わらせられる──そう確信する程の力を手に入れた。

「……」

　教導院の中庭。

　休きゆう憩けい時間に歩きながら、その手にしていた銀色の薬やつ莢きようが重く圧のし掛かかる。

　透き通るようなこの薬莢の表面には、葬ほうむられた者の名が刻まれている。

　この痕跡は──絶対に明かすわけにはいかない。

　この弾丸の正体だけは。

　戦場で命を預けるパートナーのアスリーにですら──決して悟さとられてはならない。

（絶対に、……）

　──アスリー。

　機械兵器エクセリアの操縦者であり、レインと学校で訓練をほぼ共にする士官候補に珍めずらしい女学生だ。基本的に我が儘ままだが、戦いになると卓たく越えつした技術で戦場を駆かける。

　そして戦場での関係を排はい除じよしても──入学以来、無二の親友で在あり続けている。

　だからこそ、今の信しん頼らい関係のまま、悪魔の弾丸を使い続けねばならない。

　悪魔の弾丸を手に取る。

　心臓が、どくんと鳴る。

　もし、この弾だん丸がんのことを誰だれかに知られた時、自分は破は滅めつに至る。その重圧は覚かく悟ごしていた筈はずだった。しかし、こうして弾丸を手にする度たび、自分が手にしている力の大きさに手が震ふるえ、身体からだがぞくりと冷える。けれど、この力は、決して手放すことは出来ない。

　──何を犠ぎ牲せいにしても。

　思っていると、

「あ、」

　弾丸を手に思い詰つめ、廊ろう下かを西に歩いていた、その先だった。

　廊下に出来た人ひと垣がきの端はしに、件くだんのアスリーの姿があった。

　──が、

「アスリー」

「あ、レインじゃん」

「何やってんだ、ここ、三年生の教室じゃないだろ」

　三年生は東側の教室だ。西のここにいる道理はない。しかし、アスリーを含め、廊下一いつ杯ぱいに広がっている三十人くらいの人垣の多くは、三年生以上が集まったものだった。

「いや、私もさっき野や次じ馬うまで来たんだけど、なんか、教室の中に何かあるみたい」

「教室の中？」

　レインは人垣を見み越こすように、ぐいと背せ伸のびした。

　運良く、そのまま教室を覗のぞけた。

　教室の中で、生徒に囲まれている少女がいた。




　エアだった。




「ぶっ！」

「うわ、どしたの！」

　噴ふき出してしまった。しかし、どうか見み間ま違ちがいであってくれと何度見直しても、あの特とく徴ちよう的な横顔と髪かみ色いろは間違いなく、亡ぼう霊れいの少女──エアだった。

「は、はあああああ!?」

「ねえ、なに！　どしたの、中に何が!?」

　服装こそ教導院のものに合わせてきているが、それでも意味が分からない。

　教室の中で、生徒にきゃっきゃと囲まれているのは、亡霊少女のエアだったのだ。

　しかし、すぐにその場で何か行動を取ろうにも、無情にも授業の時間が来たので、レインはそのまま教室に戻もどるしかなかった。気もそぞろに、授業を形だけ受けながら、

（なにやってんだ、あいつ！）

　いくら考えても、合理的な理由は考え付かなかった。

　なぜ、亡霊エアが──いきなりやってきたのか。




　──それから。

　きっちり二時間が経過した頃ころ。

「いってきまーす！」

「待てい」

「痛ったい！」

　レインは足を出して、駆け出したアスリーを転ばせた。

「って、なにすんの！　顔から地面に突つっ込んだけど！」

「どこに行く気だ」

「どこって」

　転ばしたことに特に怒おこらず、アスリーはよいしょと立ち上がりながら、

「あの転入生のとこに決まってるじゃん」

「……止めて良かった」

「えー、噂うわさの転入生だよ？　別にいいでしょ？」

「よくない。少なくとも、今の時間だけは大人しくしててくれ」

「はあ？　どういうこと？」

「どういう、って──」

　他ほかの誰に知られても──アスリーだけには。

　パートナーである彼女だけには、エアの存在は絶対に不ふ可か侵しんであるべきだから。

（くそ、想定外だ、対策は──）

　しかし、どうすればいい。

　レインは激しい混乱の中にいた。

　──昼の休憩時間。

　朝にエアが二年生に転入してきてからこれまで、二回の休憩時間があった。

　そして、その度にエアの所に行ったレインだったが、しかし、朝の時と同様、彼女を取り巻いていたのは、多くの生徒たちだった。特に、アレストラ教導院には一割もいない女生徒たちが、休憩時間の度、学年も関係なくエアを囲むようになっていたのだ。

　きゃーきゃーと女子たちが騒さわいでいるので、様子すら窺うかがうことが出来なかった。

　全く近寄れないので、話も出来ない。

（なに考えてんだ、あいつ──）

　なんにしても、エアがこうして学生としてやって来るとは、夢にも思わなかった。

　しかし、どんな理由があろうとも、レインにとって、今の状じよう況きようは決して喜ばしくない。

　エアが既すでに、学校中の有名人となっていたからだ。

（どうすんだ、目立って──）

　レインの教室内でも全員がその話をしているし、廊下を少し歩けば、噂の転入生の話が嫌いやでも聞こえて来る。今日の午前一杯、アレストラ教導院の話題は独どく占せんされていた。

　──あの少女は、何者か。

　それを教導院の全員が探さぐっている。

　無論、非常にまずい事態だ。

　彼女は、普ふ通つうの人間ではない。

　魔ま術じゆつの元に蘇よみがえった亡霊であり、戦火の中で生きる存在だ。

　それが、こんな形で目立って得する部分など、どれだけ考えても有りはしない。

　それに、少女エアは、

（気き紛まぐれ、気紛れなのか……だが、あまりに無む思し慮りよが過ぎる……）

　とにかく目立つ。

　銀色の髪に、とても可愛かわいらしい顔付き。

　そんな子が鮮せん烈れつに現れれば、興味を持たない人間などいない。

　あっという間に人気者になったらしい。いつ見ても記者に囲まれてるみたいになった。

　ただ、

「不思議なんだよね、あの子」

　毎時間、エアの噂話を集めることに勤いそしんでいたアスリーは、

「不思議？」

「うん。学校を案内するよって言ってもね、教室から出たがらないらしいの。お昼になってもずっと教室の中にいるから、まるで、誰かを待ってるみたいだって」

　──待っている。

　いきなり、出現した亡霊が──何かを。

（……駄だ目めだ、何を考えても憶おく測そくにすらならない。どの可能性も合理性に欠ける）

　熟じゆく慮りよしたが、どうしても気になって、

「行くしか、ないのか……」

　レインは、駄々を捏こねるアスリーを連れて、エアの様子を見に行くことにした。

　向かった先は、二年生の教室──昼時なことも手伝ってか、エアの席の周りには話に聞いた通り、未いまだに多くの人がいた。そして、あの不ぶ愛あい想そな少女が、一体生徒たちと何を話しているのだろうかと、耳を澄すませた瞬しゆん間かん、




「うわー、なにこれ、すっごい美味おいしい！」




「……」

　──は？

「そうでしょエアちゃん。この学校って果物畑の近くにあるから、よく新鮮なのを差し入れでもらえるの」

「えー、こんな美味しいリンゴ、いつも食べてるの!?」

「ほらエアちゃん。ブドウもどう？」

「うん！　食べる！」

「甘いの好きなんだね」

「えへへ。普ふ段だん、あまり食べれないから。ありがと！」

　……。

　…………………………。

「……誰？」

「いやだから謎なぞの転入生でしょうよ」

「そうじゃなくて」

　だから、とレインは、アスリーを諫いさめるように、

「あの、女生徒たちから、リンゴやブドウを餌え付づけされながら、にこにこと楽しそうにしているあの銀ぎん髪ぱつ少女は一体誰なんだという話をしているのだ」

「のだ、って言われても」

　どしたの急に、とアスリー。

「どしたというか、あいつ」

「あいつ？」

「ではなく」

　レインは、嬉うれしそうにリンゴを齧かじる少女を再さい確かく認にんする。

　そして、恐おそらくはエアだろう、にこにこ笑え顔がおの生物を指差しながら、

「あの──銀髪の転入生、ずっと、あんな感じなのか」

　確認せねばならなかった。

　なんだあれ。

「レインが何を錯さく乱らんしているのか分からないけど、私が聞いた限り、もの凄すごく人当たりの良い子らしいよ。話の受け答えも上手うまくて、反応が良くて、その上、誰だれが話し掛かけても、可愛らしくずっとにこにこしてるから、みんな一発でメロメロになったみたい」

　……余計に分からなくなってきた。

　朝に見た時には気付かなかったが、どうやらエアは何処どこかで頭を打ったか、全力で猫ねこを被かぶることを決めたらしく、先日会った時とは正反対の性格で集団に馴な染じんでいた。

　前に会った時は、一度として笑わなかった癖くせに、今は周りの人間を骨ほね抜ぬきにしている。

　なまじ顔立ちが良いだけに、効果は同性にも抜ばつ群ぐんのようだった。

　……いや、本当に誰だよ。

　やるにしても、猫かぶり過ぎだろ。

　──しかし。

　既に表面上は親しくなったであろう、取り巻きの女子の一人が、

「ねえノアさん。この学校には、二つの演習場が──」

　言って、ふと、エアの肩かたに手を掛けようとした。

　悪意などもちろん無い行こう為い。しかしあの少女に対して『触さわる』という行為は、

「──っ、」

　その行動を認識した瞬間、レインの共覚質クオリアが近未来を観測した。

　それは、

（っ、──）

　エアが腰こし元もとの『銃じゆう』に手を掛ける光景だった。

　以前、エアに触ふれようとして地面に叩たたきつけられたレイン。

　それから思い出されるのは──エアは他人から触れられるのを異常に嫌がるということ。

（あいつ、撃うつつもりじゃ──）

　まずい。さすがに肩に触ろうとしただけの女生徒を殺させてはならない。

　レインは反射的に教室に踏ふみ込んでいた。

　その行動が迂う闊かつだった。

「あ」




　ばっちり目が合った。

　人ひと垣がきの隙すき間まから、エアと。




（しま、──いや、いいのか、でも）

　目が合った。エアはそのことで拳けん銃じゆうに手を掛けるのを止やめたことは止めたが、果たしてその結果が良い事なのか、悪い事なのか、判断を下す前よりも早く、

「おっそい」

　たん、たたん、と。

　取り囲んでいた人垣を、軽かる業わざ師しのように飛び越こしてきたエアは、

「耳が割れるとこだった。もう少し、早く会いに来なさいよ」

　エアの行動に、場の空気が固まる。続き、周囲の視線が二人に集まる。一方のエアは、そんな周囲の様子など微み塵じんも感じ取っておらず、

「……？　どしたの？」

　聞いてくる。その様子にアスリーが、

「なに、レイン、この子のこと、知ってるの」

「知っては、いや、……少し、？」

「ねえ」

　エアは構うことなく、

「さっきから、コソコソと、何を言ってんの……って、ん？」

　その時、ようやく、エアは、自身を取り巻く環かん境きように気付いたらしい。

　ぐるりと首を回すと、

　──幾いく人にんもの目線。

「ああ」

　察した少女。

　猫を被って愛あい嬌きようを振ふり撒まいていた自分が、今、いかに注目を集めているか理解したのだ。

「──へえ」

　エアは笑った。

「なにって」

　彼女の作り出した笑みは、いたずらっ子のようだった。




「レインに会いたかったから、私、ここまで来たんじゃない」




　きゃー！　と歓かん声せいが上がった。

　女子たちからだった。

　一方、レインは、

「ひっ」

　ぞくりと寒気立っていた。

　理由は『殺気』──取り巻きの男たちが、自分に銃口を一いつ斉せいに向けていたからだ。




　昼休み。

「なにがしたいんだお前は！」

「うっさいわね」

　聞こえてるっての、と不ふ貞て腐くされた返答。

　中庭に設置されている私書棚だなの物もの陰かげに引き摺ずってきたことに対して、エアは不ふ機き嫌げんになっていたが、本当に声を上げたいのは、こちらの方だった。

「私としては面おも白しろかったわよ。三十人近い人間に銃を向けられながら、ひいひい逃にげ回っているお前の泣き顔、潰つぶれたリンゴみたいだった」

「まだ追われてる最中だけどな！」

　士官学校は、極きよく端たんに女子が少ないことから、少数個体の女子と良い仲になると嫉しつ妬とや逆さか恨うらみで攻こう撃げきされることはよくあるが、可愛らしい転入生に最初から相手がいたということが、エアに見み惚とれていた彼らの逆げき鱗りんに触れたらしい。

　事実はどうでもいい。

　ただ、美少女が転入してくるというイベント。

　もう少しは夢を見させろ、と。

　レインは怒いかりに身を染めた男子生徒三十人に追い回される中、けらけら笑って傍ぼう観かんしていたエアをなんとか回収し、こうして身を隠かくして話をする状じよう況きようを作っていた。

　学生と言えど、魔ま導どう士三十人に追い回された疲ひ労ろうは並ではなかったが、

「で」

　息を切らしながら、

「まず、なんだあの猫かぶりは」

「愛嬌を振り撒くくらい当然でしょ」

「……」

　違ちがう。

　限度があるという話をしているんだ。

「……まあいい。俺から見れば気味が悪いだけだが、害はないからな。ただ、この質問にはきちんと答えろ。なんでここに来た。合理的な理由を言え」

「最初に言ったでしょ。お前に会うためって」

「ただの嫌いやがらせで言ったことだろ」

「事実は事実」

　エアは、

「確かに、あの状況でお前を全力で困らせたいから言い回しを調整したのもあったけど、でも、理由の根本としては、あの場で言ったことに噓うそは無い」

　──『レインに会いたかったから』

　──『私、ここまで来たんじゃない』

「悪魔の弾だん丸がんを使う以上、少なくとも、野放しにしておくには、私の方が危険。お前が私と契けい約やくを結ぼうと思った時、近くにいる方が都合がいい」

「……どうやって、この学校への手続きや経歴を偽いつわったんだ」

　アレストラ教導院は国立の士官学校だ。

　軍部として規律が絡からむ以上、詐さ称しようは殆ほとんど不可能に近いはずだが、

「お前が思う以上に、世界はしっかりしてないわよ」

「……」

「幾らでも方法はある。最初にお前に会いに来た時も、別の方法だったし」

　軽々と言い終えて、エアは退たい屈くつそうに腕うでを組む。

　まるで自分の言うべきことは言ったという態度にイラっと来たが、

「うわ、連れ込んでるよ」

　上からの声。

　顔を上げると、そこには、

「転入生の子、やっぱりレインの知り合いだったんだ」

　私書棚の上からこちらを覗のぞき込んでいたアスリーが、ひょいと降り立って、エアとレインの間に割り込んで来た。狭せまい空間の中、レインに背を向けたアスリーは、エアと向かい合うような形になる。そして、背の低いエアを見下ろしながら、

「で、あなた、誰？」

「おいアスリー、ここは」

「レインは黙だまって」

　アスリーは手で制して、エアに一人の人間として向き合う。そして、教室で猫かぶりを貫つらぬいていたエアは、嚙かみ付くようなアスリーに対して、

「へえ、アスリー」

　反応を示した。

「なるほど、ね。前に戦場で見た時の、あの子供……そうか、繫つながった。さっきレインが追い回されている時に『アスリーがいる癖くせにふざけろ』と言われてたのも、そゆこと」

　世界の切り替かわりを認にん識しきできるエアは覚えているが、認識が出来ないアスリーは、この不思議な少女のことを目にするのは初めてになる。認識の齟そ齬ごが生まれていた。

　一方通行な関係。

　悪魔の弾丸が生み出す、独特な現象の一つ。

　当然、アスリーはエアについて、何一つ知るところは無い。そして、エア本来の口調に、

「ん、なんか、さっきまでと感じが違くない？」

「さあ？」

「うわあ……演技だったんか、あれ」

「騙だまされる方が悪いのよ」

　言って、ふんと鼻を鳴らすエア。

「まあ、いいや。士官学校だから強したたかな子は沢たく山さんいるしね。で、あなた、誰だれ？」

「自分から先に言えば？」

「私はアスリー・マグメット。三年生で、レインの相方だけど？」

「そんな私が、お前に、名乗らないといけない理由って？」

　エアはわずかに語調を強める。しかし、

「いや、こんなチビ子が、レインに会いに来るってなんなのかなと」

「チ、……！」

　一転。

　雰ふん囲い気きが変わった。アスリーは、未いまだきょとんとしながら、

「妹……じゃないよね？　でも、いくら魔導士でも、こんな小等院に通ってそうなちんちくりんな子が、いきなり士官学校に来るって、」

「ちんちく、……！」

「あ、学校見学か！」

「……こ、こいつ！」

　のほほんとしたアスリーと、暴言に近い言葉に身を震ふるわせるエア。

　そこでレインはようやく気付いたが、アスリーに悪意や害意と言った黒い感情は全く無かった。ただ単純にエアという少女の存在が気になっているというだけらしい。

「……喧けん嘩か売ってるなら、無む駄だよ。私は」

「喧嘩？　誰と誰？」

「私とお前、しか、いないでしょ！」

　アスリーにしびれを切らして、エアが完全に身構えた。

　その時だった。




『全生徒、速すみやかに武装解除しろ』




　それは、

『繰くり返す。三年生の級長として、オルカ・ダンドロスが指示する。三年生以下の生徒、すぐに武装解除しろ』

「これ……」

「オルカ？」

　級長のオルカによる放送だった。その内容は、現在、レインを滅めつしようと血ち眼まなこになって校内を練り歩いている、男子学生たちに対してのものだった。

『あー、まあ、いま暴れている奴やつの気持ちは分かる。ただ、規律のない力は士官学生として憎にくむべき暴力だ。すけこましのレインにムカつくのは当然だが、それでも、一方的に処理するのは良くない』

「オルカ……」

　なんか悪口も混ざってた気がするが、それでも、ありがたい指令だった。

　級長が公令を告げた以上、これで、レインを追うことは明確な違い反はんと──、




『なので、ちゃんとしたルールと場を与あたえよう』




「は……？」

『三年生以下は、午後は二時まで空いているだろう。参加に一いつ切さい制限は設けない。金を得たい奴、ムカつく奴を地に這はわしたい奴──今から、三年生の教室に集合しろ』

　三年生の教室に集合。そこまで言って、放送は切れ──

『あ、レイン、お前だけは強制参加だ。来なかったら殺す』

　それを本当に最後に──放送は切れた。




「えー、突とつ然ぜんだが」

　十分後。

　指定された教室には、四十名近い士官学生が一堂に会していた。

「良い物が手に入った。俺が預かってきたのは名めい銃じゆう〝セントラ〟だ」

　教室中がちょっとざわつく。

　名銃〝セントラ〟──。

「言わずと知れた古式の自動拳けん銃じゆうだな。しかも、実用的に使うのはもちろん、アンティーク物の価値としても、これはそれなりだ。刻印は慶けい暦れき１８２２年で、初代版のプレミア品になる。物の価値を知っている貴族なら、ぽんと八十万は出すだろう」

　教室中がさらにざわつく。

　八十万。

　それは学生にとって間ま違ちがいなく大金。

　……教室中が、ごくりと唾つばを飲む。

　オルカはその注目に満足げに頷うなずく。

　そして、

「これは、先日亡なくなられたリスマ少しよう尉いの形見だ。リスマ少尉は立派な方で、自分がもし死んだ時は、この銃を未来ある若者に託たくしてくれ、と言い残したそうだ。で、後こう輩はいの俺たちの所にやってきたのだが、分けようにも、あいにくこの銃は一つ……で、だ」

　オルカは言う。

「お宝争そう奪だつ戦の始まりじゃあああああ！」

「「「うおおおおおおおおおおおお！」」」

　教室中が喚わめき立った。




　オルカの前口上が始まる。

「ルールは単純！　これから三十分間、この教導院の本館を範はん囲いにして、参加者全員による集団模も擬ぎ戦を行う！　使用するのはもちろん模擬弾！　撃うたれた者はその箇か所しよが身体からだの何処どこであろうと失格！　三十分後、撃げき墜つい数が多かったトップ４で決勝だ！」

「いつものルールだな！」

「そうだ！」

　参加者たちも全員ノッて来た。

「なら、騙し討うちも！」

「あり！」

「チームを組むのも！」

「あり！」

「裏切るのも！」

「大ありだあああああ！」

　通つう称しよう、弾丸デスマッチ。

　この学校に古くからあるゲーム。

　模擬戦のために威い力りよくを落とした、弱い弾だん丸がん魔ま法ほうによるデスマッチである。

　本来はもう少し重要な決め事をしていて、意見が割れた時に使われる最終手段のゲームなのだが、クラス代表のオルカが血の気が多くて頻ひん繁ぱんに開かい催さいされる。

「あと言うまでもないが、このデスマッチにおける肉体の負傷、物品の破損は、その程度が基準を大おお幅はばに超こえない限り、全すべて加害を受けた本人に責任が帰属する」

「つまり？」

　オルカは、

「ムカつく奴を半殺しにしても問題なし」

「「「うおおおおおおおおお！」」」

「いや問題はあるだろ！」

　レインは叫さけぶが、声はすぐ搔かき消えた。




　参加するのを強制されたので、レインも参加となった。

　やる気は少なめだが、参加者のおよそ半数は自分を殺しに来ている。

　弾丸デスマッチは形式こそ模擬戦であるが、実態は校則にも禁止されている私し闘とうに近く、こちらが気を抜ぬけばそれこそ手足を粉ふん砕さいされても何らおかしくない。

　賞品よりも、制度を笠かさに着て、恨うらみを晴らせるシステムを利用する参加者も多い。エアに見み惚とれていた集団は間違いなく徒党を組んでくる以上、悠ゆう長ちように構えてはいられなかった。

　それに、周囲を見ると、

「八十万、八十万、……」

「返せる、返せるぞ、利息付きで膨ふくらんだ二十万、ふ、ふほ……」

（……ううむ）

　売り飛ばす気の奴しかいなかった。

　上官の遺品を。

　クズしかいねえ。

「いや、お前ら話を聞いてただろ」

　準備時間。

　デスマッチ開始の配置に就つこうとするクラスメイトたちに、

「あの銃は遺品だってのに、売り払はらってどうすんだよ」

「「黙だまれ」」

　エクセリアでコンビを組むケンスとウォリアは、

「情じようで財さい布ふが膨らむか」

「恩で買える物があんのか」

「真まっ直すぐな目でなに言ってんだお前ら」

　守しゆ銭せん奴どの眼めだった。

「あと言っておくが、隙すきあらばお前をボコボコにしてやるからな、レイン」

「アスリーの件は、正直入学の時からずっとだし、まあ、互たがいに一いち途ずってことで大目に見ていたが、そこに今日の、押しかけ美少女──一度は死んでいいだろ」

「二度目があればな」

　レインは周囲をぐるりと見み渡わたす。

　四十名の内、既すでに十名くらいは、狙ねらいを完全に自分に見定めて位置取りに動いていた。

　ああもう、駄だ目めだこれ。他ほかの奴らも含ふくめて、どうにもなんねえ奴だ。

「じゃあみんな、一分後の自動号ごう砲ほうでスタートな」

　オルカが仕し掛かけを置き、全員が敷しき地ち内に散り終わると、ばんと号砲が鳴った。

　遺品と、私し怨えんを懸かけた弾丸デスマッチ──。

　スタートだった。




「……、隠かくれるしかない」

　スタート直後、レインは魔導士としての体力を全力で消費し、逃とう走そうに全てを費ついやした結果、誰だれにも見られることなく、図書館へ入ることに成功していた。

　この時間、資料室とも連れん携けいの無い図書館は、無人で過ごすことが出来る。

　弾丸デスマッチは参加者自体がチップであり、最終的な討とう伐ばつ数で決勝戦に進める四名に入ることが出来る。そしてそのカウントされる数は、自分が倒たおした者だけだ。

　つまり、逃にげや隠れは有利にならない。

　隠れて生き残ろうと、誰も倒さないと０点で負ける。

　なので、割と全員が、積極的に殺しに向かう。

　最後まで隠れるのが有利な通常のデスマッチとは僅わずかに異なる。レインを最初に付け狙っていた集団も、見つからないとなれば切り替かえて通常戦闘に戻もどるだろう。

　そして、身を隠して十分が経過し、身の安全を確信してから、

「……時間は、あるか」

　レインは本を探していた。

　それは昨日の出来事──。

『私は処しよ刑けいされた』

　少女──エアの言葉。

　真しん偽ぎのほどは決して分からないし、理解してやる義理も無い。

　けれど、あれだけの話をされ、今日になっていきなり転入してきたとなれば、あの謎なぞの少女の身の上に関して、これ以上、放置は出来なかった。

　調べたのは戦争記録だった。その大まかな内容は、国立で資料豊富なこの教導院の図書館でも読むことが出来る。そして、百年前の戦争について調べたが、

「……くそ」

　やはり、少女『エア』の名前は無かった。

　判明しているのは、百年前、最終戦争は東国の驚きよう異い的な逆転で終戦したこと。

　理由は書かれていない。

　残されているのは、東の国は敗戦を逃のがれたという記述だけだった。

（情報が消されている……）

　改めて焦あせりが募つのる。なにせ、レインはあの少女から一つの決断を迫せまられている。

『命令よ。このアレク大たい尉いを消しなさい』

　アレク──彼は西の若い武官の中でも生え抜きの一人とされている。悪魔の弾丸の力を以もつてしても討ち取れる確証はない。彼が軍勢を率いて攻こう勢せいに移る時期は明確でないが、恐おそらくは一カ月以内──。その間にレインは、重大な決断をしなければならない。

　悪魔の弾丸を手放すか。

　それとも『誓約コントラクト』──銀の少女に全てを明け渡し、弾丸の力を持ち続けるか。

（──なにか策を考えないと）

　思った時だった。

「ここかー！」

「っ！」

　ばん、と図書館の扉とびらが開けられた。

　アスリーだった。

　その手にはライフル銃が握にぎられていて、どうやら普ふ通つうに敵を探しに来たようだが、

（あ、でもちょうどいいか）

　アスリーには、エアとは別に話があったのだ。

　二人きりだ。ここで話してしまおう。

「おいアスリー、ちょっと話」

　ばん！

「うおば！」

　弾丸が飛んできた。

　──怖こわっ！

　顔すら向けずに撃ってきやがった！

「ちょ、待て、俺だ！　レインだ！」

「……ん、レイン？」

　アスリーは、その時ようやくこちらの顔を認にん識しきしたようだった。

　しかし、銃じゆうを下げない。

　撃鉄を起こすアスリー。

「なに、命いのち乞ごいなら、あの世で聞くけど」

「歴戦の傭よう兵へいか」

　かっけー台詞せりふだな。

「違ちがう。前から話そうと思っていたことがある。聞いてくれ」

「はあ、何を？」

「真面目まじめに聞けアスリー。大事な話なんだ」

「もし見み逃のがしてくれってんなら……って、え？」

　その時だった。

「大事な、話……？」

　止まるアスリー。

　下ろされる拳けん銃じゆう。……チャンスか？

「ああ。前からしようと思ってた。大事な話だ」

「だ、大事……」

　ぴく、とアスリーの反応が変わった。

「……大事、…前から……レインが、私に……」

　呟つぶやいた後、

「……あのさ」

「なんだ」

「それって、私と、レインの、その……」

　言葉を止めて、

「今後の関係について、とか？」

「ああ、よく分かったな」

　勘かんが良いな。さすがアスリー。

「うん、そういう話」

「二人きりじゃないと、出来ない……的な？」

「まあ、その方が俺はともかく、アスリーにとっていいんじゃないかと思う」

「……っ！」

　そこでアスリーは銃を下ろすと、

「ちょ、ちょっと時間もらってもいいかな！」

　その場に屈かがみ込み、持っていたコンパクトで髪かみを整え始めた。せっせと乱れていた髪を梳とかし、搔かいていた汗あせをハンカチで拭ふき、髪留めの位置を調整する。

　こういう動作を見ると、アスリーも女の子なんだなと思う。

　気は強いが、銃器など似合わない可愛かわいらしい少女だ。が、

（急に何してんだ……？）

　身だしなみなんて整える状じよう況きようか？

　まあいいけど。

　デスマッチの奴やつもいないし。

「ご、ごめんね。待たせちゃって！」

　赤みがかかった長ちよう髪はつを小こ綺ぎ麗れいに纏まとめて、アスリーがちょこんと座る。

「で、ナニカナ！」

「……なんで片言？」

「いいから！　で、なに、ち、ちなみに私としては、ストレートな言葉が好み！」

「ああ、それなら」

　レインは要望通りに言う。

「ペアを解消してくれ。俺、アスリー以外の奴と組むことにしたから」




「………………………………………」

「一応、きちんと言うのが筋と思ってな」

「…………………………………………………………………」

　ペアというのは、戦場での砲ほう手しゆと操そう手しゆの関係だ。

　入学以来三年、これまでずっとアスリーと共にいたが、事情が変わった。

　亡ぼう霊れいエアが現れた。まだ決断できていないが、仮にエアと手を結ぶことになった時、アスリーをそれに付き合わせることになる。並の操手ならそれでいいが、アスリーは軍内でもトップクラスの技術を持つ操手だ。兵力として遊ばせるわけにはいかない。

　早めに新たなパートナーを決めて貰もらった方が、彼女の為ためになる。

　しかし、

「……あ、あのさ……」

　アスリーは、返答までに結構な時間を掛けてから、

「そ、それって、なんで……かな？」

「いや、なんで、って言われても」

　どう答えるべきか。

　大前提として、誰であろうとエアの事は話すべきではない。前にエアは教室まで来て悪魔の弾だん丸がんを使用しているが、世界が切り替わり『再編成リプログラム』したことで、もうその記き憶おくは誰にもない。まだエアと手を組むか決めてはいないが、今は、回答はぼやかすしかなかった。

「アスリー以外の奴で組みたいのがいるんだ」

　その時だった。

　どん！

「……へ？」

　衝しよう撃げき波はが、耳の横をすり抜ぬけた。

　同時、ばりんと割れる音がする。

　放たれた弾丸が、

「ひっ」

　後方のガラスを破は壊かいしたのだ。

　レインは思わず悲鳴を上げた。

　アスリーが──撃うってきたのだ。

「びっくりだよ」

　紫し煙えんに捲まかれて、アスリーは、

「付き合う前から別れ話なんて」

「びっくりしてんのは俺の方だ！」

　なんで撃たれたんだよ！

　ほんとに馬ば鹿かか！

　訓練用の弱い弾丸だが、近きん距きよ離りで当たれば骨も砕くだけるって知ってんだろ！

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだよレイン」

「なにがだ」

「今の実弾」

　──言われてみれば。

　アスリーはここに入ってきた時と逆の手で、ライフルでなく、拳銃を構えていた。

　つまり自前の銃。

　護身用に使う正真正しよう銘めいの本物。

　……なにが大丈夫なんだ。

「ねえレイン。こんな話を知ってるかな？」

「な、なんだ」

　依い然ぜん、アスリーは銃を突つき付けながら、

「あのね、とある国ではね、浮うわ気き者は重ねて四つにしていいんだって」

「浮気云うん々ぬんはともかく……四つって、ああ、浮気した奴と、その浮気相手を重ねて真っ二つに斬きっていいってことか。へえ、上手うまいこと言ってるな」

「うん。だからね、レイン、その新しいペアを組むって人、ここに連れてきてよ」

「へ、なんで？」

「なんでって」

　一呼吸。

「重ねて穴を二つ作るから」

「怖！」

「って、レイン、なんで！　なんでいきなりそんな話！」

　少し正気に戻もどるアスリー。

「入学から今まで、ずっと一いつ緒しよにやってきたじゃん！　頑がん張ばってきたじゃん！　それなのにいきなり別の人ってなに!?　意味分かんないって！」

「いや、今いま更さらだが、それ、あまり良いことじゃないだろ……」

「うぐっ」

　今まで言わないでいたが。

　元々、エクセリアに搭とう乗じようする正式なペアなんてものは存在しない。戦地になれば誰だれとでも一定の仕事が出来なければならない性質上、ペアを固定する事に意味はないからだ。

　ただレインとアスリーはわずかに特とく殊しゆで、学生でも十分に戦力になることから認められてきた環かん境きようと、本人たちも億おつ劫くうなので特に変えようとはしてこなかった。

　なので、独立するには、ちょうど良い機会だろうとも思えての提案だった。

「う、ぐ、どうしても、解消しなきゃ、だめ……？」

「アスリーも本格的に腕うでを磨みがくなら、そうした方がいいだろう」

「それは、まあ……うん、分からないけど」

「分からないのかよ」

「レインの相手って誰？」

「え……」

「あの、女の子？」

　アスリーが言げん及きゆうしている対象は、

「そう、あの、銀ぎん髪ぱつで──綺麗な、子」

　紛まぎれもなくエアの事だった。転入騒さわぎが起こった当日にペア解消の話をされればそこを穿うがつことは当然だろう。けれど、

「──関係ない」

　答える。

「この話自体は前から考えていたことだ」

「でも、しばらくは誰かと組むんだよね」

「それは」

　──まあ、確かにそうだ。

　アスリーの代わりは、考えてなかった。クラスの誰かに頼たのむにしても、元々学生隊として招しよう聘へいされるのは一応上位の学生に限定されている。その中で手軽に頼めるとなると、

「……オルカ？」

「分かった」

「なにが」

「奴さえ消えれば、この世界は平和なんだね」

　言うが早いか、アスリーは図書館から出ていった。弾丸デスマッチの途と中ちゆうなのでさすがにオルカの生死に心配はいらないだろう。……いらないよな、大丈夫だよな。

　しかし、

『奴さえ消えれば、この世界は平和なんだね』

　アスリーの残した言葉が、不思議と胸に刺ささった。

　間ま違ちがいなく比ひ喩ゆである。

　そう分かっているのにもかかわらずに、だ。

　──人を消す。

　その言葉の意味が──痛く。




　タイムアップとなった。

「とりあえず、決勝通過者の発表な」

　集合＆結果発表場所は、教導院の中央広場。

「と言っても、生き残り自体が四人だから、自動的に決定になったがな。一位は俺、オルカ・ダンドロス。撃げき墜つい数８の断然トップだ。悔くやしがれ愚ぐ民みんども」

「死ね！」

「筋肉ダルマ！」

「ハゲ！」

「おーい。他ほかは良いが、最後にハゲ言ったの誰だ殺すぞ」

　ヒール役が似合う男だった。弾丸デスマッチで五回に一回は優勝するオルカは、級長であれども、こういう時の顰ひん蹙しゆくはそれなりに買う。決勝にも大たい抵てい楽勝で進出するのだが、しかし、今日の彼は少し疲つかれているようだった。何故なぜなら、

「二位はアスリー・マグメット。撃墜数６……だが」

「フー！……フー！……」

「タイムアップ後も俺を狙ねらってくるので、女子たちに押さえて貰ってる」

　オルカは親指で指す。その先には、女子たちに腕を押さえられているアスリーの姿があった。目は血走り、口に嵌はめられた猿さる轡ぐつわの端はしから呻うめき声が漏もれ、

「なあレイン」

「ん？」

　横にいたオルカが小声で聞いてくる。

「なんでアスリーは狂きよう人じん化してんだ。俺、デスマッチの間、ずっと追われてたんだが」

「今日は天気いいからな」

　しれっとレインは答えて、

「……まあいい。三位はレイン・ランツ。撃墜数２で、ちゃっかり進出」

「死ね！」

「死ね！」

「死ね！」

「他になんか悪口言えや！」

　同じ悪口でもオルカとの差に普ふ通つうに落ち込むが、級友の怒いかりも理解できなくはない。

　今回はアスリーが暴れまわって、決勝に行けたのは本当に幸運だった上に、何より報復攻こう撃げきを一度も受けることなくゲームが終しゆう了りようすれば反感は大きい。

　しかし、そんなレインに向けられる熱量すら──

「そして、同率の三位──二年生のエア」

　オルカの言葉に続いて、

「いえい！」

「「うおおおおおおおお！」」

　転入したばかりの美少女の笑え顔がおと、男子生徒の野太い歓かん声せいが消し去った。

　表モード──再び元気な美少女に戻ったエアが、感謝の言葉と共に手を振ふると、級友たちから熱い歓声と拍はく手しゆが飛び交かい、わいわいと場が一気に盛り上がるが、

「……おい」

　横に並んでいたレインは、小声で耳打ちする。

「いつまでその演技続けるんだよ」

「いいでしょ。受けはいいみたいだし」

「というか、そもそも、なんで参加したんだよ。銃じゆうなんて興味ないだろ」

「暇ひまだったから」

　基本的に参加は自由であるため誰もが参加できるが、転入してきたばかりのエアが参加を表明した事には、レインを含ふくめ、誰もが驚おどろいて、目を丸くした。

　しかし、真に驚くべきは、その後だった。

　エアはデスマッチに参加すると、制限時間の最後に帳ちよう尻じりを合わせるように適当に二人を討うち取り、決勝戦に進出を決めたのである。

　……本当に何がしたいんだ。

「おいレイン。結局、その子は参加で良いのか」

「ああ、やる気はあるって」

「しかし、大だい丈じよう夫ぶか？　決勝に来たと言っても、下手すれば怪け我がするぞ？」

「大丈夫だろ。猫ねこ被かぶってるが、こいつ多分、ゴリラにも素す手でで勝てるし」

　ごん。

「痛いてえ！」

「ふん」

　エアに膝ひざを蹴けり抜ぬかれた。

「なにすんだ！」

「そっちがぶつかって来たんでしょ」

　エアが鼻を鳴らして、

「……まあいいか、じゃあ残った俺、アスリー、レイン、エアで決勝をするぞ」

　内容は弾だん丸がんデスマッチの花形とされる四立戦で、平ひら地ちにおける四つ巴どもえ。

　つまり、一対一対一対一。個別の弾丸魔ま法ほうの使用も認められ、一回戦の時よりもかなり危険度が増す。時間は無制限で、攻撃が有効と判断されれば、それで決着となる。

「ちなみに平地なのは、レインの弾丸魔法を封ふうじるためな」

「狡ずるい奴やつだな！」

　薄うす々うすは気付いてけど！

　跳ちよう弾だんする弾丸『幻硬弾フアラル』をレインが好んで使う事は、既すでにクラス全員が知っている。

　そして跳はねる弾丸は、障害物がある程度置かれている場所でこそ真価を発揮する。

　このような平地では、使いようがない。

「く、正面から狡い真似まねを……幻硬弾フアラルならお前らも使えるだろうに」

「使えても制せい御ぎよできるか、あんな危ない弾丸」

「……まあ、いいよ、平地で」

「よし。じゃあ、そろそろ開始な」

　オルカの合図と共に、準備のため、拘こう束そくされていたアスリーが解放される。

　暫しばらく押さえつけていたので、さすがに大人しくなっていたが、

「……」

　無言ですっくと立ち上がるのが逆に怖こわかった。レインはさすがに何か一言掛かけようと思ったが、彼女からの殺気があまりに鋭するど過ぎて、口きいたら殺されると思った。

「さて、準備は良いか」

　装備の確かく認にん。

　アスリーは小回りの利きく自動拳けん銃じゆうＷＲ。

　オルカは無名のショットガン。

　レインは、いつもの通りのリボルバーＢＢ77。

　エアは、背に担かついだ二丁の内、型も不明な中型ライフルをその手に持った。

　──弾丸魔法。

　多種多様に分ぶん岐きし、得意とする魔法の種類は多た岐きに亘わたる。

　そして、オルカが宙に向けて合図の弾丸を放とうとした時、レインは、

「ああ。オルカ。開始のピストルは俺が撃うつよ」

「ん、別にいいが、なんでだ」

「俺はリボルバーだからそのままだが、オルカは拳銃から持ち替かえないといけないだろ」

「まあ、確かに」

　じゃあ頼むわ、とオルカからピストル係を受ける。

　そして、

「じゃあスタートな」




　レインは弾丸を宙に放って──ばん、と鳴った。




　決勝が開始される。

　瞬しゆん間かん、場全体を覆おおったのは手元すら見ることの及およばない光──『白光オゼツト』だった。

　レインが発動した弾丸魔法。リロードは誰だれよりも早く、連射に耐たえうる魔力に裏打ちされる環かん境きようへの干かん渉しよう魔術。持続時間は三秒とないが、それでも──。

　アスリーの背後へ、その身を走らせる。

　銃士にとって利き手後方は完全に死角であり、それは魔導士の戦いでも例外ない法則だ。しかし、奇き襲しゆうの二発目を放とうとした刹せつ那な、レインの『共覚質クオリア』が、

「う、」

　ずっ、と足を止める。そして制動した場所に、岩がん盤ばんすら引き裂さく莫ばく大だいな『電気』の濁だく流りゆうが降り注いだ。一歩踏ふみ込んでいれば直撃の必置──弾丸魔法『回高電リビルタス』。

「良い勘かんしてるね」

　アスリーが得意とする、初級の弾丸魔法。

　エクセリアが専門であるため、全すべて基き礎そ的である一方、平へい凡ぼんな弾丸魔法でも強力な威い力りよくにまで昇しよう華かさせている。しかし、彼女が放った紫し電でんが散るより早く、

「あ、しまっ」

「遅おそいぞ」

　レインは、彼女に踏み込んだ。

　魔法は無い。純じゆん粋すいな格かく闘とう術。拳銃を後ろ手に、一歩引いたアスリーの胴どうを、

「う、があ！」

　レインは一気に蹴り抜いた。

　アスリーは反射的にレインの顔面を肘ひじで打つが、その一撃は眼瞼まぶたの皮ひ膚ふをわずかに切ったのみで、致ち命めい傷しようにはならない。血を垂らしながら、しかし取り合わず、レインはアスリーの身体からだを続けざまに摑つかみ上げると、

「が、は！」

　地面に力の限り叩たたきつけた。

　胸を強打し、アスリーは立たなくなった。

　直後──白光オゼツトが晴れ、その先でショットガンを構える──オルカがいた。

　交こう錯さくする刹那。

　音速の弾丸すら予測する『共覚質クオリア』で──知覚できる未来。

（動くか──）

　オルカは、銃身に規律式を展開。

　充じゆう塡てんした熱量が舞まう。

　──制圧魔術。

　上方へ放たれた十数の弾丸はやがて膨ぼう化か──その質量を数万倍に、

「『架隕石オルゴ・バルタス』」

　オルカの弾丸魔法と化した。レインの頭上に灼しやく熱ねつ超ちよう重じゆうの岩石──『架隕石オルゴ・バルタス』の圧力が降り注ぐ。間かん髪ぱつ開けず、地面に直撃すると同時、一帯に灰かい塵じんが巻き上がり、振しん動どうに揺ゆれた。

　それが学内一とされるオルカの弾丸魔法──上級魔術の威力。

　しかし、その強力さは、彼にとって、

「──悪いが、オルカ」

「なっ」

　弱点でもあった。

「弾丸ばかりに目が行き過ぎだ」

　オルカの後方に、レインの姿があった。

「──馬ば鹿かが、！」

　オルカは二発目を装そう塡てんし、レインが撃ち放つより早く、反撃に転ずる。

　──オルカ・Ａ・ダンドロス。

　国内一のアレストラ教導院で級長を担になう実力。

　天性に裏打ちされた高度の『共覚質クオリア』。

　魔導士としての格を左右する強大な魔力。

　加えて──レインの弾丸魔法は熟知している。必殺の熱量を持った弾丸であっても、対象に命中するまで跳弾する『幻硬弾フアラル』は魔導士にとって対処は困難となるが、外れた弾丸でも注意せねばならないことを把は握あくしていれば、回かい避ひは決して不可能ではない。

　予知として観測していれば、共覚質クオリアで対処できる上、ここは平地──。

　弾丸が跳ね返る対象などない。

　そう思っていた──次の瞬間だった。

「がっ！」

　オルカの『後頭部』を──弾丸が撃ち抜いた。

「な、んで……」

　倒たおれながらオルカは、背後から来た弾丸を見ながら、

「ああ。それな」

　レインを見上げる。

「スタートの時に撃ってた弾丸」

　確かに、スタートの時──レインは、合図係を代わると言ってきた。

　そして、その弾丸を『横』に撃っていた。

　それは低速で彼方かなたの校舎に跳ね返り、いま、オルカの頭を時間差で撃ち抜き──。

「……くずめ」

「うっせえ」

　あっさりと親友を騙かたったレインは、腹部にとどめの弾丸を撃ち込む。

　そして、開始から十秒程度の交錯で、級友二人を沈しずめて振ふり返る先は──銀。

「……ふあ……」

　吞のん気きなあくび。

「まあ……鉄則は、押さえてるようね」

「鉄則？」

「弱い奴から殺すこと」

　言いながらようやく、彼女は引き鉄に指を掛ける。

　そして、二人のみしか聞こえていない声量で、淡たん々たんとエアは、

「でも残念。あのアスリーっての、直接張り倒そうと思ってたのに」

「ちびっ子扱あつかいされたからか」

「……」

　退たい屈くつそうな顔から、一気に不ふ機き嫌げんそうになってエアは黙だまり込む。出会ってからこれまで彼女は超然として、飄ひよう々ひようとして、摑つかみどころがなかったが、身体の特とく徴ちようを揶や揄ゆされる──ちびっ子扱いされると、とてつもなく腹に据すえかねるらしく、態度に隠かくさない。

「──誰が」

　そして、小さな声。

　正面に向き合うレインが、ようやく聞き取れた。それは、

「──誰が、こんな身体を、望むの」

　震ふるえた声で──少女は、

（、なんだ、──？）

　影かげを落とした表情。

　小こ馬ば鹿かにするような、嘲あざ笑わらう表情も、仮面の笑え顔がおすら、まるで消え──。

　──悲しい顔をした。

　それは、自分やその他の人間が、彼女に触ふれようとした時の、

（この顔は──）

　拒きよ絶ぜつの表情……？

　……いや、今となっては、間ま違ちがいなく──悲ひ嘆たんの。

（、……？）

　思えば──。

　エアは自らを百年前の存在だと語った。一つの小さな弾だん丸がんにその存在を封ふうじられ、大戦の度たびに亡ぼう霊れいとして身を現すという事象を繰くり返し続けた。それを再現する魔術があるのかは分からない。しかし、エアのその肉体は、決して──生来のものではないのは確かだ。

　ならば──この少女の身体は、誰が作った？

　──作り出された？

　思考するほど、表出する疑問が──レインに刹那の隙すきを生んだ。

「──っ」

　魔導士として、レインは、予知を全開にまで研とぎ澄すませていたからこそ反応できた。

　──来る。

　エアからの攻こう撃げきが。

「くっ」

　四方は観戦中の級友に囲まれ、ある種行動が制限されている中、走り込もうとしたその先に大量の銃じゆう弾だんが撃ち込まれるのを予知──勢いのまま、身を捩ねじって回避に移る。

　直後、頭上を弾丸が掠かすめた。

　エアの弾丸魔ま法ほうだ。着弾した場所から、激しい火か焰えんが巻き上がるが、その衝しよう撃げきを最小限に抑おさえて、立ち止まることなく、レインは間合いの外へ──が、直後、眼前を横切ってくる影が、レインに向かって突とつ進しんしてきた。

「っ」

　再度、予知。

　──危険。

　瞬しゆん時じに腹部を庇かばうが、同時、上から叩き込むような衝撃がレインの身体を貫つらぬいた。

「がっ、は！」

　腹部に模も擬ぎ弾だんが炸さく裂れつし、衝突の勢いのままレインは地面をごろごろと転がる。息が詰つまり、立ち上がろうとしても強きよう烈れつな痛みで身み動じろぎすら出来ない。

　そして、

「、く、そ……」

　地面に這はいつくばる中──。

　がしゃ、と音が鳴る。

　眼前に銃──無骨なライフルが構えられた。

「四秒」

　声は、常のよう。

　平へい坦たんで、感情に欠けていて、見下ろすように──。

　けれど、

「弱過ぎるんじゃない、お前？」

　嘲ちよう笑しようする声こわ色いろ。

　しかし、レインが顔を上げ、ふっと見上げた少女の顔は、

（なんで──そんな、）

　──暗く。

　笑ってなど、いなかった。ぎゅっと口こう唇しんを結び、感情を押し留とどめ──無理を殺して、それでいて、虚きよ勢せいを張るようにしか見えない程ほどに、エアは瞳ひとみを濡ぬらしていた。

　まるで──泣き出しそうに。

（なんなんだ、エア、お前は──）

　どうして──そんな顔をする。

　俺に何を隠している。

　何も話さず、それでいて、いざ触れられれば──身勝手に、

　傷ついた。

「じゃあね」

　軽い声と共に銃声が鳴り、頭部に模擬弾を撃うち込まれたレインは気を失った。








５、誓約コントラクト






　アレストラ教導院は、レミノスという城下町に立地する。

　首都に隣りん接せつする地域であり、首都に土地が足りないために城下町に設立した。人口は首都の三分の一程度だが活気付き、鉄鋼や商材を出荷する商業街としても発展を遂とげた。

　通つう称しよう『鉄の街』。

　立地の条件から教導院の学生は、多くがこの街で物品を補ほ充じゆうして生活する。

　そして、レインを含ふくめ十数名の学生は、私服に着き替がえて鉄の街にいた。

「じゃあ、昼頃ごろに再度、ここに集合だからな」

　オルカが指示して、学生は散り散りに街に消えていく。

　教導院に所属する学生は軍事に関する機密を保持している事由から、街一つにも申しん請せいをして出で掛かける必要がある。それ故ゆえ、たまの外出は貴重な息いき抜ぬきとして機能していた。

　オルカをはじめ、日常に娯ご楽らくの少ない多くの生徒は、趣しゆ味みや食べ物の店に走る。

　しかし、そのストリームから抜け、レインが向かった先は「古書店」であり、

（……うーん）

　古書店には乱雑に置かれた本も多いが、蔵書として新聞が取り置かれている。

　そして、レインが閲えつ覧らんするのは一つ。

　それは、百年前の新聞だった。

「あまり、期待はしてなかったが──」

　薄うすい硝子ガラス材で加工され、劣れつ化かせず保存された膨ぼう大だいな古新聞の中の一つに辿たどり着いた。

「……当たりか」




　　　『学生隊　レノックス戦　大だい貢こう献けん』

　　　『大だい躍やく進しん　軍部も増兵を検討する』




（噓うそじゃ、なかった……）

　確かに、亡霊の少女が、言った通りだった。

　そこには百年前当時──戦争の末期にあった東国を救った学生隊の存在があった。それもある時期から情報が途と絶だえ、軍部の隠いん蔽ぺいも窺うかがえる証しよう拠こには、十分な資料だった。

　この学生隊のリーダーがエアとは限らないが、確定していいだろう。

　あの亡霊と名乗った少女は──本当に百年前の存在だ。

　レインは、幾いく分ぶんか新聞記事の複写を依い頼らいして、街に出た。




「あ、レインだ」

　果物屋を外から眺ながめていると、通りかかったのはアスリーだった。

　レインのパートナー兵士。

　しかし、進行方向は街の中央と逆で、引き返してきたようだったが、

「なんだ、買い物はもう終わったのか」

「うん。まあ買いたかったのは雑誌と、湿しつ布ぷ薬だけだったし。ところで、レイン」

「ん？」

「私、今日が誕生日なんですけど」

　言いながら、小首を傾かしげる。

「えー」

「なにその面めん倒どうくさそうな反応！」

「いや、だってさ」

　今はエア──それに限らず、亡霊について調査できる貴重な機会だった。教導院に戻もどれば限られた資料に頼たよらざるを得ず、新聞のような情報を得る事が出来ない。しかし、

（……まだ、時間は）

　アスリーには、ここ最近、戦場に纏まつわる心労を掛けていることも心に棘とげを刺さし、無下に断ることも憚はばかられた。悪魔の弾丸を手にして以来、戦場での移動は、終始アスリーに負担を強しい続け、形だけで見れば、砲ほう手しゆという立場で一方的な命令をしているのが現状だ。

　悪魔の弾丸。

　人間の存在を消す弾丸。その機構の秘密は絶対に漏もれてはならず、アスリーに教えたこともない。だからこそ、後ろめたさが立つ。

「ああ、じゃあ、まあ」

　レインは、アスリーに向き合うと、

「何かいる？」

「やった！」




「実はもう選んでるから、こっち！」

「……選んでるんだ」

　アスリーに引っ張られた先は、貴金属店だった。

　そして、ショーケースに並べられた内の一つで、それなりに高い髪かみ飾かざりを買わされた。

「……ぐう」

　いや、本当に高かった。

　十万ゼルという値だったが、それはレインから見ても蒼あお色いろの可愛かわいらしい物だったし、アスリーが本当に嬉うれしそうにお礼を言ってきたことは良かったが……。

「……、それ、そんな欲ほしい物か？」

　高い髪飾り。

　貴金属店の店主は、とても気の良い壮そう年ねんの男で、こちらが学生という事で店の中でも比ひ較かく的安い物を見み繕つくろってくれて、それでも、なお高額な装そう飾しよく品で──かなり迷ったが、最終的にはアスリーが望むからと、買うことになった。

　そして、購こう入にゆうしたその髪飾りを、

「ん？　ここで使うのか」

「折角のプレゼント、家で開けるなんて寂さびしいでしょ」

　アスリーは、その場で包んで貰もらわなかった。

　その場で髪を纏まとめたのだ。

　長い髪を括くくって、髪型を変える。

　少し編み込みを入れる。手て櫛ぐしで整え、綺き麗れいな流線を作り終わった後に、

「どうよ？」

「おお……」

　普ふ通つうの美人さんになった。

「アスリーって、普通に可愛いよな」

「普通にってつけると、他ほかに問題あるみたいじゃん」

「ないと思ってるのか」

「ないでしょ。じゃあ、この恰かつ好こうで、実家に戻ろうかな」

「実家……」

　そういえば、と思い出す。

「レミノスって、アスリーの実家がある所か」

「そだね──」

　実家。その言葉に、僅わずか、表情に影かげを落とし、アスリーは、

「私、親の反対を振ふり切って、この学校に入ったからね……たまには女の子らしい恰好をして顔を出さないと、本当に連れ戻される」

「……あまり、心配を掛けない方がいいんじゃないか」

「うん。まあそれでも、私は何があっても戻るつもりはないから」
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　言って、

「私の親しん戚せきは、みんな西の国に殺された。次は守らないと、父さんと母さんだけは」

　アスリー・マグメット──軍属に志願した理由。

　それは至し極ごく単純で、彼女は多くの寄る辺となる人を、戦火の中で焼かれたからだ。彼女に残されているのは、火中を搔かい潜くぐった両親だけ──。

「じゃあ、レイン。また後でね」

　身だしなみを整えて、アスリーは店から出ていった。

　そして、それを確かく認にんしたところで、

「店長」

「ん？」

　レインは、貴金属店の店長に振り返った。

「髪飾り、もう少し、まけて貰えないでしょうか？」

「情けない奴やつだな……」

　値下げ交こう渉しように入った。

　うん。

　いくら何でも、十万は高過ぎる。

「お願いします。彼女の前ではカッコつけたかったんです！」

「正直に言うのはいいけどよ……ええー、じゃあ、一万引いてやるよ」

「え、いいんですか」

　言ってみるもんだった。駄だ目め元もとで言ったのに。

「あんた、アレストラの学生兵なんだろ？　若いのに命懸かけて戦って貰ってるお礼だ。少しは安くするよ。大事な恋こい人びとなんだろ？」

「……大事な片思いです」

「んー、じゃあまあ、次は指輪買ってやれるように、ファイトあるのみだな」

　そんな取り留めのないことを、暫しばらく話していた。貴金属店の店長は長話が好きで、結構な時間付き合わされたが、最後には一万五千も引いて貰えたので、ラッキーだった。

　そして、アスリーが出て二十分後くらいに、その貴金属店から足を踏ふみ出した。

　その時だった。

「……え？」

　目を疑った。




　そこにあったのが、一機のエクセリアだったからだ。




　合金の陸戦兵器。

　他でもない、純然たる兵器──エクセリア。

　破は壊かいの機き甲こう兵器──商業街の街路にはあまりに異物。

　起動していた。

　しかもそれは、この国ではない──西国が作り上げた新型ＡＴ３。

「な、……」

　──敵機。

　そう認識した時、ようやく街の異変に気が付いた。

　周囲の人々は既すでに逃にげ惑まどっていた。

　騒さわぎが肥大化する──まさにその瞬しゆん間かん、レインは店から出たと知った。

　眼前のエクセリア。

　動いた。

　その砲手は、逃げ惑う人混みの中、中空に向けて《一つの弾だん丸がん》を放った。

（っ、──）

　それは黒色。

　金属製の細ほそ筒づつ。

　弾丸と思えぬ程ほど、あまりに緩ゆるやかに放たれたそれは、見る者の時間を錯さつ覚かくさせ、

「──くそ！」

　黒筒が爆ばく裂れつした。

　内ない腔くうから放出された膨ぼう大だいな熱線が、鉄の街レミノスを──灼しやく熱ねつに包み込んだ。




　──熱い。

　酷ひどく、重い感覚。

（、う……）

　虚うつろだった意識が、徐じよ々じよに明めい瞭りようになっていく。

　レインは視覚よりも先に、嗅きゆう覚かくが回復した。

「げほ、ごほ……」

　鼻び腔こうに入り込んできたのは、瘴しよう気き──いや、焦しよう香かだ。

　ぼやけていた思考で、身体からだを動かそうとする。

　しかし、どれだけ立ち上がらねば、動け──と思えど、やはり起き上がれない。そして背を反らしたその時、自分の上に乗っているのが、焼け爛ただれた焼死体だと分かった。

（、……）

　低身長だが、恰かつ幅ぷくがいい死体は、貴金属店の店主の成れの果てだった。

　つい数秒前まで話していた相手。

　魔ま導どう士でなく、防衛魔法を持たない彼は、数千度の熱線で原形を留とどめていなかった。

（う、ぐ……）

　熱で溶とけた凄せい惨さんな死体に、嘔おう吐とを抑おさえる。

　しかし、動かなければ自身も火で焼かれる。どろどろになった死体に吐はきそうになりながら、レインはその下した敷じきから這はい出て、ようやく、周囲の状じよう況きようを認識した。

　夢だと思いたかった。

　瓦が礫れきの先に広がっていたのは、

（なんだよ、これ──）

　夥おびただしい数の死体だった。

　幾いく百ひやく、幾千と焼けた、大量の焼死体が、視界の限りに広がっていたのだ。

　理解がすぐに及およばない。周囲からは絶えず炎ほのおが上がり、その燃料となっているのは、数えきれない程に大量の遺い骸がいであり、纏まとわりついた人じん脂しだった。肉が焼ける臭においと火薬の臭いが混じり、まともに呼吸する事すら叶かなわない。

　あまりに毒気が強過ぎた。

　しかし、そこに気を取られる事も、すぐに終わった。

　ずん、と衝しよう撃げきと共にエクセリアが、レインの眼前に着地したからだ。

　敵機。

　機体全体に煤すすと血をべっとりと付け、ここに至るまでの殺さつ戮りくを容易に想像させる。

　──どくん、と心臓が跳はねる。

　逃げねば。

　死ぬ。

　殺される。

　理解している。

　けれど──身体が動かない。動いてくれない。

　いつからだろう。

　震ふるえていた。

　レインは、自身の身体が石のように思えた。

　恐きよう怖ふしている──そう気付いた。

　今まで幾つもの戦場を潜って来た。

　それでもここまで──「死」を感じたことはあまりに少ない。

　けれど、仮に動けても無む駄だだ。エクセリアは圧あつ倒とう的な陸戦兵器であり、いくら弾丸魔法が使えようと、生身ではひっくり返っても勝てないのが絶対の法則だ。

　敵機の砲ほう手しゆから、銃じゆう口こうを向けられた──その時だった。

「なっ……」

　がりん、という衝しよう突とつ音を鳴らして乱入した別の機体が、眼前のＡＴ３を突つき飛ばした。横から急速に加えられた体当たりに、敵機は吹ふき飛ばされ、

『レイン、乗って！』

　アンプ越ごしの声がレインを促うながした。

　そこで、ようやく死の呪じゆ縛ばくを振り切り、レインは駆かけ出した。

　救きゆう援えんに来たエクセリアに飛び乗った。

「すぐに離り脱だつするよ！」

　搭とう乗じよう者はアスリーだった。

　彼女は、敵機を振り返ることもせず、自機を反転させる操作をしながら、

「悪い。リスクを負わせた」

「いいよ。今は学生兵の確保が優先されてる。それより、しっかり摑つかまって」

　敵機の追つい随ずいはなかった。

　アスリーの操作は、それほどに素す早ばやく、レインはその技術に改めて感かん嘆たんしながらも、

「アスリー、お前の両親は……」

　聞く。先程アスリーは両親がこの街に住んでいると言った。これだけの被ひ害がいの中、彼らだけが運良く逃のがれていると楽観は出来ず、レインは万が一を考えたが、

「大だい丈じよう夫ぶ。両親とも、地下室に逃がしてきたから。それより、向かうよ」

「向かう？」

「みんなのところ」

　アスリーはエクセリアを走行させる。

　その道中、西国製と思われるエクセリアＡＴ３一機を目にした。

　巡じゆん回かいするように駆け回り、銃器によって、逃げ惑う民間人を無差別に射殺している。

　その光景から、思わずその機械兵器を狙そ撃げきしようと、銃を手にした瞬間、

「レイン」

　掛かけられたのは、冷静な声。

　それは、操縦したまま振ふり向きもしないアスリーからの制止だった。

「駄目だよ。私たちの存在を教えることになる」

「っ、」

　言われて──レインは、感情をぐっと抑えた。

　彼女の言う通りだ。ここで迂う闊かつな戦せん闘とうをすれば、それこそ全ぜん滅めつする。

　その後、破壊の痕こん跡せきを辿たどるように市中を駆け抜ぬけた先、崩ほう落らくして一部が瓦礫と化した公営車庫にアスリーは機体ごと突っ込んだ。いや、瓦礫はカムフラージュだった。

　薄うすい瓦礫の壁かべ。

　破って、機体は広い空間に出た。

　その先にいたのはアレストラの学生たち──クラスメイトたちだった。

　人数にして十八人ほどが、瓦礫の奥に秘ひ匿とくされた空間に身を潜ひそませていた。

「こんなところに……」

「うん。いつ見つかるか、分からないけどね」

　──見つかる。

「じゃあ、やはりあれは、」

「うん。街を襲おそっているのは、西の兵隊」

　アスリーに続けて、

「ああ。それも非戦闘地域のここにエクセリア──戦場でしか使えない陸戦兵器を、何機も投入している。無差別に市民を殺しまわる、前ぜん代だい未み聞もんの侵しん略りやく戦だ」

　オルカが説明を補足する。

　この場はオルカが仕切っているようだ。数少ない銃火器も彼の前に集められている。適切だろう。級長のオルカは、非常時でも有用な判断を下せる士官訓練を専門にしている。

「敵の目的は、この街の制圧。いや制圧と言うより──虐ぎやく殺さつだ」

　──虐殺。

　西の国は、近日の連敗によって、決して芳かんばしくない戦況にあり続けた。

　好調だった戦況を取り戻もどすべく、西の国は戦略を大きく変え、転てん換かんを図はかった。

　レインたちが、その惨さん劇げきの場に居合わせたのは──完全に予期せぬ不運だったのだ。

　ここは──鉄の街レミノス。前線から離はなれた、無害な商業街。

　つまり、これは戦争ではない──狩かりゆう人どの定められた戦い。

　虐殺。

　誰だれもがそう理解した。




「これから、どうする」

「どうするも、なにも」

「動くことは不可能に近い。レミノスの整地された土地は、エクセリアの主戦場だ」

　東軍が保有するエクセリアは僅わずかに一機。それもアスリーが搭乗しているからこそ、先刻は辛かろうじて対たい抗こうが出来ていたが、本来はこの街への護身警備に学校から拝借してきた旧型エクセリアだ。その機体の性能は、最新型から数段劣おとる。

「俺たちに取れる選せん択たく肢しは、二つだ」

　オルカの提案。

「一つは、身を隠かくしながら敵の撤てつ退たいか、夜になるのを待つこと。ただ国からの救援が間に合わない以上、敵の撤退はないだろう。暗くなっても逃にげられる保証はない」

　続けて、二つ目。

「すぐに脱出する。危険度は高いが、混乱に紛まぎれて街の外に出るんだ」

　つまりは、『待つ』か。

『逃げる』か。

　どちらかが、この戦局に対して選べる行動だった。

　エクセリアを所有していない以上、戦闘自体を回かい避ひするしかない。

　敵軍にこの隠れ家がが見つかれば、全員為なす術すべなく殺される。

　──しかし、どちらの策を選ぶにせよ。

　敵の状況を知らねば、下手に動くことは出来なかった。

　オルカの指示で、しばらくは、瓦礫の隙すき間まから、クラス全員で四方の様子を窺うかがうことになった。そして、クラス全員で、単眼鏡で検けん索さくを行って五分後のことだった。

「あ、あれって……」

　北方を見ていたバンガスが報告を上げてきた。

「どうした」

「あ、ああ、表通りを観察してたんだが」

　気弱で線の細いバンガス・ローバーは、

「あそこで駐ちゆう留りゆうしてるのって、敵の基幹部隊じゃないのか」

　言われて、集まった全員と共に、レインは彼が示すものを見た。

　言葉通りだった。

　この場から西方二百メートル──。

　その上方三十メートルの街路に、ぽつんと駐留している部隊があったのだ。

　稼か働どうしているエクセリアが十機に、格納車が六台も牽けん引いんされている。

　──間ま違ちがいない。

　敵の基幹部隊だ。

　そして、その内の一機の風防が開き、見覚えのある人間が現れた。

　その人物は、

「あれは……」

「知ってるのか、レイン」

「──ああ」

　写真で数度見ただけだが、確信できた。

　何故なぜなら、彼は『命令』として提案されていた人間──。

「アレク……」

　アレク──西の武人アレク・タンダ大たい尉い。

　東国が優勢になり始めたこの数日の間でも、彼だけは優ゆう秀しゆうな戦果を上げ、つい先日戦闘の継けい続ぞくが表明された時にも、現場の人間として出撃を敢かん行こうした西の武人。

　つまり、これは彼が仕し掛かけた戦争。

　これほどの惨劇を作り上げた──張本人。

　そしてそれを視し認にんできた時、オルカをはじめ、級友たちの反応は一様だった。

「、あんな近くに……」

「殺される……見つかったら焼かれて」

「いや、学生なら、捕ほ虜りよとかに……」

「こんな電でん撃げき戦で捕虜なんか取るかよ。その場で皆みな殺ごろしに決まってる」

　戦せん慄りつの対象。敵の主力部隊に対して抱いだくのは、恐怖と警けい戒かいのみだった。

　──当然だ。

　敵機の新型が一機あれば、この場にいる全員を殺す事などあまりに容た易やすい。

　しかし、その様な中で、

（アレク大尉……）

　レインだけには、

（どうする──）

　一つのカードがあった。

　それは、誰にも切れない唯ゆい一いつのカード。

　その手に握にぎられているのは──『銀色の弾だん丸がん』。

　人の存在を根本から消し、世界を再編成リプログラムする能力を持った──弾丸。




（使うか──）

　オルカは先さき程ほど、二つの選択肢を列挙した。

　一つは『待つ』こと。もう一つは『逃げる』こと。

　しかし、この状じよう況きように限って、レインには第三──『戦う』ことも選べた。

（この弾丸で、アレクを消せば……）

　ここは商業街レミノス。

　穏おだやかな街に西の武人アレクは電撃戦を仕掛け、数千人を既すでに虐殺している。

　作戦の規模から換かん算さんして、敵機エクセリアは五十機、人員は三百人を超こえるだろう。そしてそれに対して、こちらに対抗できる武力は無い。

　あるのは弾丸魔ま法ほうが使える学生が十五人と、旧型エクセリアが一機だけ──。

　──慌あわてるな。

　考えろ。

　想起しなければならないのは、これまで積み上げて来た、戦場の経験だ。

（使えるのか、……）

　これまで何百と使ってきた。

　人間を消すこと──戦場をコントロールすること。この悪魔の弾丸によって行われる暗殺は、通常のそれより遥はるかに容易い。障害を排はい除じよするのにも使えばいいからだ。

　この弾丸には幾いくつか法則がある。

　再編成リプログラム──。

　それは、ただ無差別に人間が消えるのではない。

　基本的な機構として、この弾丸は、人間の存在を根本から消去できる。そして消された人間が行ってきたことも同時に抹まつ消しようされる。その法則に沿えば、今はまさに使い時だ。

　アレクを消せば、この街への殲せん滅めつ戦は確実に回避される。

　数千人が助かる。

　だから、もし、これを使うならば──。

　問題は、この弾丸を、アレクに『どう撃うち込むか』の一手に掛かる。

（ここから撃つ……？）

　──無理だ。アレクはわずかに顔を出しただけで、すぐに機体の中に身を置いた。これから不用意に出てくることにも期待できない。何より、確実に仕留められる距きよ離りにない。

　それに、この弾丸には現在、制限が掛かっている。

『ここからは『誓約コントラクト』よ。このまま悪魔の弾丸を使いたいなら』

　銀の少女との──取引。

『撃てと言ったら親兄弟でも撃ち、鳴けと言ったら、その場でわんと鳴いて、──死ねと言ったら、死ぬ。そんな、ただの言いなりになること』

　この弾丸を次に使う時、レインは──自身の全すべてを失う。

　それが、悪魔との誓約コントラクト。

（どうする──）

　思考する。

　しかし、エアの事を加味しなくとも──やはり、戦うことは無理だ。

　悪魔の弾丸を使うには、あまりに分が悪過ぎる。

「なあオルカ、逃げるとしたら、武器は、俺たちの銃じゆうしかないのか」

　レインは、打開しようと、オルカに聞く。

「ああ。この場所に面おも白しろいものがあったんだが、それは使えないしな……」

「面白いもの？」

「ああ。エクセリアの横に、粉ふん袋たいが幾つかあるだろ」

「あれがどうしたんだ」

「固形火薬なんだよ。それも、爆ばく薬やくに加工して初めて使える製品だ」

　瓦が礫れきに埋うまるこの空間は、元は軍が所有する公営車庫だ。多少の火器くらいは安置されていたとしてもおかしくはない。言われた通り、火薬の粉袋が四つほどあった。

　火薬は爆薬に成り得るので、武器になるかと思えたが、しかし、

「無理だな」

　オルカは既に検証していた。

「あれ、量はあるが、いかんせん古くて、薬やつ莢きように詰つめられるほど状態も良くない廃はい棄き品でな……。それに、そもそも火薬だけあっても武器にならんから、どうしようもないんだ」

　火薬は加工し、適切な圧力で密閉を行わねば武器として使えない。何より、そんな破棄されていた火薬に頼たよるくらいなら、弾丸魔法を使った方が遥かにマシだ。

　旧型のエクセリアと大量の粉火薬では、どんな戦せん闘とうでも圧殺されて終わる。

　──そう思考していた。

　次の瞬しゆん間かんだった。

「っ、おい、瓦礫から離はなれろ！」

　事態は急速に動いた。

　今まで昇のぼっていた太陽が動き、陽光の位置がずれた時、

「光が反射している！」

　オルカが叫さけんだ。

　陽光が瓦礫に差し込んで、偵てい察さつに使っていたスコープで光が反射したからだ。太陽を背中に置くことが狙そ撃げきの基本とされるのは、反射光を敵に悟さとられないためだが──。

　反射して生まれた光。

　それが、敵へ向かった。

　その直後だった。

「伏ふせろ！」

　次の瞬間、瓦礫の壁かべが爆散した。敵の砲ほう手しゆがこちらに気付き、間かん髪ぱつ開けずに弾丸魔法を放ってきたのだ。その一撃で、伏せるのが間に合わなかった三人が犠ぎ牲せいになった。

　吹ふき飛んだ。

　級友三人の顔面が吹き飛び、上半身が千切れ、死体がばらばらと転がる。

　そして粉ふん塵じんの中──敵機エクセリアがここに向かってくるのを視認した。こちらに人間がいると確信はしていない動きだ。しかし、この煙けむりが晴れた時──姿を見られる。

　殺される。

「ど、どうする！」

「に、逃にげねえと！」

「どこにだ、エクセリアを振ふり払はらえるわけがない」

「じゃあ、殺されるのを待つのかよ！」

　緊きん張ちようは既に解かれていた。場を制したのは混乱。士官候補と言えど、若い学生が死に晒さらされ、先程まで話していた仲間が散らばるのを目にして、冷静は保てなかった。

　逃げねば──死ぬ──

　戦う？──

　無理だ。

　──死ぬ。

　それだけは──。

　ずきんと、レインは破は裂れつしそうなほどに疼うずいた『眼』を押さえ──。

（──っ、）

　レインは、

「──エア！」

　叫んだ。

　亡ぼう霊れいの名を。




　唐とう突とつ。

　その叫びに、場の混乱がしんと落ち着いた中で、

「いるんだろ、何処どこか近くに！」

　なお、響ひびくのは、少年の叫び。

「呆あきれた顔で、俺を見ながら、腹の底で笑ってるんだろ！　分かるんだよ！　お前が考えそうなことは──悪魔の考えることは！」

　破れそうな喉のどを押さえ、

「悔くやしいが 今の俺には、この状況をどうにかすることが出来ない！　──誓約コントラクトだ！　差し出してやる！　俺の全てを！　だから──力を！」

　一呼吸で叫び上げて、

「俺を助けろ、エア！」

「そんな喚わめかなくても──」

　声は、後方──。

「きちんと聞こえてるし、出ていくわよ」

　冷えた空気の中で、霧きりのように、

「で、なによ」

　銀の少女──は現れた。

「……本当に、いたのか」

「ええ。その点は、運が良かったわね、お前」

　言って、

「で」

　レイン以外の学生からの視線を受けている中、構わず、少女は、

「誓約コントラクトを結ぶってことでいいの？」

「ああ。ついでに力を貸せ。俺の全てをくれてやる代わりに、この状況をなんとかしろ」

「ついでだからって、頼たのみごとを増やされるのは予想外……」

　呆れながら、

「まあいいけど」

　嘆たん息そく。

「主人として、頼もしいところを見せないとね。私を、お前が仕えるのにふさわしい相手だと確信させてあげる。じゃあ、これからのお前はあまねく私のものよ、レイン・ランツ」

　言って、

「記念に、もう一回見せようか？」

　ひらひらとスカートを翻ひるがえす。

「いらん」

「あっは。そっちはまだまだみたいね」

　死地にいると思えぬ、軽けい薄はくな態度は相変わらず。

　亡霊──。謎なぞの少女エア。

　見せつけるように捲めくっていたスカートを整えると、流れるような動作で拳けん銃じゆうを手に取り、そのままレインに『一発の弾だん丸がん』を胸に撃ち込んできた。

「まあ誓約コントラクトと言っても、やることはこれだけだけど」

　受けたそれが弾丸だったかも分からない。痛みすら無かったからだ。ただ、わずかにずきんと痛んだ左ひだり腕うでには、赤色の奇き妙みような紋もん様よう──誓約コントラクトの証あかしが刻まれていた。

　エアが持つ『悪魔族ベリアル』と同様の──。

「その紋様『ジスノト』が、私とお前の繫つながり」

　レインは、少女と、明確な繫がりを得た。

「私の命が尽つきない限り、お前は私が強制する命令には、決して逆らえない。少し、不完全な主従関係だけどね」

「……不完全？」

　死ねと言われれば死ぬしかない関係なのに──不完全？

「……悪魔との取引、とは違ちがうのか」

「ええ。私が死ねば、『亡霊エアの魔ま術じゆつは全てレインに移される』。だから、寝ね首くびを搔かくことを狙ねらってもいいってこと。その抵てい抗こうを許す限り、一方的な取引ではない」

「──それは」

　──レインが握にぎれた唯ゆい一いつのカード。

　少女エアが死ねば──彼女の魔術は、全て自分のものになる。

　無論、世界を変える弾丸の力も──。

「どうする、いま、挑ちよう戦せんしとく？」

「……いや」

　レインは答える。

「今は奴ど隷れいで良い。だから、この状じよう況きようをなんとかしてくれ、エア」




「──さて、そろそろ動かないとね」

　レインとの誓約コントラクトを終えた後、ようやくエアは動いた。

　エアは歩き向かう。

　その先は学生唯一の兵器──旧型のエクセリアだった。

「どいて。私が乗る」

「え、あ」

　困こん惑わくするアスリー。彼女はエアの素す性じようを知らないので当然だったが、

「……アスリー、譲ゆずってやってくれ」

　レインが言うと、アスリーは台座を降りた。

　アスリーをどけて、エアはエクセリアに搭とう乗じようする。しかし、ただ一つの拠より所である陸戦兵器を占せん拠きよされて、周囲の学生から非難が出ないはずがなかった。

　不思議で異様な様相でも、命を天てん秤びんに載のせられた状況なら、誰だれもが警けい戒かいする。

　しかし、誰かが声を上げようとした時、

「聞け、アレストラの学生」

「っ、」

　鉄のような声が不満を先に制す。

　それは学院で愛あい嬌きようを振り撒まいていた時とは根本から違う。聞く者に圧あつ倒とう的な力を示すための戦士としての声こわ色いろ。亡霊としての正体を現し、そして導く。

「私はエア・アーランド・ノア。この戦いを勝利に導く者。悠ゆう然ぜんと語ってあげる暇ひまがないから、目的だけ話してあげる。あいつらを──西国をこれから討うち取る」

　──討ち取る。

　その言葉に、

「──で、出来るわけないだろ！」

「無理だ、どれだけ兵力に差があると思っている！」

　硬こう直ちよくの解けた学生たちは、一いつ斉せいに喚いて、反論を次々に口にした。

　──無理。

　──無む謀ぼう。

　現在の状況を正確に理解しているからこそ、当然の反応だった。

　しかし、それを聞かず、エアはエクセリアの補助腕で傍そばにあった火薬袋ぶくろを摑つかむ。台座に載せ、そのままレインに乗って来いと言った。レインは言われたまま飛び乗るが、

（こいつ、なにをするつもりだ──）

　エアの意図は理解できない。

　それでも賭かけるしか──。

（それしかない──）

　エアは、この絶望的な状況を抜ぬけ出すと断言した。

　誰もが無理だと愕がく然ぜんとする中、あまりに軽く。

　ならば、出来るのは、全すべてエアに賭ける事だ。

　黙だまっていても──死ぬのだから。

　エクセリアが起動する。そして、四輪が駆く動どうする反動を待たず、

「瓦が礫れきを破って、そのまま行く」

　衝しよう撃げき。

　エアが操縦するエクセリアは瓦礫の壁かべへ突進し、一気にそれを突破した。強ごう引いんとも言えるが、その挙動は敵の警戒を抑おさえるには最適な方法だった。

　飛び出した孤こ立りつ無む援えんのエクセリア。一いつ切さいの静止は無く、立ち込めていた粉ふん塵じんから一気に抜け出した。エアは敵機へ向き合う。しかし、敵兵も瞬しゆん時じに直感する。

　未来を予知する『共覚質クオリア』がエアの機体を把は握あくし、最善の対処法を導き出した筈はずだ。

　向き合う。

　魔導士が使し役えきする弾丸魔法。

　一撃必殺の陸戦兵器による攻こう防ぼう。

　エアは勢いのまま、互たがいの射程圏けんまで一気にエクセリアを進行させた。

　直後、一瞬の交こう錯さく──しかし、エアは、

「遅おそい」

　進路を塞ふさごうとした敵機の前で、エクセリアを制動し、

「なっ、あ」

　衝撃にレインが詰つまった声を上げた直後──機体が飛んだ。

　跳はね飛んだ。

　金属の塊かたまりが、宙高く跳ね飛び、敵機の頭上を──飛び越こえたのだ。

　敵機も啞あ然ぜんとしていた。当然だ。エクセリアは合金車両であり、跳とび上がる機構など備わっていない。数メートル単位で上方に跳ちよう躍やくする理り屈くつは、僅わずかにも持ち合わせない。

　しかし、

（そうか、この機体は……）

　これは旧型機──。

　そして旧型は軽い──軽いのだ。

　動力が貧弱で、装そう甲こうが薄うすいからこそ、この曲芸のような軌き道どうは完成した。足場となる瓦礫があれば、躓つまずくようにして、その機体を撥はね上げることが比ひ較かく的容易となる。

　この亡ぼう霊れいは、それを意図的に実行したのだ。

　けれど、その時、レインの共覚質クオリアが泡あわ立だち、

（うっ──）

　こちらに気付いた別の敵機が、弾丸魔法を放ってきた。

　数十発の死を纏まとった、必死の弾丸──。

　けれど、それらを、エアは、

「児じ戯ぎね」

　躱かわす。

　滑すべるようにすり抜け、見えているように前進を一切止めない。

　卓たく越えつした技量。防衛として構えていた敵による一斉射撃など歯し牙がにも掛かけず、嵐あらしのように撃うち込まれる弾丸魔法すら一気に駆かけ抜け、そして、敵本隊へ大きく距きよ離りを詰めた時、

「ここで飛ぶから、レイン」

「え」

　エアからの指示。

　──飛ぶ？

「ええ。この陽動の仕上げ。機体から飛んで、思いっきり」

　──で、と続けて、

「撃ちなさい。『この機体』を」

　直後、レインはエアに首根っこを摑まれて、走行するエクセリアから後方へ飛び出す形になった。時速五十キロ近い速度からその身を放ほうり出し、中空に離り脱だつしたのだ。

　そして空中で、

「な、に」

「ほら、撃って」

　そこでようやく、

（撃てって、──まさ、か）

　エアの意図を汲くむ。

　──『この機体』を撃ち抜け。

（狙いは分かった、けど、なんて無茶な、──）

　指示通り、撃ち抜く場所は台座──それは『大量の火薬袋』が載った場所。

　狙い定めて、

「っ！」

　レインは弾丸を放った。

　刹せつ那な、凄すさまじい爆ばく音おんが鳴った。炸さく裂れつした。質が悪いと言えど、数万発分の火薬を一気に破は裂れつさせた威い力りよくは絶大だった。自機の爆破に飲まれながら、敵機五機も共に焼き潰つぶれた。

　黙もく々もくと巻き上がる黒こく煙えん──。

　そして、その煙幕が晴れ、遠巻きに見ていた学生たちが茫ぼう然ぜんとする中、

「ほら、できた」

　現れる。

「お前たちが無理だ、無茶だと言っている間に、こんなに簡単に」

　敵部隊の制圧を終え、瓦礫の隠かくれ家がへと戻もどった銀の亡霊。

　彼女は、学生たちにエクセリアの起動キーを投げ渡わたした。

「選びなさい。子供たち」

　それは、たった今、敵から奪うばった機甲兵器を起動する鍵かぎだった。

　制圧した敵の格納車には、予備機である無傷のエクセリアが数機残されている。エアが学生たちに託たくしたそれは、鹵ろ獲かくして手に入れた敵機を動かすための鍵だった。

「──食われるだけの豚ぶたか、牙きばを立てる豚か」

　銀の少女。

　いや、凄まじい怨おん念ねんの元に惨ざん死しした──彷徨さまよいの亡霊は、

「別に私は、お前たちが奮起しようが、ここで貝になろうが構わないの。ただね、武器を得ながら──反撃の方策を持ちながら、それでも抗あらがおうとしないのは、餌えさを与あたえられることしか知らない豚と同じ。そして、家か畜ちくの辿たどる道は一つ」

　──食われるだけ。

「ただ断言する。お前たちは幸運よ」

　それは何一つ根こん拠きよの無い発言。

　しかし、エアは、

「この私に賭ける──お前たちの勝ち」

　振ふる舞まい一つで、その存在を周囲に認めさせた。








６、亡霊『アレク』






　エアの戦術手しゆ腕わんは、レインに戦せん慄りつすら覚えさせた。

『ギーク、砲ほう撃げき準備。戦術単位３が接近してる』

『応おう援えん要よう請せいよ。ルバインとエランの二機は、地点Ｎ３へ』

『挟きよう撃げきするわ。ああ、オルカとセントナールの二人、射角は広く取って、敵が振り返ったら三人で畳たたみかける。相手は逃にげられないから』

　共通回線に伝う亡霊エアの声。

　手に入れた六機のエクセリアを通して、たった一人の少女が糸を繰くる。

『ねえレイン』

　名指しの指令。

『これから南方百メートル、敵機が二機通過する。お前の射線上。撃ち壊こわしなさい』

　突とつ然ぜん現れるという二機を撃ち抜けという、粗そ雑ざつで埒らち外がいの指示……。

　普ふ通つうなら有り得ないと無視するだろうが、しかし、

「本当に、来た……」

　出現した二つの影かげにレインは焦しよう点てんを絞しぼる。時間を与えられた魔導士は強力な固定砲台と同等であり、自身が扱あつかえる範はん囲いならば、際限なく強力な弾丸魔法を撃ち込めた。

　──静せい寂じやく。

　発動するレインの『共覚質クオリア』。与えられた予測情報を元に、威い嚇かくの一撃を放つ。巨きよ大だいな火か焰えんが吹ふく。敵機はそれを回かい避ひした──遠距離からの射撃を躱す。

（予告通りだ……）

　だが続く二発目、レインが放った『幻硬弾フアラル』は先行していた一機目の機関部を大きく破は壊かいし、同様に放った三発目は、後方に位置していた二機目を業ごう火かで包んだ。

　こんなにも──。

　こんなにもあっさりと、強力な戦術単位の制圧を可能とするのか。

（化物か、亡霊……！）

　ただ一人の少女が──。

『お疲つかれさま。また指示するまで待機。あ、リバーとガルドもそろそろ構えておいて』

　再度、待機を指示されながら、レインは少女とのあまりの違ちがいを痛感する。

　呆あきれるしかなかった。

　エアは敵機を鹵獲した後、その内の五機を学生に与えた。新型であれども、二人一組で操縦するエクセリアの機構は変わらず、敵と比べれば圧あつ倒とう的に数が少ない。

　しかし、そんな小隊にも満たない戦力で、

（全部、あいつの指示通りに……）

　結果として──。

　エアの采さい配はいは、短時間で多大な戦果を残すことになる。

　西国の敵将アレクは、一転して市街への攻こう撃げきを停止し、東国の学生軍排はい除じよに努めた。

　が、そこを待ち構えたのが亡霊エアであり、西の国は『銀の少女』の手腕に沈しずむことになる。西の国は狩かられる側の兎うさぎへと回されることになった。

（これが──）

　これが亡霊だというのか。

　何もかもが違い過ぎる。エアは市街戦が開始されてから、一度として特とく殊しゆな手段を用いていない。ただ純じゆん粋すいに、知略と戦術の運用のみで圧倒的劣れつ勢せいを覆くつがえしてみせた。

　亡霊エア。

　今の彼女に、悪あく魔まの弾だん丸がんも、魔法も無い。

　単純な叡えい智ちと、彼女固有の『共覚質クオリア』のみで──膨ぼう大だいな戦場をコントロールしている。

　しかし、レインがそうしてエアの能力に感かん嘆たんしている時だった。

『聞こえてる？　レイン』

　通信機からアスリーの声が響ひびいた。現在、アスリーは陽動として動いているが、

「どうした、何かあったか」

『いや、今のところは怖こわいくらいに順調だし、こっちに被ひ害がいはないよ。ただ、あの子──エアに報告すべきか迷うことがあって、その相談をレインにしたくて』

　──相談？

「なにがあった」

『あのね、誰だれも乗ってないの』

「え？」

　だから、とアスリーは繰り返して、

『さっきから戦っている敵の機体、誰も乗ってない』




　──それは。

「どういうことだ」

『そのまんまの意味。私たちはエクセリアで戦っているグループだけど、これまで三機を撃げき退たいして、全部が無人で動いている機体だったの』

　……無人の機体？

　話の内容は不可思議なものだった。遠えん距きよ離りから射撃を行っていたレインと違い、エクセリアを用いて近距離で戦うアスリーたちは、風防の奥が無人なことに気付いたらしい。

　そして、撃げき墜つい後の機体をどれだけ調べようと、人間がいた痕こん跡せきは無かったという。

「………」

　可能性としては、無人機を西国が既すでに完成させているということだ。戦せん闘とうを無人で行うシステムの構想自体は旧時代から存在する。けれど──あくまで構想のみだ。

　レインは思考する。アスリーからの報告──エクセリアの無人について。

『ねえ、どうする？　無人機の事、あの子に伝える？』

「ああ、──」

　迷ったら報告するのが情報の鉄則だ。

　レインは、自分から伝えるとアスリーに言って、通信をそこで一度切断した。

（……）

　魔導士による制せい御ぎよが大前提であるエクセリアの機構は、複雑な脚きやく式しき四輪のコントロールに由来する。どれだけ西国の技術が優すぐれようと、操作が電子回路で制御できると思えない。

　けれど──ならば、どういうことなのか。

　──無人の機体。

　──西国による突然の強きよう襲しゆう。

　そして──亡ぼう霊れい。

（なにか──）

　なにかが繫つながりそうな予感──それは『解答』を得るための情報が全すべて開示されたかのような感覚だった。レインに悪お寒かんが走る。ぞわぞわと、背筋に冷たい線が伝う。

　なにか──見落としていないか？

　答えに繫がるヒントは全て出で揃そろっている。根拠はないが、そう確信できた。

　だけれど──分からない。

　──なんだ。

　俺は──いま、何に気付くべきなんだ。

　焦あせりにも近い直感。気付け、気付け、と本能がレインの思考を速める。

　しかし、

『ねえレイン』

　はっとして思考から戻る。無線からの声が思考を遮さえぎった。

　それは、先さき程ほどまで通信していたアスリーの声ではなく、

『今からお前の所に行くから、伏ふせて』

　亡霊エアからの伝達だった。そして『ここに来る』という内容が続いた。

（ここに──？）

　そして、その発言の理解より早く、レインの後方に粉ふん塵じんが振り撒まかれた。ずん、と数百キロの金属塊かいが着地する音がする。振り返れば、ＡＴ３エクセリアが移動を終えていた。

　エアの機体だ。

「ご苦労さま、レイン」

「……ここ、三階だぞ」

　どうやって上ったのか。考えるのも馬ば鹿からしくなった。レインが狙そ撃げきに選んだのは廃はい屋おくの三階。新型であろうとエクセリアには無論、飛行する機能はない。

「なんだ、この世には飛行魔法なんてあるのか」

「なに言ってんの。飛ぶ魔法なんて、あるわけない」

「いや、そうとしか」

「魔法なんか無くても」

　エアは、ぽん、と地面を踏ふむ。

「足場があるじゃない」

「……壁かべを昇のぼったのか」

「ええ」

　エクセリアで壁を垂直に昇って来た、と。

　半ば信じられない言葉と共に、

「お前たちは、そんなことにすら無知だってこと。確かに並の腕うでだと無理。けれど、エクセリアは四輪全てを駆く動どうさせれば、その程度のポテンシャルを十分に引き出せる。それだけの力が、この機き甲こう車にはある。人間だって、四つの手足で壁を上る奴やつはいるでしょ？」

「……」

　いろいろ言いたいが、今は言げん及きゆうしている状じよう況きようではない。

「それで、俺に何の用だ」

「アレクの場所を摑つかんだ。攻せめ込む。後ろに乗って」

　この戦いへの決着。

　今回の虐ぎやく殺さつ者──アレク・タンダ大たい尉いの抹まつ殺さつのために。

「出来るのか、アレクを撃うち抜ぬくことが」

「ええ。この一時間は、奴の居場所を摑むことだけに費ついやした。幸か不幸か、アレクの奴は馬鹿ではなく、姿を現さなかったけど、逆算して大体の場所を把は握あくできた」

　行くわよ、と。

　言われるまま、レインは砲ほう席せきへ乗り込んだ。そして、

（一応、伝えておくか）

　先程までの──『無人機』の存在をエアに伝えようとした。

　その瞬しゆん間かんだった。

「壁を降りるから」

「え、……うお！」

　前輪だけが回転し、器用に滑すべるようにして屋上からエクセリアが滑り降り始めた。

　口にしようとしていた言葉が、ぐっと喉のどの奥に引っ込んで、

（本当に、こいつ、壁を……）

　同時、圧倒的な操縦技術に啞あ然ぜんとする。

　エクセリアが巨大な生物のように飛んで、旋せん回かいし、障害物を風のように避さけていく。

　そして、移動しながら、エアは、

「やっぱりお前、良い腕してるわね」

「あ？」

「銃じゆうの腕。ある程度は確信していたけど、思った通り、良い腕──いや」

　──良い『眼め』をしてる、と。

　エアは続けた。その言葉に、

「お前、どこまで……」

「いや、何にも知らないわよ？　私にとってのお前は、いじりがいのある玩がん具ぐくらいだし」

「おい」

「でも」

　恍とぼけたように──

「ただあまりにも優れている──いや、優れ過ぎている。ここまでの一時間、私はアレクの居場所を探さぐると同時、少しは敵機の数を減らすために動いた。けど、その中でもお前の腕と、射撃可能範はん囲いはあまりに異常よ。つい、便利に使ってしまうくらい」

　レインが残した戦果──五機のエクセリア破は壊かい。

　その異常性。

「必中距離七百メートル、ライフルでも顔を顰ひそめる距離を、強力な弾丸魔法で確実に撃ち抜いた。学生のレベルじゃない。それどころか、今まで類を見ない異物」

　エアは見み貫ぬく。

　──少年の眼。

　注視すれば、『通常の眼球とは異なる』ことが、僅わずかながらに察せる──。

「……じろじろ見んな、金取るぞ」

　レインは『右眼』を逸そらし、隠かくす。

「あはは、なるほど、……ここに来て分かったわ。悪あく魔まの弾だん丸がんを手にしたお前が、どうして何百もの将校を躊ちゆう躇ちよなく消してきたか──戦場への激げき憤ふん、怨えん讐しゆう……その根本が」

　激憤、怨讐──。

　少年が向ける情念の先。

「まあ、それは後で聞くわ。さあ、そろそろよ」

　言うが早いか、エアは共通無線回線を取った。

　指示を送る。

『リーバイス。そこから北北東二百、青色の民家に炸さく裂れつ弾だんを撃って』

『ルバイン、アスリーの二機は陽動。現在地で引き続き、お願い』

　その指示の三秒後、

「あれが──」

「ええ」

　レインは目視で捉とらえた。

「アレク大尉が囲う本隊。護衛が二機、自身が乗るのが一機──合計三機」

　自機が接近する。敵本隊との距離はすぐに百メートルを切った。

「私が出来る限り接近する。お前は、アレクの機体だけを狙ねらい撃って」

　──アレクだけ。

　指示された通りに、レインは構える。使用するのは平素な弾丸魔法だ。悪魔の弾丸を使うにはまだ間が十分に取れていない。確実な時に使わねば、アレクは仕留められない。

　エアが機体を加速させる。

　優れた操作で一気に距離を詰つめ、互たがいの射程圏けん内ないに入り、エクセリア戦が始まる。

　その瞬間だった。

　レインの眼前を、強きよう烈れつな爆ばく炎えんが包み込んだ。

「なっ──」

　敵機が──爆発したのだ。

　アレクを囲っていた数機が、連れん鎖さ的に爆炎に包まれていく。

　無論、レインは攻こう撃げきなどしていない。

　撃ったのは、その機体の横に並んでいた、

「へえ……面おも白しろい逃にげ方をするじゃない！」

　敵将アレクだった。そして爆炎が晴れた時、アレクはその場から消えていた。彼が味方を囮おとりにして逃げたということをレインが理解したのは、その時がようやくだった。

　しかし、エアがアレクに注視する中、

（あれは──）

　レインは、爆炎の端はしで──気付いた。

　それは、アレクが今まさに爆破してみせた機体の二つともが──『無人』であったこと。

『さっきから戦っている敵の機体、誰だれも乗ってない』

　アスリーの言葉がリフレインする。

　言葉だけでなく、実際に目にしたら疑いようがない。

　そして、

（──いた）

　火炎の奥で、近きん傍ぼうにあった廃屋へ逃げ込む、アレクの姿をレインは捉えた。

「──、エア、俺はあいつを追う」

　次の瞬間、レインは機体から飛び降り、逃とう走そうするアレクの背を追った。

　その背後でエアが何か言っていたようだが、敵を優先すべきと──走った。




　屋内に踏み込むと同時に、濃こい煙えん霞かが場を包んだ。

　アレクが追手を撒まくため、魔法を張っていたのだ。しかし、それらを受けながらもレインは自身の共覚質クオリアを発動させ、研とぎ澄すませ、アレクの行く先を予測していく。

　狭せまい屋内だが、追いつくのは時間が掛かかった。

　しかし、それでも──

「──お前か」

　屋内の二階──廃屋の中央部。

　佇たたずむのは、

「アレク・タンダ大尉」

「……ああ。僕が、アレクで相そう違いないけど、」

　間近で見ると、思うより線の細い青年。

「きみ、だれ？」

　印象は、奇き妙みような男。色の薄うすい髪かみと、熱の無い視線。

　身体からだ付きの肉は薄く、軍人とは思えぬほどの優やさ男おとこが廃屋の中で佇んでいた。

　ゆったりと構えているが、息が切れ──わずかに肩かたが上下する青年軍人。

「へえ、にしても、追い詰められたか」

　彼は、

「良い共覚質クオリアをしてるね」

　悠ゆう然ぜんとしていた。

「まさか、学生──いや、人間の中に、僕の動きを見る奴がいるとは思わなかった」

「お前……」

「学生だろ、きみ」

　熱が無く、殺気の無い男──アレク。

　……なんだ、こいつは。向き合って改めて、この虐殺の首しゆ謀ぼう者である男に、レインは生理的な拒きよ否ひ感を覚えていた。いや拒否感ではない──恐きよう怖ふだ。理解できないのだ。

　この男の態度が。

（これが──追い詰められ、死を背にした人間なのか）

　目まの当たりにして、改めて、確信に至る。

　肌はだを刺さすような敵意。

　その異常性。追い詰めているのに、こっちの方が銃口を向けられているような圧力。

　エアと向き合った時、……いや、それすら上回る剝むき出しの異質が肌を刺す。寒気すら覚えるそれは、通常の魔導士から発せられるものではない。

　レインの直感が告げた。

　この男は──ただの魔導士ではない。

「凄すごいね」

　アレクは視線をレインでなく天てん井じように向ける。その事がレインの警けい戒かい心をより高める。

「こんな完かん璧ぺきにオペレーティングで負けるなんて思わなかった。どうやったの？」

「話す義理は」

「異常だよ。これほど一方的に、この僕がしてやられるなんて」

　アレクは銃を構えない。しかし、それは無防備を意味しない。

　なぜなら、魔導士は未来視──『共覚質クオリア』を持つ。相手が動こうとした時、そこから行動しても最善手で動ける。それが、魔導士同士の戦いだ。

　だから──、

「きみ、何者？」

　付き合うしかない。

　虐ぎやく殺さつ者──アレクの会話に。

「いや、違ちがうかな。こうして向き合って分かった──きみじゃないね。リーダー」

「……それは、」

「ああ。答えないで良いよ」

　そこで、アレクは、諦あきらめたように、

「……そうか、なるほどね、予測通りか……うん、じゃあ、それなら」

「おい。なにを」




「きみさ、『悪魔族ベリアル』だろ？」




　──一いつ瞬しゆん。

「ああ、その顔で分かったよ。そうか、こんなにも違うか。あーあ……やっぱり、僕は、格が低いなあ……。そんな訳ないって思っていたのに、本当にその通りになっちゃった」

「アレク、お前──」

「あれ、違った？」

　言って、アレクは、

「きみも持っているんじゃないの、『これ』を」

　袖そでを捲めくり上げ、左ひだり腕うでの素す肌はだを見せつけるようにして、

「この『岩ウ皇ー族ド』の紋もん様ように似た『悪魔族ベリアル』の証あかしをさ」

　その前ぜん腕わんに刻まれた──烙らく印いんを晒さらした。




　──岩ウ皇ー族ド。

　それはレインが持つ悪魔族ベリアル同様、神に仕えた、

「なんで、それを──」

　神官の証。レインとエアしか知らぬ筈はずのそれを──。

「あれ、なにその反応？　もしかして、あの銀色の子から、何も聞かされてない？」

「、銀って──お前、エアを知っているのか」

「知ってるも何も」

　アレクは、




「同じ『亡ぼう霊れい』同士だもの。何年も戦ってる相手を忘れるはずがないだろ」




　西の武人アレク──

　岩ウ皇ー族ド──。

　同じ亡霊──。

　何年も戦っている──そこで。

　ようやく、レインは、今回の事態の奇妙さに行き当たった。

（そうだ、そもそも、エアは……なんで、このアレクを消せと言ってきた──？）

　確かに、アレクは優ゆう秀しゆうな戦績を上げる武人だ。東の国にとって厄やつ介かいだが、しかし、そこまで優先する人材なのか、疑問に残る点だ。西国には、彼と同等以上の武人もまだ多い。

　しかし、その中で、何故なぜ、エアは──この男を消せと言ってきた？

　そして、何より、アレクは何と言った？

　──同じ亡霊？

　その時、

「っ、」

　レインは気付いた。

　ふと顔を伏ふせて、もう一度顔を上げたアレクの瞳ひとみが──赤黒く変色していることに。

（まさか、──）

　奇き怪かいな変化。

　ぞくりと身を凍こおらせる──悪あく魔まの瞳。それは、

『亡霊として能力を使う時、私の目は『蜂ほう縮しゆく』──赤く、黒く染まる』

　あの少女と──まるで同じ。

　そして、それらのことから、やっと辿たどり着いた──答え。

「隙すきを見せ過ぎだよ、きみ」

　アレクが動いた。腰こしに備えていたホルダーから拳けん銃じゆうを取り出し、弾だん丸がんを屋外へと放ったのだ。誰もいない方向への射しや撃げき。けれど、それは空から撃うちでなく──純然たる攻こう撃げきだった。

　数秒後、レインが直感したのは──自身への危険。

「っ、」

　衝しよう撃げきが伝った。それは頭上からだった。ずず、ずずん、と、レインの直上の天井が崩ほう壊かいを始めたのだ。総量にして数十トンは超こえるだろう多量の石材が崩落し、

「くっ──、」

　レインを圧殺せんと襲おそった。

　大量の石材が流れ込み、膨ぼう大だいな質量が降り注ぐ。

　そして、天井を破壊してきたものの正体を知った。

「──な、」

　天井をぶち破って来たのは──エクセリアだった。胴どう体たい部から突とつ進しんして、この建物の天てん盤ばんを破壊してきた。けれど、おかしい。先さき程ほどから何回も目にすれば、自然と気付いた。

　その機体も──『無人』だった。

　突進した反動か、動力部は潰つぶれていた。

　けれど──動いている。

「へえ、やっぱり、良い勘かんしてるね」

　──ぞく、っと寒気が走るアレクの声。続き、

「なら、次は、これはどうかな」

　アレクが口にした直後、今度は足元から強きよう烈れつな衝撃が走った。炸さく裂れつ弾だんを足元で使われたような衝撃波と爆ばく熱ねつによって、一瞬でレインの足元が崩くずれ去り、

「が、あ！」

「はは、階段もいらなくなったね！」

　突つき抜ぬけて、一つ下の階に落とされた。そしてその先にいたのは、レインに向けてライフルを構える一人の魔導士だった。彼が天盤を破壊し、攻撃してきたのだろう。

（くっ──）

　アレクが用意していた伏ふく兵へい──そう判断し、本能的に反撃の構えを取る。

　けれど、その兵隊の全身を視界に入れた瞬間、
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「え……」

　レインは絶句した。

　その伏兵の身体からだが──半分しかなかったからだ。

（なに、が……）

　目を疑う光景だった。

　階下にいた伏兵の男は、右手で銃じゆう砲ほうを構えていたが、左腕は千切れ飛んでいたのだ。理解が及およばぬまま、その男は地面に倒たおれ込んで全く動かなくなったが、

（な、んだ……これは、……）

　間違いない。

　──『死体』が動いていた。レインは跳はね上がる鼓こ動どうを抑おさえる。

　改めてその男の身体を注視する。けれど、やはり、おかしい。

　狙そ撃げきで消し飛ばされたのか、爆風で抉えぐり取られたのか。どちらにせよ、決して生きてはいられぬ肉体だ。割れた頭部からは既すでに血が流れていないし、心臓も潰れている。死んでからかなり時間が経たっている。けれど、ほんの数秒前まで──生きていた。

（なんだ──なにが、起こっている）

　──一人で動くエクセリア。

　──銃撃を行ってきた死体。

　動くはずのないものが──動いた。

（馬ば鹿かな……）

　有り得ない。

　そんな技術や魔導など理論からして破は綻たんしている。

　けれど、──もし。

　もし、これらの奇き妙みような現象が、もし誰だれかによって起こされたものだとしたら──

「岩ウ皇ー族ドの性質は『使し役えき』」

「っ、」

「撃った対象に、強制的に『命令』を与あたえることが出来る弾丸だ」

　はっとして振ふり向く。

　そこには拳銃を構え、なおも飄ひよう々ひようと歩く男──アレクがいた。

「人間だけじゃない。機械でも、動物でも、死体でも──その対象が実現可能な事ならあらゆる命令を強制させることが出来る。普ふ通つうの弾丸魔法からは、想像も出来ないだろ……まあ、悪魔の神性には数段落ちるが」

　アレクは次弾を放つため、リボルバーから排はい莢きようを行う。

　バラバラと床ゆかに落ちたそれは、エアの弾丸に似た──『灰色の弾丸』だった。

（あれ、は）

　アレクが所有する『灰色の弾丸』。

　そして、奇妙な弾丸の能力。

　アレクは言った。

　──撃った対象に、強制的に『命令』を与える弾丸。

　無人の機械だろうと、生きた人間だろうと、たとえ死人であろうとも操あやつれる弾丸。

（──なんだ、こいつは）

　──異質な弾丸魔法。

　──赤黒い瞳。

　そして何より──自身を亡霊と称しようしたこと。

　気に掛かかる。それは、あまりにエアと共通点の多い──しかし、この場でアレクに対する限り、必要とされるのは純じゆん粋すいな生死であり、ただ追われるだけの獲え物ものになる事を避さけること。レインは、

「……分かった」

　全すべての疑問を捨てた。そしてこの場で『ただ一つ為なすべきこと』を思い出す。

「殺さずに勝つのは無理だ。いろいろ聞きたいことはあるが、あんたから聞くのは諦あきらめる」

「ん？」

　──「だから」とレインは続けて、

「ここで死ねアレク・タンダ。お前は無む辜この人を殺し過ぎた」

「……ふうん。勝てる気があるか。殊しゆ勝しようだね。なにか、奥の手でも？」

　悠ゆう長ちような様子のアレク。

　当然だろう。レインの保有する魔力量は少なく、既にアレクもそれを一目で見抜いている。既にアレクは勝利を確信している。けれど、それは正当な評価だ。

　認めたくはない。

　アレクはレインより数段上の魔導士だ。

　向き合って分かる。この男と正面から争えば、肉片と化すのは自分の方だ。しかし、そこまで冷静に受け止めてレインは、アレクが時折見せる『慢まん心しん』を感じた。

（アレク、こいつは──）

　追い打ちをしてこない──止とどめを刺さそうとしてこないのだ。これまでの攻こう防ぼうで、レインを討うち取れる瞬間は幾いく度どかあった。けれどアレクは、転げて動どう揺ようするレインを眺ながめて笑うのみで、追撃をしてこなかった。アレクは差を理解した上で、遊んでいるのだ。

　──止めなど、いつでも刺せる、と。

　しかし、その僅わずかな油断が今回は生死を分けた──狙ねらい、定めて、レインは、

「ああ──使ってやる」

　弾丸を『斜ななめ右後方』に放った。

「はは、まともに眼も見えなくなったか！」

　当然、正眼に位置するアレクとはあまりに違ちがう、射線がずれた、でたらめな方向。アレクもその一撃は暴発だと判断し、回かい避ひの行動に移っていなかった。

（そう──それでいい）

　後方へ放った弾丸──銀色の弾丸。

　それは、後こう壁へきへと入射角34度で侵しん入にゆう、続き、側方壁55度、上方77度、下面へ75度、瓦が礫れきに逸それた仰ぎよう角かくで跳ちよう弾だん、反射、跳弾、反射、跳弾、反射、反射反射──そして、

「どうした、ここからあ、っが！」

　──視みえた。

「な、に──」

「油断し過ぎだ、アレク」

　アレクの頭部が──撃ち抜かれる光景。

　跳弾を繰くり返し、アレクの共覚質クオリアを搔かい潜くぐった、銀の弾丸。

　血の花が咲さき、振り撒まかれたのは──真しん紅くの血液だった。

「常に共覚質クオリアを使っておけば、避けられた可能性はあった」

　悪魔の弾丸で──アレクを撃ち抜いた。

　その瞬間、

「──、」

　世界は切り替かわった。




「が、は！」

　弾丸による世界の切り替え──再編成リプログラム。

「切り替わった、のか……」

　──そう、世界は切り替わった。

　今までアレクと共にいた場所は、北方三百メートルに立地していた廃はい屋おくの二階部分。

　けれど、切り替わった世界の先で、レインがいた場所は、

「なんだ、ここ……」

　知らない場所だった。

（街からは、出てないみたいだが……）

　見み渡わたして把は握あくするに、ここは広い地下室のようだった。窓は無い。部屋端はしに昇しよう降こう用の階段だけがあり、そしてその一室の壁かべ際ぎわには、見慣れた級友たちが座っていた。けれど、

（……どうした、様子が）

　明らかに不ふ穏おんな状態にあった。級友たちは全員、膝ひざを抱かかえたまま黙だまっている。怪け我がを負っている様子はない。しかし、態度が明らかにおかしかった。

　何故なぜ──これほど静まり返っている。

「……」

　不ふ審しんに思いながらレインは確かく認にん作業に移った。そして先さき程ほど『悪あく魔まの弾丸』を放ったライフルの排莢室には、薬莢にアレク──『Alec Tahndaアレク・タンダ』の文字が刻印されているのを見る。

（……どういうことだ）

　つまり、完全に切り替わったのだ──アレクの消えた世界へ。

　しかし、ならば、何故──級友たちは、こんな地下室で膝を抱えている？

　敵将アレクは死んだ。

　銀の弾丸に撃うち抜かれて。

　そして、彼の存在は世界から消失した。

　つまり、レミノスの虐ぎやく殺さつは回避される筈はずだ。

　だから、切り替わった先の世界は、平へい穏おんな街であるべきなのに──。

「おい、いま、なにが……どうなっている！」

　レインは地下室の奥で座り込み、俯うつむくセントナールに寄った。オルカと類似する破は壊かいの弾丸魔法の使い手であり、気が強く、剛ごう毅きな性格だが、彼は今、──震ふるえていた。

　肩かたを抱だいて。

　がたがたと──親を失った子こ猫ねこのように。

「な、なにって、なんだよ……」

「教えろセントナール。ここで、何があった」

「ふ、──ふざけるな！　こんな時に、なんで、そんな！」

　明らかに錯さく乱らんしていた。何かを知っているのは、間違いない。けれど、正気でない現在の彼に話を聞くのは無理だ。他ほかにも誰かいないかと思ったが、全員の様子が尋じん常じようではない。

（なんだ、何が、起きている……）

　疑うまでもなく、異常な事態。

　レインは地下室での情報収集を諦め、開けた場所へ出る。

　そして──愕がく然ぜんとした。

「な、んで……」

　街並みを焼き尽つくすのは──『真紅の焰ほのお』。

　赤色の炎ほのお──。

「なんで、アレクは、消えたのに──」

　地下室を飛び出したレインの眼前に広がっていたのは、圧あつ倒とう的な紅くれないの炎だった。

　茫ぼう然ぜんとし、理解が追いつかなかった。明らかに状じよう況きようは悪化していた。

　レミノスの街は破壊され、捲まき立つ業ごう火かで焼き尽くされていた。アレクが存在を消すよりも、さらなる火か焰えんと擦すり砕くだかれた残ざん骸がいだった。

　中でも、大きく違うのは、街を焼いていた『炎の色』だ。

　──真紅。

　ただの火柱ではない。

　色いろ濃こく、その存在を強く印象付ける本当の『赫あか色いろ』。

　その火焰の中、街中にエクセリアが跋ばつ扈こしていた。魔導士による弾丸魔法は家屋を破壊し、解き放たれた狩かりゆう人どは逃にげ惑まどう住人たちを次々に殺さつ戮りくする。数時間前までは穏おだやかだった街並みは、巻き上がる火焰と住民の血肉によって、赤く染められていた。

　理解できない。

　なにが、起こった。

　何故──世界を替える前より、さらに業火に包まれている。

　そして、

「ねえ」

　その時、

「え……」




「あなた、同じ、亡ぼう霊れい？」




　振ふり返った先にいたのは、少女。

　真紅を背にし、凄せい惨さんな破は滅めつを体現するような、

「……ううん、違う、──やっぱり、あなた、エアの」

　冗じよう談だんのように──赤々しい少女。

　瞳ひとみは常人とは遥はるかに異なるルビー色を宿し、空くう洞どうのような視線でレインを見ていた。

　しかし、次の瞬しゆん間かん、その彼女の透すき通るような赤の瞳は、

「まあ、いいか」

　──『赤黒く』変色した。

（──、こいつ）

　反射的にレインは長ちよう銃じゆうに手を伸のばし、弾丸魔法を放った。変色した両眼を撃ち抜ぬくように二連撃を放ち、それらは躱かわされるが、レインの弾丸はそこで終わらない。

　──跳はね返る。

　赤色の少女の後方から、レインの幻硬弾フアラルが奇き襲しゆうを掛かける。

　しかし、

「へえ」

　少女は躱した。

　平然と。

　まるで背に目が付いているかのように──あまりに容た易やすく回避すると、

「弾が跳ねる、幻硬弾フアラル、ね……。真面目まじめに使ってる人、初めて見た」

「──っ」

　冷れい淡たんな声にレインはぞっと寒気立つ。

　けれど、赤色の少女はレインが危機感を抱くより数段早く、その手に小型拳けん銃じゆうを構えていた。そして、レインの共覚質クオリアで感知することが出来ない程ほどに何気ない動作を、彼女は取った。その動作を、攻こう撃げきや害意だと認にん識しきできなかった。

　かちり。

「さよなら」

　焰の少女は、レインの右眼を撃ち抜いた。

　ばちん！　とゴムを捩ねじ切るような音と共に、

「が、あああああああ！」

　弾丸で撃ち抜かれたレインの右眼球は、細かな肉につ塊かいとなって、四散した。

　そして急所を撃ち抜かれたことで、薄うすれていく景色と意識の中、レインは、

「可か哀わい想そう。私たち、亡霊に関かかわらなければ、ね」

　背筋が凍こおる程に──怜れい悧りな声を聞いた。








７、亡霊『キルリリス』






　百年。

　自分が殺されてから、それだけの時間が経たった。百年の間に何度か目を覚ましたが、期間にすれば合わせて二年もなく、身体からだの成長も、死んだ時から変わらなくなった。

　そんな中で、出会った──一人の少年。

　無実の罪で処しよ刑けいされ、黒い弾丸に封ふうじられ、なお消えぬ自身の憎ぞう悪おと同様に、何人もの人間の存在を抹まつ消しようしてまでも、願いを果たそうとした──少年。

　そんな、彼は今、

「なるほど、ね」

　その右眼を抉えぐり取られ、足元に転がっていた。

　一見すれば、瀕ひん死しの重傷。

　しかし、エアが一歩寄った瞬間、

「っ、」

　少年の肉体が跳ね上がった。

　倒たおれ込んだ姿勢からバネのように上体を上げ、少年は摑つかみ掛かるようにして腕うでを突つき出してきたのだ。しかし、エアはその単調な攻撃は十分知覚し、上半身だけを動かしてその腕を容易く避さける。亡霊である自分と、この少年にはそれだけの差がある。どれだけ不意を突かれようが、髪かみの毛一本も触ふれさせない自信がある。

　弾だん丸がんデスマッチで対たい峙じした時も、無傷であしらう事も非常に容易かった。

　──それだけ、隔かく絶ぜつした二人の差。

　けれど、次の瞬間、

「なっ」

　エアの共覚質クオリアが凍り付いたように固まった。

　──逃げられない。

　そう予知した。

　そして、回かい避ひの行動を取るまでもなく、

「がっ、は！」

　エアは首を摑まれ、激しく地面に叩たたきつけられていた。全身の骨が軋きしみ、貫つらぬいた衝しよう撃げきによる激痛で意識を飛ばしそうになった直後、完全に手しゆ掌しようで頸けい部ぶを押さえられると、

「ぎ、う」

　万力のような膂りよ力りよくで、ぎりぎりと、首が絞しまり続ける。頸けい椎ついが軋む。

　しかし、

「へ、え……」

　少女は、

「そういう、こと」

　絞こう殺さつされようとする中、その視線は少年──レインの『右眼』に向けられていた。

「お前に感じていた違い和わ感は、こういうこと、だったの」

「……言っておくが」

　眼球を吹ふき飛ばされて、死に掛けていた少年。

　その姿は既すでにない。あるのは、右腕でエアの首を押さえながら、左手で眼球の血を拭ぬぐっている少年の姿。そして、布の覆おおいが取れた少年の眼がん窩かには、

「俺だって、ここまで化物になってるとは思わなかった」

　──再生した眼球があった。

　加えてそれは、通常の眼球とは違ちがう──赤黒い瞳。

「なに、よ」

　エアは、薄ら笑い、

「お前も、化物じゃない」

「ああ。まさか、吹き飛ばされても、元に戻もどるとは知らなかった」

　少年の右眼は──赤黒く。

　ここ数日で幾いく度どとなく見た、特とく殊しゆな魔ま術じゆつによって発現するその色しき彩さいは、

「亡霊──レイン・ランツ？」

　異常の証明だった。




　再生した少年の右眼。

　それを見て、同様の神性を宿す身として、エアは、

「さっきの交こう錯さくで分かったわ。お前の神性は『真神族エマ』ね……へえ、実在したんだ」

「真神族エマ──」

　依い然ぜんとして、首根っこを摑まれ、エアは組み伏ふせられたままだ。仮にこの少年が本気で縊くびり殺そうとしてくれば、抵てい抗こうの間もなく首の骨は折られる。

　一方的に生せい殺さつ与よ奪だつの選せん択たく権を握にぎられたまま、けれど、その状態でエアは怯ひるまず、

「もしかして、知らなかったの？」

「この眼めは、強制的に植えられたものだから、由来なんて知らない」

　吹き飛ばされたにもかかわらず、新たに発現した赤黒い眼球。

　それは、

「強制？」

「言っておくが、俺は亡霊じゃない。死んだ覚えなんて一度もないしな。ただ……俺は、本来は魔導士ですらない。生まれながらの素質が無かった、普ふ通つうの人間だ」

　けれど、少年が現在宿す神性は『真神族エマ』──最も神に近いとされる種族の証あかしと虹こう彩さい。

　有したのは──優すぐれた能力。

「じゃあ、お前、もしかして」

「ああ」

　レインは答える。それはこれまで秘ひして口にしなかったこと。

「俺は人工の魔導士だ」

「……ふうん。でもまあ、与あたえられた物は『私たち』と同じだったみたいね」

「ああ。共覚質クオリアや、魔力といった魔導士としての素質は、生まれで決まる。俺は全くその才能が無かったが、この奇き妙みような義眼ヴアイガルが移されたことで、全すべてが変わった」

「──知ってるわよ」

　エアは、

「真神族エマの神性は『事象を固定すること』……魔導士が使う予知とは、訳が違う。未来を予測するんじゃない。未来の事象を『確定させる』。予測した事象を、例外なく確実に実行する──そんな、戦せん闘とうそのものを破は綻たんさせる力」

　未来の事象を確定させる。

　つまり、自身の予知を完かん璧ぺきに再現させることが可能となる。魔導士として圧あつ倒とう的に優れた能力を持ったエアが、こうして容易く捕とらわれたのも、それが理由だ。

　真神族エマの眼球の発動は、範はん囲いも時間も非常に限定的であり、確定できる未来は、恐おそらく一秒の半分もなかった。しかし、事象を確定できる以上、僅わずかでも十分だ。

　一いつ瞬しゆんで良い。

　一瞬でも上回れば──殺すには十分だ。

「誰だれに、与えられたの？」

「……西の国だ」

　無意識で特性を発動していたレインは、荒あれる息を抑おさえながら、

「俺は九歳まで、この国の中でも、最も国境付近に近いルノーという街に住んでいた」

　口にする。それは澱おりのように黒く固まっていた記き憶おく──。

「だが、今から七年前──戦場になった。虐ぎやく殺さつの末、生き残り、捕らえられた住人は、西国の捕ほ虜りよとなって──この『眼』に適合する人間がいないか、試ためされることになった」

　エアは、その言葉に眉まゆ根ねを顰ひそめて、

「……魔術の才能のない人間に、神性を植えつける、ね」

「ああ。イカれてる。上手うまくいくわけがない。だが、ちょうど百人目」

　一つ、息を止めて、

「俺に──これが、残った」

「──ふうん」

　その時の顚てん末まつは、今なお覚えている。

　魔術で『義眼ヴアイガル』を植えつけられ、一晩あまねく地じ獄ごくに晒さらされた痛みも、光景も──自分が適合するまで、百人近い人間が順に身を裂さかれ死んでいった、絶望も──。

　そして、

「なるほど、その眼が、お前の怨うらみの根源ってこと？」

「少し違う」

　少年が西の国──戦いに向ける憎悪。

「俺は、この眼には感謝している。魔導士には憧あこがれていたからな。ただ、俺はこの奇妙な義眼ヴアイガルを植えつけられ、拒きよ否ひ反応で爛ただれて死んだ家族を──忘れられない」

　レインは、

「覚えているよ」

　表情を変えることなく、

「植えつけた義ぎ眼がんは、その瞬間から激しい拒否反応を起こす。そして、その反応に負ければ、眼球どころか、全身が焼き溶とかされながら、のたうち回って死ぬ。俺は、その目に食われて、順番に死んでいく親、友人──全員の死を、見ていた」

　後に死体回収を担になった東の兵隊は、その凄せい惨さんさに記録することすら身み震ぶるいしたという。

　レインは、その亡なき骸がらの山を、一度だけ、目にした。

　けれど、残っていたのは、人とも言えぬ肉につ塊かいばかり。

　あの日から消えぬのは──黒い炎ほのお。

「俺は、あの殺さつ戮りくの首しゆ謀ぼう者を探し出し──殺す。そのために、アレストラの魔導士となった」

　レインの目元の血けつ餅ぺいは、既に流れていた。

　眼窩を構成する骨や破は壊かいされた皮ひ膚ふなども癒ゆ合ごうし、眼球は完全に回復していた。




　火か焰えんが巻き上がる。

　それは、改変された世界で新たに現れた炎。

「全て話せ」

「ん、なに──、っとと」

「今度は脅おどしじゃない」

　依然、首根っこを押さえ、地面に叩きつけた姿勢のまま、レインは確実な尋じん問もんを行うために、銃じゆう口こうをエアの眉み間けんに突つき付けた。

　距きよ離りにして、僅か数センチ。

　完全に組み伏せて、身み動じろぎ一つすら満足に出来ないようにした。

　仮令たとえどれだけ優れた魔導士であろうと、この距離からの回避は決して出来ない。

「ふう、ん」

　エアは状じよう況きようを理解したのだろう。

　すっと、にやけた笑え顔がおを収め、冷れい淡たんな表情で銃口を見つめる。

　対するレインは、

（もう、限界だ）

　ここで決着を付けるつもりですらいた。

　こうする機会を──ずっと狙ねらっていた。

　エアという少女を暴力で押さえ、情報を聞き出すこの状況を。

　それなりに覚かく悟ごしての行動だ。

　それこそ、抵抗されれば躊ちゆう躇ちよせず──射殺する。そう決意している。

　しかし、そんな本物の殺意すら向けられてなお、エアという少女は、

「度胸だけは、多少身につけたようね」

　軽い様子は、崩くずさなかった。

「……知っているだけの全てを話せ」

　風が吹き抜ぬける。

　火焰が巻き上がる街の瓦が礫れきの上。

　銃口を翳かざす少年と、怜れい悧りな表情でそれを受ける少女。

「理解を超こえた現象を分かろうにも、俺にはあまりに情報が足りない。後手でしか動けない危あやうさを、これ以上続けられない」

「断ったら？」

　発はつ砲ぽう音が鳴った。

　鼓こ膜まくを揺ゆらす音と共に、レインが手にした銃から硝しよう煙えんが漏もれる。

　そして、

「痛、──」

「手足から順に撃うっていく。従うまで、それを続ける」

　放たれた弾だん丸がんは、少女の銀ぎん髪ぱつを撃ち抜いた。豊かな髪かみの一部は弾丸に千切られ、エアは顔を歪ゆがめた。何本かは抜かれ、切れた銀髪は、風に乗って四散していく。

　月夜に照らされ、銀髪がわずかに輝かがやく。その光は、美しいまでにあったが──

「……ま、いいか」

　答えてあげる、とエアは頷うなずいた。レインからの要求を飲んだのだ。

　その態度を受けて、最も優先すべき質問を慎しん重ちように選択した上、レインは口を開いた。

「何が起こった」

　世界は再さい編へん成せいされた。

　それなのに何故なぜ、切り替かえた世界の方が、より悪化したのか。生き残っていた級友から話を聞き、多くの級友たちが死んだことを知っている。

「亡ぼう霊れいキルリリス」

　エアは短く、

「それがアレク──あの操あやつり人形の陰かげに隠かくれていた、本当の操り主の名前よ」

「……キルリリス」

　破壊を体現したような、エアの『銀』と対ついを成す『赤』の少女キルリリス。

　鮮せん烈れつに覚えている。

　レインはその少女に、この右眼を撃ち抜かれた。

「……アレクだけじゃない、そのキルリリスという奴やつも、お前の名を口にしていた」

「ええ。そうね」

　エアは言いよどむことなく肯こう定ていした。

「じゃあ、やっぱり、お前は」

「ええ。お前に命令するずっと前から──アレクを知っていた」

　アレクを消せ──。

　そう言ってきた時、この少女は亡霊アレクを知っていた。

　その上で、殺せと。

「……あいつらも、エアと同じ、死んだ人間なのか」

「ええ」

　短い返答。

「亡霊は、私以外にも幾いく人にんかいる。そして、国や軍の中ちゆう枢すうの中に入り込み、歴史を変える潮流の中に寄生しているの。ま、今回はアレクが邪じや魔まだから、意図的に狙ったところもあるけどね。あいつとは七十年前からの敵だから、ようやくと言ったところ」

「……ちょっと待って」

　そろそろ、追いつけなくなってきた。

　亡霊という存在と、それを取り巻く事情が全く飲み込めない。

「なんなんだ、亡霊って。アレクが七十年前って、その時からお前たちは戦っていて、その後も、大戦の度たびに蘇よみがえって、戦争を続けているのか」

「そうね」

「なんで、何のために」

「だから、前にも言ったじゃない」

　──分からないんだって、と。

　エアは、自身の首元にぶら下げていた『黒い弾丸』を手に取ると、

「亡霊の私たちは、誰一人例外なく、この黒い弾丸に存在を封ふうじられている。けれど、そもそも、それをしたのは誰か、誰が魔ま術じゆつとして構築しているのか、管理しているかも、何もかも分からない。分かっていることは、大きな戦乱がある度に、私たち『亡霊』の存在は弾丸に宿った形で、存在するようになることと」

　区切って、

「殺されれば、そこで終わって、──二度と蘇らないってことだけ」

「……なんだよ、それ」

　分からない──って。

「じゃあ、なんで、そんな……戦って、潰つぶし合うようなことをしているんだ。お前、エアは、アレクとかキルリリスと、私し怨えんがあるとかじゃないんだろ」

「ええ。でもお前だって、別に戦いが憎にくいだけで、敵兵は憎くないでしょ」

「それとこれとは、」

「同じことよ」

　非道にも思える返答。

　しかし、感情を取り除いた真実でもあった。

「私の話はしたから分かるでしょうけど、アレクは、一次攻こう戦せんの初期に活かつ躍やくした武人でありながら、内乱で暗殺された無念の人間。それに、今まで会って来た亡霊たちは、例外なく、何かしらの大きな功績や実力を持った人間だった。それに」

　言って、エアは腕うでをたくし上げて、

「神に仕えた十人の種族の力が、全員に与あたえられているの」

　自身に刻まれた悪魔族ベリアルの紋もん様ようを晒す。

　魔導士として、極限に至ったことを示す傷を──。

「そう何人も知っているわけではないけれど、私の悪魔族ベリアルという特とく殊しゆ魔術に特化した力だけじゃなく、甲赫族トラキセル、火レン真トグ族ラル、水精族アキラル、──アレクの岩ウ皇ー族ドは見たでしょ？」

　アレクの使った力は、確かに異様だった。

　──物質に命令を与える弾丸。

　彼はその弾丸魔法を指して『使し役えき』と言った──見た事のない魔術。

「──大体のことは、分かった。だが、そこまで聞いたところで、話を戻もどすぞ」

　レインは話を変えた。

　それは、最も聞き出さねばならない事だった。

「どうして、切り替えた世界が悪化した」




　アレクを消せば、戦いは消える筈はずだった。

　それなのに、何故──。

「簡単なこと。『赤の亡霊』──キルリリスが、あらかじめそうなるように仕し掛かけていたのよ」

「仕掛けた？」

「アレクは囮おとり。殺される前提で、矢や面おもてに立たされていた。それしか考えられない」

　あのアレクが殺される前提……？

　亡霊として破格の能力を有し、指揮官としても白はく眉びだった武人が囮に過ぎない──？

「亡霊として、キルリリスはそれだけ別格の存在ってこと」

「だが、アレクが消えたからって、それは」

「キルリリスが最初から『悪魔の弾丸でアレクが消される前提』で行動していたら？」

　──ゾッ、と。

「今回の事態は、そういうこと。あいつは、私と会って四十年くらいだけど、その存在自体は百五十年前から続いている生きつ粋すいの化物よ。多分、私の悪魔の弾丸による機構も、長い戦いの中で、ある程度は予想されている」

　つまり、キルリリスは、悪魔の弾丸の力を状況から推理し、行動した──？

　そんなこと、

「その上で、アレクを使い、私の動きを誘さそった」

　──そんなこと。

　有り得るのか。アレクが消えることを前提に指揮を執とり、不利を装よそおい、そして人間一人が消えるという事象を完かん璧ぺきに把は握あくして、切り替わった世界で──不利を一気に巻き返した。

　利用された。

　こちらの力を。

　何処どこまで戦せん況きようを読めば、そんなことが──。

「ポーンを消して、クイーンからキングへの道を開けたってところかしら。アレクが消えたことで、展開できなかった部隊が一気に前線へ加わったし、指揮しかしていなかったキルリリス自身も、直接戦せん闘とうに参加した。街を焼いた『真しん紅くの焰ほのお』がその証しよう拠こ」

　再編成リプログラムされた世界で街を焼いたのは、ただの火か炎えんでなかった。

　何ものにも揺れない、純然たる力。

「あいつの神性は『甲赫族トラキセル』。その特性は──『死を与える弾丸』」

「死……」

「ええ。キルリリスの神性は、撃ったものに死を与える弾丸。私の弾丸は人間しか対象に出来なくて、概がい念ねん的な消失に限ったものでしかない。でも、キルリリスの弾丸が与えるのは物質としての『死』──命中すれば、人間だろうが、物だろうが関係なく、その存在は死を迎むかえることになる。キルリリスはその弾丸一つで、亡霊として蘇ってから何万という人間を殺してきたし、今回も同じようにして、街を火の海にした」

　そう語ったエアの表情に、感情は一つも含ふくまれていなかった。

　何年も殺し合ってきたという事実を冷れい淡たんに口にしている──それにもかかわらず。それほどまでに、亡霊という存在は、互たがいを消し合うという苛か烈れつな環かん境きようを気にも留めない。特とく殊しゆで、異常な精神性。殺し合う事に疑問を抱いだかず、血が撒まかれる光景を当然としている。

　そして、そんな戦いを、幾度なく繰くり返して来た。

　──この少女も。

「レイン」

　はっとしてレインは、視線を戻す。一方、組み伏ふせられたままのエアは、なおも強く瞳ひとみの力を宿していた。目線を逸そらさず、何かを見み貫ぬくように、少女の眼光はあまりに鋭するどい。

「お前が、いま、私に抱いている感情は、途と方ほうもなく筋すじ違ちがいな物よ」

「それは」

　亡霊の少女は見み透すかす。己おのれに向けられる、憐れん憫びんの情──それは未熟な少年が抱く、筋違いな同情にも満たないことすら、理解しながら。

「憐あわれみなんてもの、この身体からだに入れられた時点で、私に受ける資格は無いの」

「……入れられた？」

「ええ」

　言って、エアは、

「ま、良い機会。いいか、話しても──そうね、前にも少し言ったでしょ。この肉体は、造形こそエア・アーランド・ノアという魂こん魄ぱくに拠よっているけれど、本来は、全く別の人間のもので、私は、ただの殻からとなった肉体に寄生している、──亡霊だって」

　──そこで。

　レインは、エアの喉のどを捉とらえている自身の右手──緩かん慢まんに絞こう扼やくし続けているその手に触ふれている物に気付いた。血気に紛まぎれて気に留めていられなかったからだが、エアはその頸くびに自身の存在を封じている「黒い弾だん丸がん」を下げている。レインはそれに触れていた。銀白色のチェーンに繫つながれている弾丸が、手しゆ掌しようの皮ひ膚ふに食い込んでいる。

　けれど、違う。

　気に留めたのは黒い弾丸の方ではない。

　──『銀白色のチェーン』の方だ。

（これ、は──）

　ずきんと痛む記き憶おく。

　それはレインの意識の奥深く、消し去れないまま沈しずんでいたものだった。これまで何度も夢に出て、その度に必死に意識から消し去り、いつしか封じていたものの一つだ。

　銀白色のチェーン。少しだけ、大人びた首くび飾かざり。

　それは、かつて、レインが──『あいつ』に、初めて。

　買ってあげた──

（まさか──）

　有り得ない。

　そんな筈──。

「前にも一度言ったけど、覚えてる？」

　しかし、エアは、

「亡ぼう霊れいを作り出している人間は『魂たましいを封じる弾丸』を所有している」

　困こん惑わくするレインに構わず、

「そして、その『魂を封じる弾丸』の所有者によって、亡霊になるに値あたいすると判断された人間は、黒い弾丸に魂を封じられ、他人の肉体に撃うち込まれる。そしてその人間の精神を奪うばい取り、肉体も本来の容姿に変わって──新たな生を宿すことが出来る。亡霊はそうして、これまで多くの人間を犠ぎ牲せいにして、新しい肉体を得て来た」

　エアは語った。

　亡霊である自分も例外でなく、この今の身体は、第四次攻戦時に得たものだと。




『ある一人』の肉体を奪って──。




「ねえ」

　びくっとして正気に戻る。

「レイン、お前がその眼めを植えられた時、沢たく山さんの死が傍そばにあったはず。平ひれ伏ふす者さえ焼く火に、流す必要のない血が流れる地じ獄ごく。その中でお前は、黒い炎ほのおを心に灯ともした」

　そうだ。レインにとって、自分への理り不ふ尽じんは憎ぞう悪おの対象ではない。なぜなら、ここでこうして生きているからだ。だから、レインが燃やす復ふく讐しゆうの心は──。

　消えぬ後こう悔かいと激しい怒いかりは──その時、レインの横で。

　──殺されていった者への。

「この身体の、元の所有者の名前は、リルム・ランツ──」

　どくんと心臓が跳はねる。

　リルム・ランツ。

　その名前は、確定させる。

　エアという存在の正体を。

　在あり方を。

　そして、何より──レインの中に埋うまった憎悪を。

「私の身体は、お前の妹のものよ」




　エアは断言した。

　彼女の肉体の本来の持ち主はレインの妹──リルム・ランツだと。

「っ、──」

　茫ぼう然ぜん自じ失しつとするレインに、

「信じられない？」

　エアはなおも動じず、

「でも、確かよ。この肉体には、生前の記憶が僅わずかに残っている。この身体の元の名前は、リルム・ランツ。東の国で生まれ育った、八歳の、変へん哲てつの無い子だったわ」

　ランツ家の長女にして、末子だったリルム・ランツという少女。

　最後に──。

　兄であるレインが、最後にその姿を見たのは、薄うす墨ずみのように黒い部屋の中だった。

　七年前の局地戦──。

　西の国によって、無む抵てい抗こうの住人の多くが捕ほ虜りよとして捕とらえられる襲しゆう撃げき戦があった。

　レインはその襲撃の被ひ害がい者だった。

　当時十歳程度の少年に、弾丸魔法を使し役えきする魔ま導どう士に抵抗する術すべなど無かった。

　街は破は壊かいされ尽つくし、住民の実に三割が虐ぎやく殺さつされ、生きたまま捕らえられた東の国の者は、訳も分からぬまま、連行されていった。

　レインが入れられたそこは、白色で大きな、孤こ立りつした施し設せつだった。

　百を超こえる人間が、一つの小部屋に押し込められた。

　その部屋は西の兵隊たちに『鼠ねずみ小屋』と呼ばれていた。

　そこでは、捕虜のレインたちは人間ではなかった。

　数時間ごとに西の国の兵士が現れると、五人ほど適当な人間が選ばれる。そしてその場で手に錠じようを掛けられ、銃じゆうを突つき付けられ、外に連れていかれると、二度とは戻もどらなかった。

　抵抗する者はその場で射殺された。死体は部屋に放置され、三人目ともなると、誰だれも抵抗しなくなった。数日が経過する頃ころには、子供しか残っていなかった。連れていかれた人間に何が行われているのか。分からずとも、少なくとも、この部屋から出れば生きて帰る事だけはないと誰もが理解し始めていた。

　あの日、──最後の日。

　レインもリルムも、その部屋の中にいた。

　次々と見知った人間が死体へと変えられていくのを、数日に亘わたって目にした後だった。

　植えつけられた神性に耐たえ切れず、激痛に全身を痛めながら精神を壊こわすか、神性そのものに肉体が自じ壊かいして絶命した人間の遺い骸がいが、幾いく度どとなく部屋の前を通ったのを目にした。

　それでも──。

　リルムは、一度として泣かなかった。

　迫せまりくる死に身体は震ふるえ、狭せまい部屋は恐きよう怖ふの感情に染まっていたにもかかわらず、リルムは自分の腕うでにしがみついたまま、ぐっと堪こらえ、誇ほこりだけは捨てずにあり続けた。

　買って貰もらったばかりの首飾り──核かく銀ぎんがわずかに混ざった、銀白色のチェーンをその小さな手に握にぎりしめ、理不尽な暴力に心を折らなかった。

　レインは、そんな彼女の横に、一いつ緒しよに居続けた。

　兄として、リルムと共に、死に抗あらがおうとした。

　しかし、レインの番になって、二人は西の国の人間に引きはがされた。抗う力など無かった。腕にしがみついていたリルムは、本当に一人になって、その時に初めて泣いた。

　──それが最後。

　生きているリルムの姿を見たのは。

　彼女の死を受け入れたのは、本国に移送される死し骸がいの山を目にした時だった。

　その死体の山は、レインと共に部屋にいた者たちが積み上げられたものだった。死体の山を探さぐって、リルムと共に部屋に残してきた子供を見つけた時、全すべてを悟さとった。

『あの部屋の生き残りは、少年──君だけだ』。

　レインを保護し、死体回収をしていた東の兵隊にそう告げられた。




「でも、実際は違った」

　亡霊エア。

　百年前に死してなお、蘇よみがえった存在。

　そして現在、その肉体は──レインの妹から奪い取ったもの。

「あの部屋に残された中で、ごく一部……具体的には、四人ほどは、西の国に生きたまま連れていかれることになったの。そして、その四人の中には、リルム・ランツという少女も含ふくまれていた。で、その肉体を取ったのが、私」

「……ふざけるな」

　レインは声が震えそうになるのを抑おさえながら、

「身体を奪うばった？　有り得ない。リルムはお前と全く見た目が違う。あいつは、茶色の瞳に赤が混じった黒くろ髪かみだった。顔付きに至っては、似ている部分を探すのすら難しい」

「生前の顔なんて関係ないわ。リルムの身体は、あくまで材料だから」

　エアは決して語調を変えない。

　淡たん々たんと、事実だけを伝えるようだったが、

「──、」

　抑えられなかった。

　無意味と理解していようと、抑えられなかった。レインは、

「痛っ、ああ！」

　エアを組み伏せたまま、弾丸魔法を発動し、彼女の肉体に撃ち放っていた。

　直撃はせずとも、エアの顔の真横に着弾した弾丸は強力な紫し電でんを撒まき散らす。身を焼くような電流が、エアの全身を伝った。

「ぐ、あ……」

　加減はしたが、本来は多人数を一いつ瞬しゆんで殺さつ戮りくし得る雷らい撃げきの魔法だ。全身に通電した事でエアの肉体から白はく煙えんが立ち、電熱で焼き切れて自壊した皮膚が、ザクロのように剝はげる。

　無論、零ゼロ距きよ離りのレインの肉体にも、強力な雷撃が貫つらぬいているが、

「答えろ」

　不動。

「リルムの肉体からお前を出す方法は何だ」

「ない、──う、あ！」

　追撃が撃ち込まれる。エアの身体からだが電流を以もつて跳ね上がり、高熱で焼き焦こげた臭においがその場に漂ただよう。しかし、

「は、はは……」

「っ、ある筈はずだ。答えろ」

　レインの尋じん問もんに、エアは──薄うすく笑う。身を焼く熱に晒さらされようと、何一つ怯ひるむ様子などなく、ただ、受ける。続き、レインは三発目を放つ。出力を上げた。それでも、エアは何一つとして揺ゆるがない。四発目。変わらない。五発目、六発目、七、八と──。

　やがて、

「ぐ、……」

　弾丸魔法を撃ち放つレインの魔力の方が枯こ渇かつし、ぐらりとふらつく事となる。義ぎ眼がんを宿す瞳ひとみは、いつしか亡霊のそれと同様に赤く血走り、身体には熱い奔ほん流りゆうが渦うず巻まいていた。

　怒り。

　後悔。

　煮にえ滾たぎる感情が、レインの精神を赤く支配する。

　それは、

（リルム──）

　ただ一人へ向けられる感情。

　しかし、

「──ない、わよ」

　エアは、笑いながら、

「だって、リルム・ランツは既すでに死んでいるから」

「っ、」

　簡潔に答えた。

「私がこの身体に入れられた時にはね、既にリルムは死んでいたの。西の国に連れていかれた後、義ぎ眼がんを植えられて、すぐにね。そして七年前、私はリルムの肉体に魂たましいを封ふうじられて、それからお前に出会うまで、ずっと眠ねむり続けていた」

　あの日、自らの無力で失った、命に代えてでも守るべきだった存在──。

　それが、いま、目の前にいるという。

　けれど──違ちがう。何もかも違う。

　幼い頃、目の前で惨ざん殺さつされた家族。

　その中で、最も過か酷こくに死んでいったレインの妹の死体に魂を宿し、復活したのがこのエア・アーランド・ノアという少女の正体だと言われて──。

（───、）

　何を納なつ得とくしろと言うのだ。

「レイン。お前に拾われたのも、偶ぐう然ぜんじゃない。私が必要としたのは、憎ぞう悪おに駆かられた人間で、リルムの記き憶おくの中で、レインが最も執しゆう念ねんに駆られていると予想した。人の存在そのものを消す、私の悪魔の弾だん丸がん──それを破は綻たんなく使うには、際きわ立だった心がいるから」

　レインが戦う理由について、エアは既に見み抜ぬいていた。

　冷れい酷こくに悪魔の弾丸を使い続けてきた、その本当の素す性じよう。

　戦争を終わらせるという大義名分に隠かくれた、真に戦う理由がその少年にあることを。

　それは──取り戻すこと。

「お前は、悪魔の弾丸で、ただ一人を殺すためだけに戦っている」

　家族を殺した人間──そのただ一人を探し出し、悪魔の弾丸で殺す。

　そして、世界を再さい編へん成せいする。

　そうすれば、

「家族が戻ると信じているのよ、お前は」

「……違う」

「壊された何もかもが、戻るなんて」

「違う」

「そんな甘い期待で、お前は、何人もの人間を消してきた」

「違う！」

　俺は──とそこまで口にする。けれど、次が続かない。当然だ。駄だ々だを捏こねる子供のように表面だけ喚わめこうが、自分の心だけはそれを否定できない事を知っている。

（俺、は──）

　戦ってきた。

　四し肢しが千切れ飛び、爆ばく炎えんが逆巻き、血と泥どろと火薬が混ざり合う地じ獄ごくで、幾度も。そんな環かん境きようで正気を保っていられたのは、その行こう為いを肯こう定ていするだけの言い訳があったからだ。

　──戦争を終わらせる。

　悲劇の連れん鎖さに、終しゆう止し符ふを打つためだと。

　しかし、

「レイン、お前が言う戦争を終わらせるというのも、その手段の一つでしかない。本当の願いはたった一つ──自分の無力さの犠ぎ牲せいになった妹を、生き返らせるため」

　かつて全てを破は壊かいした人間を探し出し、悪魔の弾丸で殺せば、世界は切り替かわる。

　故郷と家族を焼かれることはなく、戦場に生きることのなかった人生に戻ることが出来る──そんな甘い考えを頼たよりにして、レインは戦場を変え続けてきた。

　そんな無意識の行動と感情。

　奥底をエアに指し摘てきされ、レインは激げつ昂こうする寸前まで思考が赤く染まっていく。けれど、どれだけそんな筈はないと頭の中で否定しようとも、その指摘を否定することは出来ない程ほどに、自分の心根は憎悪と執念で染められていることに気付くことになった。

　レインが戦場に立つ理由。

　それは、ただ一つの願い。

　奪うばわれた『過去』を取り返すため。

　ただそれだけ。

　けれど、そんなこと、

「出来るわけないのに」

　誰だれよりも悪魔の弾丸を知るエアは、その甘えた無意識を許さない。

「……なぜだ、理論的には、決して不可能ではない」

「理論じゃない。私も明確な理由は分からないけれど、悪魔の弾丸には、その強力な能力と引き換かえに、ただ一つ『呪のろい』がある」

　言いながら、エアはおもむろに上着に爪つめを立てると、

「悪魔の弾丸は──本当の願いは、決して叶かなえないの」

　薄い布地を引き千切り、エアはその素す肌はだを晒す。

　いま、少女の上半身は、隠すところのない裸ら体たい──こんな脅きよう迫はく的な状じよう況きようでなければ、以前スカートを捲まくられた時のように動どう揺ようしたかもしれないが、

「それ──」

　啞あ然ぜんとするしかなかった。

　それは、顕あらわになったエア・アーランド・ノアという少女の身体──。

「ええ。これは全て、私がこれまで、亡ぼう霊れいとしての戦いの中で負ってきた傷よ」

　彼女の身体は、多くの傷きず痕あとに塗まみれていた。

　切せつ創そうや火傷やけどは数え切れず。

　注視すれば銃じゆう創そうと思える痕も、あまりに多く──。

　それらは、白く透すき通るように美しい少女の身体に刻まれるには、あまりに痛々しく。

　無残で。

　──吐はき気すら覚えるほどに、残ざん酷こくな。

「これはリルムの傷じゃない。私がこの百年で負わされ、蓄ちく積せきされたもの。仮令たとえ、この傷を負わせてきた人間を消そうとも──私には、その傷は消えることなく残り続けた」

　それが──悪魔の呪い。

　使用者の真の願いは、決して叶えられないというもの。そして、エアがわざわざそう口にするという事は、この少女自身の願いは、『自分の傷を消す』ということなのだ。

　綺き麗れいで穢けがれない身体を、手に入れたいと──。

　そう願うこと自体、この少女が、これまで戦場でどんな生き方をしてきたのか。

　それを示すのに、十分過ぎる身体で──。

「……もう、いい」

「ん？　悩のう殺さつしちゃったかな──ぶわ」

「茶化してないで、早く、それを着ろ。言いたいことは、分かった」

　レインは、圧のし掛かかったままだったエアの上から膝ひざを立てて退く。立ち上がって制服を脱ぬぐと、それを地面で横たわったままのエアの腹に投げ落とした。

　そして服を渡わたす時に紛まぎれ、思わず逸そらしていた銃口を、

（これが、──亡霊）

　レインは再び上げなかった。
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　ようやく理解したのだ。

　エアは、誰かがその身体に触ふれようとした時、過か剰じようとも言える程の拒きよ絶ぜつの行動を起こしてみせた。レインはぶん投げられて地面に叩たたきつけられたし、下級生の女生徒は肩かたに触れようとしただけで、弾丸を撃うち込まれる寸前までいった。

　あれは──この肉体が理由だったのだ。

（──くそ、）

　当たり前だろう。他人の肉体に自身の魂こん魄ぱくを封じているという不安定さに加え、目を覆おおう程の傷痕だけが、この少女にとって、生きてきた唯ゆい一いつの証あかしであるのだ。

　こんな──こんなにも悲劇的な存在があるのか。

　死してなお、魂を縛しばられ、他人の肉体に、無理やり押し込まれて。

　戦いを続けなければならないなんて──。

「まあともかく」

　エアは、

「お前がどれだけ強い情を抱かかえていようが、これからはそう通じない。キルリリスは同じ亡霊でも、アレクとは格が違う──本当の、本物」

「……分かったよ」

「あと、服、ありがとね」

　ばさ、とエアは渡された服を着る。

「あまり見せたいものじゃないの」

「じゃあ見せるなよ」

「お前の反応、面おも白しろいんだもの。つい、なんかしたくなる」

　その言葉は、果たして彼女の本心だったのかは分からない。

　しかし、その真しん偽ぎを聞く間もなかった。エアは、折り込んでいた銀ぎん髪ぱつを広げると、

「キルリリスは、私を殺しに来てる。すぐ戦うことになるわ」

　月夜を見上げた。

　それは、どこかに思いを籠こめるような悲しい表情であり──彼女自身が、儚はかない存在であることを示していた。車両はいつしか、アレストラ教導院に着こうとしていた。




　級友が多く消えた教室は広く思えた。

（……こんな、何人も）

　定時の講義までの間、教室に残された生徒で何か声を発する者はいない。

　──レミノス襲しゆう撃げきから、既に三日。

　身体からだだけでなく、深く抉えぐられた精神の傷が癒いえるはずがない。

　けれど、

（大だい丈じよう夫ぶ──）

　レインはその手に──銀の弾丸を握にぎりしめていた。

（これがあれば、……これを使えば──）

　悪魔の弾丸。

　人の存在を消し、世界を根本から再編成リプログラムする力を備えた弾丸魔ま法ほう。

（これで──）

　彼らを殺した亡霊──キルリリスを消せばいい。

　それだけだ。それだけでいい。

　亡霊であろうと、この弾丸を使えば世界が再編成リプログラムされるのは、アレクで実証済みだ。あれほどの戦略を取れる存在は間ま違ちがいなくキルリリスのみであると、エアは断言した。

　つまり、亡霊キルリリスが消えれば──彼らは帰ってくる。

　レミノスの街は戻もどり、数日前までの教室の光景も全すべて戻って来る。

　──ずきん。

　ずきんと痛む。

　破壊され、再生した右眼が拍はく動どうと連動し、心臓のように動く。

（真神族エマ──だったか）

　レインの右眼に宿った呪いは、亡霊が有する力の一つだと言われた。つまり、レインを魔導士たらしめているその根源は、──同様の亡霊にも対たい抗こうできる力ということ。

　大丈夫だ。絶対に出来る──やらねばならない。

「なあ、レイン」

　静せい寂じやくの中、声を掛けて来たのはオルカだった。

「やっぱり、まだ、アスリーは来ないか」

「……ああ」

　レインは力を籠めずに返答する。

「両親が殺されたんだ。学校どころじゃないだろ」

　オルカは目を伏ふせて席に戻った。




　学生隊に出動が掛かったのは、それからさらに二日後の事だった。








８、亡霊と亡霊






　招しよう聘へいされた場所は、アレストラ教導院から半日掛けて辿たどり着いた鉱山だった。

　グライマル核かく銀ぎん──。

　エクセリアを構成するその金属が多く採さい掘くつされると同時、この鉱山を取り合って幾いく度どとなく戦火が振ふり撒まかれ、未いまだ東国と西国の激戦区として数えられる。

　鉱山としての名めい称しようは『クラウ鉱山』。

　学生兵だけでなく、東国の本隊とされる戦力まで集められての大戦力が構えられ、その戦いの火ひ蓋ぶたは、レインたち学生兵が辿り着くよりも早く落とされていた。

　主戦力が交戦を始め、三日目の夜、学生隊は到とう着ちやくした。

　クラウ鉱山を囲む樹き々ぎは弾丸魔法による戦火に焼かれ、後衛基地には肉につ塊かいと変わらぬ死体や手足の千切れ飛んだ負傷者が山となった。

　負傷者か死体かも分からぬものが、絶え間なく運び込まれてくる。

　未だに出動は掛からないが、学生兵が前線へ呼ばれるのにそうは掛からないだろう。

　何故なぜなら、この戦いを指揮している存在は、そういうものだからだ。

　戦乱を操あやつっている亡霊とは──それだけの異形だ。

「エア、間違いないのか。相手の指揮官は、キルリリスだって」

「確証はある」

　エクセリアが格納された車庫。

　待機を続けている状態で、亡霊エアはレインの隣となりにいた。

「この鉱山での戦いは、あいつから、私への挑ちよう戦せん状。何千という人間を巻き込んでね」

　挑戦──こんな、既すでに何百と死んでいる戦争が？

　百数年生きている亡霊が、同じく亡霊と競きそうためだけに──。

「そんな狂くるった価値観ってことよ、亡霊って存在は。この百年の間、繰くり返される戦いの中で生きて来た私たちは、普ふ通つうの時間軸じくでは決して辿り着けない叡えい智ちと知略の境地に達している。これほどの戦いでもキルリリスは、私に喧けん嘩かを売っている程度にしか思ってない」

　──なるほど。それは、

「胸むな糞くそ悪わるいな」

「そうね。だから、ここで殺さないといけない」

　レインは、改めて、エアに何かを言う事はしなかった。

　エアは既に思考している。

　どうすれば、この状じよう況きようからキルリリスを討うち取ることが出来るか。そして、ならば、レインに出来ることはない。あまりに尋じん常じようと懸かけ離はなれたエアに言えることはない。

「……少し、席を外す」

　レインは、少しその場から離れ、隣りん接せつする格納庫に向かった。




　横のブロックにいたのは、アスリーだった。

　エクセリアの操手として、自機の整備を続けながら、レインの気配に気付くと、

「あれ？　交代の時間だっけ？」

　短い問い掛け。

　快活なアスリーには、少し違い和わ感を覚えるくらいに──短い。

「いや、まだ一時間くらいある」

「そう」

　エクセリアの機関部の確かく認にんをしながら、目線を動かす事なく、レインの問いに短く答えた。三日前、キルリリスに再編成リプログラムを利用されたことで、世界の切り替かえが不利に動いた人間は多くいた。そして、その中の一人に、

「アスリー。一度、戦場から、離れた方が、いいんじゃないか」

「なんで？」

「なんでって」

「親が死んだからって、そんなの、関係ない事じゃない」

　再編成リプログラムの結果、彼女の両親は──死んだ。数千と積み上げられたレミノスの犠ぎ牲せい者になった。砲ほう弾だんが避ひ難なん所じよを直ちよく撃げきし、原形を留とどめない死体となっていたという。

　これも──一つの結果だ。

　人の存在を消し、世界を切り替える、悪魔の機構が齎もたらした──。

「うん。でも。大丈夫だよ」

　アスリーは言う。

「あのね、結構暗い感じで言ってくれているのに悪いけど、私、別に親が生きていても死んでいても、何も変わらないよ」

「そうなのか？」

「変わらなさ過ぎて困る位だね」

「困るのか……」

「だって、父さんも母さんも、私より凄すごく強い魔導士だったから」

　アスリーは腰こしに下げていた自身の拳けん銃じゆうを取り出して口にする。

　しかし、その言葉は、

「本当に強くて、決して届かない天てん稟ぴんを持った両親から私は生まれたの。エクセリアを操作する道を選んだのも、自分は魔導士として親に敵かなわないのを分かっていたからだし。でも、そんな両親でも──死んだ。あっさりとね。はっきり分かったよ。魔導士の素質なんて、戦いの生死には、何も関係ないんだって」

「、アスリー」

「だから、大丈夫だよ。私は、あの燃える──赤色に飛び込める」

　──ちぐはぐで、嚙かみ合わぬ言葉。言葉自体はしっかりしているが、レインと何一つ、疎そ通つうできていない。ずれている。それは──精神が崩くずれた者の言動。

　しかし、

「……アスリー、なにかあったら、すぐに言え」

「うん」

　ここでアスリーを強制することは躊躇ためらわれて、曖あい昧まいなことしか言えなかった。

　助言だけして、その場を去ってしまった。

　──レインはその時、アスリーを戦場から遠ざけるべきだった。




　戦せん闘とう開始から既に三時間。

　戦せん況きようが僅わずかに拮きつ抗こうし始めたと思った矢先のことだった。

『嬉うれしい』

　それは本隊に繫つながれた無線通信。

　当然、東国運営階級の三十人以上がその通信を耳にしているが、

『ちゃんと来てくれた……やっぱり、エアは、凄い、──エア』

　続き、キルリリスは、

『こほん──では、東国の、みなさん』

　西側の大将として口にする。

『これより十五分後、私たちはこのクラウ鉱山を、爆ばく破はします』

　鉱山の爆破──その言葉に、通信を聞いていた東国全員の動きが固まった。

『周知の事でしょうが、原料として採掘されるグライマル核銀は──可燃性で、よく燃える。高温で、人じん為い的にプラズマを起こせば、連れん鎖さ的に誘ゆう爆ばくが発生、鉱山なんて、軽く吹ふき飛ぶ。──困り、ますよね。ここはあなた方の、要かなめとも言える、核銀の産地、ですので』

　だから、とキルリリスは言う。

『エアを、差し出して、ください』

　──エア。

『そうすれば、爆破を止やめ、──撤てつ退たいします』

　それが誰だれか、司令部の誰も知らない。

　亡ぼう霊れいエアの存在は、公おおやけにされていないからだ。だからこそ、もしかすれば、『エア』という言葉は、何かの暗示なのか──司令部でそのような考えが出始めた。けれど、

『では、脅おどしではない事を、一度、見せておきます』

　キルリリスのその言葉と同時、遠方で閃せん光こうが瞬またたいた。

「──、」

　次いで、噴ふき上がった火柱が南方に位置していた廃はい坑こう山ざんを焼き尽つくした。それはクラウ鉱山よりも規模こそ五分の一程度だが、決して小さくない廃坑だった。

　けれど、その山一つが──吹き飛んだ。

　闇やみ夜よに赤い色──キルリリスの火か炎えんが巻き上がる。

　通信室が動どう揺ように揺ゆれた。

『エアを準備してください。返事は十分後──何も反応が無い場合、それで、終わり、です』




「──やっぱり、私だけを見てたか」

　眼前で廃坑一つ消し飛ばしてみせたキルリリス。

　傍ぼう受じゆしていた通信機器を投げ捨てて、エアは頭をがしがしと搔かく。

「いかれてる」

「どうする」

　キルリリスが予告してきた鉱山爆破は、万が一にも起こしてはならない。ここで採掘される核銀を捨てるとなったら、東国は今後、絶望的な資源で戦争を強しいられる。

　だから、要求通り、司令部はエアを探し出し、差し出そうとするだろう。キルリリスが山一つ吹き飛ばしたことで、暗あん喩ゆでも脅きよう迫はくでもないことは理解したからだ。しかし、

「でていくわけないじゃない」

　エアは言う。

「……やっぱり、犠ぎ牲せいになるのは嫌いやか」

「違ちがう。ていうか、何を聞いてたの？」

「何をって、キルリリスが、お前を差し出せってことだろ」

「額面通りに受け取ってどうすんのよ。少し考えれば、分かること。あいつ……キルリリスは、なんで私を差し出せなんて交こう渉しようで言ってきたの？　それも、鉱山爆破の中止なんていう、人間一人とは釣つり合わない条件で」

　それは──確かに、なんでだ？

　たった一人と、資源の要となる鉱山一つ。

　天てん秤びんに載のったその二つは、あまりに対価が釣り合わない。

「有名な将官ならともかく、誰も知らないじゃない、私のことなんて。今いま頃ごろ司令部は目を赤くして私を探しているでしょうけど、キルリリスはその取引を成立させる気なんて最初からない。そもそも、あいつは今、西国でそれなりの指揮権があるのだろうけれど、組織にいる人間である以上、そんな私し怨えんみたいな理由で、軍全体を動かせる筈はずがない」

　──つまり。

「鉱山の爆破を中止するつもりなんて、最初からないってことよ」

「じゃあ、向こうが出してきた取引ってのは」

「真っ赤な噓うそ」

　エアは敵将キルリリスの思考を読む。

「じゃあ、キルリリスはなんでそんな条件を、私たちに出してきたのか？　その疑問に答えるのに、ここで思い出すべきは、キルリリスだけが所持している魔ま法ほうよ」

　キルリリス──彼女の神性は『甲赫族トラキセル』。

　その特性は『撃うったものに死を与あたえる』弾丸。

　凡ぼん百ぴやくと比ひ較かくにならぬ、攻こう撃げき性に特化した弾丸魔法に違いないだろう。

　先さき程ほど、通常では有り得ぬ出力でキルリリスが山一つ薙なぎ払はらったのも、その力によるものだ。エア曰いわく、キルリリスの弾丸は地じ盤ばんや地表すらも容た易やすく崩ほう壊かいさせるという。

　焰ほのおや圧力で薙ぎ払う──のではない。

　触ふれたら死ぬ。

　そんな機構で構成された、まさに『魔法の弾丸』がキルリリスの能力。

「そう。そして、鉱山爆破には、かなりの熱量が必要なのは言ったわよね？」

「ということは──」

　うむ。

「分からん」

「鉱山を爆破させる役目は、キルリリスってことよ」

　エアは言う。

「つまり、キルリリスは、自分の軍と、こういう取引をしてるんじゃない？　『鉱山の爆破は私がする、その代わり、敵と少し話をさせて欲しい。大だい丈じよう夫ぶ、その話は全部噓で、爆破はきちんとするから』」

「あ……」

「それなら、キルリリスが無茶な取引をしてきたのも分かるでしょ？」

　無茶でいいのだ。なにせ、最初から取引を守る必要はないのだから。

　しかし、それでも、

「……なんでそんなことを、キルリリスはするんだ？」

　意味が分からない。結局、噓の取引を持ち掛かけることに、何の意味があると言うのだ？

「だから、言ったでしょ。あいつの目的は一つ、──亡霊の私だけだって」

　亡霊は、亡霊を求める。

「あいつは、あの短い交渉の中に、幾いくつかのヒントを含ふくませていた。一つは、この鉱山は交渉に関係なく爆破されること。そしてもう一つは、それをするのはキルリリス自身であること。考えなさいよ、弾丸魔法を使うなら、爆破の瞬しゆん間かんは『安全な場所』にいないといけないし、大規模な鉱山爆破をするなら、『核かく銀ぎんが密集している場所』を狙ねらうしかない」

　つまり、『安全』で『核銀が密集している場所』にキルリリスはいる。

　その事実を、キルリリスが、あの交渉の裏に隠かくしていたとしたら──。

「あいつは、自分の場所を教えて来たってこと」

　それは、エアだけに伝わる──暗号染じみた通信だった。

「要は、あいつはこう挑ちよう発はつしているの。『私の居場所を教えてあげる。だから、早く殺しに来なさい。じゃないと、鉱山を爆破するよ？』──ってね」

　それから、レインは、エアと共に鉱山の地図を用いて、該がい当とうする地点を探した。

　その場所は、たった一カ所しかなかった。




　味方の機体から、山のように報告が押し寄せて来る。

　四秒に一回は更こう新しんされる情報を、しかし、全すべて把は握あくして考えるのは、

（──来ない、の？）

　火炎を宿したような、可か憐れんな少女。

　百四十年前、火炎の中を逃にげ惑まどう中、流れ弾だまで頭を吹き飛ばされた──赤色の魂たましい。

（……エア）

　──キルリリス・ランバート。

　少女のような見た目に反して、現行の亡霊中でも、最古の老ろう獪かいさを備える。

　数多あまたの戦場で、数多くの地を焼いてきた彼女は──すぐに気付いた。

「やっと、来た」

　言葉を向ける先は、暗くら闇やみ。しかし、すぐに機械音と共に、

「全力で来てやったのに、随ずい分ぶんな言い草ね」

　現れた。旧型エクセリアに搭とう乗じようし、鋭するどい眼光を放つ『銀の少女』。そして、

「なん、で……生きてるの？」

　弾だん丸がん魔法の砲ほう手しゆとして鎮ちん座ざしていたのは、片かた眼めを撃ち抜ぬいた筈の少年だった。エアの正体を知る存在と思えたので、念のため殺した筈だった。──それなのに。

「お前とは、顔を合わせたくはなかったが」

　こちらに銃じゆう口こうを向けていた。

　その学生兵の名前は、確か──レイン・ランツ。

「非常に不本意だが、死んでも死なないのは、お前たち亡霊だけじゃないってことだ」

「……神性？　それとも、なにか──魔法？」

　少年が生きている理由を、キルリリスはわずかに考える。

　が、しかし、それも止める。

　まあいい──あの少年がなんなのか。

　もう一度、殺せば分かるだろう。

「それで、私を呼び出した理由は？　なにか話があるんじゃないの？」

　エアが口を開く。対して、

「うん。大事な話。私と手を組んで。エア」

「手を組む……？」

　予想外のキルリリスの言葉に、

「……なに、私に東の国を裏切れってこと？　それなら」

「ううん。違う」

　時刻は既すでに深夜。

　月光は弱くとも、戦火が赤々しく燃え、夕焼けのように明るい背景の中、

「私が西を裏切るの。だから、私を東の国に入れて？」




　──一瞬。

「戦おう、力を合わせて、一いつ緒しよに」

　何を言っているのか、分からなくなった。

　──戦う？　一緒に？

「気でもおかしくした？」

「そう？」

「いま、西の国はとても有利な状じよう況きようじゃない。キルリリス、あなたは亡ぼう霊れいとして西の国に長年加担しているのに、今さら裏切る理由が何処どこにあるの？」

「裏切る、理由？　それなら、いま、エア自身が言ったじゃない。今回の西の国は『強過ぎる』──だからこそ、だよ」

「なに──」

「戦争が終わっちゃう」

　その言葉の意味は──理解に時間が掛かった。

「そう、エアの言う通り、今回の戦争はあまりに西が勝ち過ぎている。でもね、それじゃ駄だ目め……。だって、私たちは──亡霊は戦いの中でしか、存在を許されないから」

　レインは小声でエアに聞く。

「そうなのか」

「──ええ、確かに。私たち亡霊は、大戦が終結すると、いつしか、存在と意識が薄うすれて、気が付いたら、数十年後の次の戦いになる。それを、何回も繰くり返してきた」

　その理り屈くつや仕組みは分かっていないらしい。魔術の行使者が陰かげでそうしているのか、それとも魔術自体の限界なのか分からないが、ともかく、亡霊は存在が限定的。

　戦争が終われば──消える。

「じゃあ、キルリリス、あなたが西の国を裏切るって言うのは」

「そう。戦争をもっと続けさせるため──亡霊として、長く、いるため」

　キルリリスは言う。

「この百年間、私は、何回も西の国に加勢して、そして、多くの勝ちを上げて来た。でも、今回は、東が弱過ぎる──いや、西の国が強過ぎるの。運動性と耐たい久きゆう性を上げた新興機エクセリア、実戦特化で誰だれにでも人間兵器になれる弾丸魔法、──なにもかも、西が強い」

「だから、裏切るっていうのか」

「ちょっと、レイン」

「悪い。だが、これだけは聞かせてくれ」

　思わずレインは口を挟はさみ、エアに諫いさめられる。

　が、関係ない。聞く権利はあるだろう。

　キルリリスが仕掛けた虐ぎやく殺さつ戦において、何年も共に過ごした仲間が、十数人と焼かれたが──これは戦争だ。彼らも学生と言えど、自身が殺される覚かく悟ごくらいあった。

　こちらも殺すのだ。だから、怒いかりをぶつけるのは違ちがう。

　彼らを殺した眼前の少女に問いたいのは、それを実行した『心情』だった。

「キルリリス、お前は、西の国に対する想おもいは無いのか」

「想い？」

「ああ。百年以上手を貸してきた国に対する、感情だ」

「感情？」

　言って、

「──あは」

　キルリリスは破顔し、小さく笑うのみ。

　それはあまりに妖よう艶えんで、孤こ独どくで──。

「そんなもの、考えたことも、ない。私にとって、戦争は、国なんて、自分が生きるための手段、方策、過程──それだけだもの。ああ、心配なら、約束してあげる、不思議な、少年？　私は、西の国の人間を、躊躇ためらいなく、殺せるよ？　証明しろってなら、ここで、私の軍を誘ゆう導どうして、鉱山爆ばく破はに巻き込んで、殺しても、いい」

　──殺してみせる。

　いま、懸けん命めいに戦っている味方を。

　レインはようやく理解する。

（ああ、こいつは──）

　空っぽ──空くう洞どうだと。

　守るべき物があるのではない。成し遂とげる物があるのではない。ただ、自身の存在に精神を依い存そんさせて生きている、文字通りの亡霊だ。敵も味方もない。

　単純に、今の自分にとって都合がいいから──殺してきただけの存在。

「手を組もう、エア。あなたの世界を変える弾丸の力と、私の撃うち毀こわす弾丸があれば、この世界は、幾らでも続けられる。──戦える、私たちは、存在を証明できる」

　そんな彼女に、

「悪いけど」

　エアは答える。

「その話、退たい屈くつ。却きやつ下か。キルリリス、お前、結構つまらない奴やつだったのね」

「……なにを」

「戦争を続ける？　そのために、自分の力を使う？　誰よりも優すぐれている力を、ただ長生きするためだけに、──引き延ばすためだけに使う？」

　馬ば鹿かじゃないの、とエア。

「そんなつまらない勧かん誘ゆうなら、こいつの話の方が余よ程ほど、面おも白しろいわ」

「その、子が、どうしたの？」

　こいつ──エアが指差すは、後方にいる少年レイン。

「こいつはね、私の弾丸の力で、終わらそうとしているのよ。この戦いを」

　言いながら、エアはギアを引き込み、エクセリアを起動させる。

「それも、今回の戦争を一時的にじゃない。これから、未み来らい永えい劫ごう、決して争いが起きないように、西の国を徹てつ底てい的に上回り、圧あつ倒とうして、──全ての戦いの芽を摘つむ」

「……それは」

「ええ。私たち亡霊の存在意義が消えるってこと。それに戦争を消すなんて、今まで、百年以上戦ってきたのに、誰にも、決して成し遂げられなかったこと。出来るわけない」

「だったら、」

「でも、面白そう」

　エアは言う。

「少なくとも、お前が言う、だらだら戦いを続けるってくだらない提案よりもね。さあ、話は終わり。そして、連綿としてきたお前の亡霊としての、存在も」

「……そう。まあ、いいか」

　交こう渉しようは終わり──キルリリスは、熱の無い視線で周囲を見み渡わたす。

　そして幾いく何ばくか逡しゆん巡じゆんするようにした後、少し顔を伏ふせ、再度顔を上げた時、

（──、）

　彼女の瞳ひとみは──赤黒く。

　憎ぞう悪おを集めたように──黒く。

　その蜂ほう縮しゆくした瞳は亡霊である証明と同時に──殺意の証明だった。

「じゃあね、エア。亡霊がまた一人減って、寂さびしい」

「さよなら、キルリリス。冥めい府ふはきっと退屈じゃないわ」

　その場の全員の『共覚質クオリア』が励れい起き──互たがいを未来視する魔ま導どう士の戦せん闘とうが始まる。




　亡霊は例外なく、通常から乖かい離りした強力な『神性』を備える。

　平素の弾丸魔法は、兵器として広く使用されるために加工された規律式を介かいして発動させることが基本となる。しかしあくまでそれらは疑ぎ似じ的な『神性』の模も倣ほうに過ぎない。

　しかし、亡霊の魔術は、神性そのものの発現が根幹だ。

　あらゆる魔術の根幹となる上位の現象が──亡霊の行使する魔術である。

「──架隕石オルゴ・バルタス」

　戦闘開始と同時、キルリリスの銃口から放たれた弾丸は、無数の熱ねつ塊かいへと変へん貌ぼうし、膨ふくれ上がるままに周囲一帯を圧あつ潰かいした。たった一発の弾丸魔法が、爆音を鳴り響ひびかせ、地表を割り、高温で液状と化した岩石がどろどろと飛散し、溶よう岩がんが生成されていく。

　巻き上がるは、真しん紅くの火か炎えん。
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（っ、やはり、桁けた違ちがいか──）

　振ふり撒まかれたのは大規模な『死』であり『破は壊かい』だった。

　──触ふれたものに死を与あたえる弾丸。

　彼女の前では全すべてが等しく、その弾丸がわずかに触れでもすれば──終わりだ。

　けれど、──それが、どうしたという。

「レイン」

　エアは声を掛かけると同時、自機エクセリアを起動させる。レインは手足を張って放ほうり投げられないようにしたが、間かん髪ぱつ開けず、機体が加速する。

（ぐ、）

　左右上下の慣性に耐たえるが、瞬しゆん間かん、エアは機体を転てん換かんして、一気に走行する。

　──吐はきそうだ。

　なにが起こっているかも分からない程の、圧倒的な機体操作。

　しかし、気付いた時には、

「あいつを攻せめ手にさせたら駄目。今度はこっちの番。構えて」

　敵機からの砲ほう撃げきを全ぜん弾だん回かい避ひしたエアが、指示を送って来た。

（やはり、人外だ、こいつ……）
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　エクセリア戦は、魔導士としての『共覚質クオリア』の優ゆう劣れつが勝敗を分ける。

　より正確に、より迅じん速そくに、敵機を予測し、未来を観測し、その未来視が僅わずかにでも相手を上回った時に初めて、弾丸は命中する。つまり、

（なんて、戦いだ──）

　その能力が、全く同一ならば。

　魔導士としての技量が拮きつ抗こうしているならば、──雌し雄ゆうを決するのは純じゆん粋すいな攻こう防ぼうだ。

　レインが必中と思った弾丸は、キルリリスの未来視によってすり抜ぬけるように回避され、逆に安全圏けんにいたと思われる場所に踏ふみ込むと同時、敵の弾丸魔法が撃ち込まれる。

　交戦開始から、既すでに数分。

　手数は三十を超こえた。

　レインは、亡霊同士の戦闘に終始翻ほん弄ろうされるしかなかった。

　自身の未来視を、ほぼ全てエクセリア操作に運用するエアに対して、必殺の一撃を撃ち込むことに注力するキルリリス。すり抜ける弾丸は膨ぼう大だいな熱量が含がん有ゆうされ、流れ弾だまとなったそれは一帯の地形を変え、流星群が墜つい落らくしたような爆心地が形成されていく。

　人間を遥はるかに上回る『悪魔族ベリアル』と『甲赫族トラキセル』の神性。

　──『消失の弾丸』と『死の弾丸』。

　正面から激げき突とつする。

　敵機も二人組だ。

　キルリリスが砲手で、操手は名も知らない西国の兵隊。しかし、優れていた。キルリリスの攻こう撃げきを補助するのに最善の動きをしているが──狙ねらうなら、この相手だ。

「──エア」

「ん」

　通じたように、エアがエクセリアの進路を変える。それは回避や有利な位置取りをするためにする、今までの動きとは明らかに違う──レインを補ほ佐さする機動。

「一応、信しん頼らいしてあげる」

　固有の規律式──レインの弾丸魔法『幻硬弾フアラル』が起動する。

「撃って、レイン」

　レインが撃ち放った瞬間、敵機は俊しゆん敏びんに回避した。直撃は避さける。しかし、その弾丸は一撃に収まらない。通常の弾丸が『点』であり槍やりならば、レインが放つ弾丸は『面』であり爆風だ。初撃を逸それた弾丸は、樹き々ぎに跳ちよう弾だんし、キルリリスの機体を後方から襲しゆう撃げきする。

　──跳弾。

　回避不可能な、優ゆう秀しゆうな魔導士であればあるだけ、不意を突つかれるトリック魔法。

　しかし、

（浅い、──）

　亡ぼう霊れいキルリリスは見切っていた。

　その一撃が命中する直前、対たい抗こう策として、キルリリスは後方に弾丸を放っていた。針の穴を通すように精密な射撃──それは、レインが放った弾丸へと向かっていき、

（幻硬弾フアラルを使うのは、知ってる……知っていれば、予知に、組み込める）

　レインの魔法は搔かき消えた。魔導は発動しなかった。爆発することすらなく、弾丸自体が四散していく。その光景を見ながら、

（効かない、私に魔法は──）

　キルリリスは再度確かく認にんする。

（誰だれであろうと、私に触れられない──！）

　キルリリスの弾丸は全てに公平だ。

　触れたものに絶対の死を与える。

　つまり、この弾丸魔法は、敵が放った魔導すら無効化する。仮令たとえエクセリア戦で劣おとっていようとも、多た彩さいな弾丸魔法を撃たれようとも、この弾丸一つで形勢は逆転する。

　それに加えて、彼女は既に把は握あくしている。

　弾丸が跳はね返る光景を──少年の弾丸魔法を。そして、元より知る魔術ならば、キルリリスは不意打ちにすら対応できる上に、幻硬弾フアラルは見切られれば、それで終わりだ。

　つまり、

「……弱い」

　キルリリスは──失望していた。

　この数分での攻防で。

（──弱い、弱い、弱い！　なん、なの？　それが、私と同じ亡霊!?）

　激げつ昂こうするまま、キルリリスは甲こう赫かくの弾丸を放つ。

　エアは俊敏な反応を見せ、機体はキルリリスからの攻撃を容た易やすく回避する。その機動は常人を遥かに上回る精密さであり、エアが亡霊としてふさわしい事を示す。

　だからこそ、

（違ちがう、エア！　あなた、そんなのじゃない！　もっと気高く、強くあるために、あなたは、一人で戦うべき！　なのに、なんで、そんな子供に、任せてるの!?）

　だからこそ、目立つ。

　エアが隣となりに立たせている少年──その弱さがあまりに目立つのだ。

（エア、あなたは、そいつを、駒こまとして使うだけで──もっと強いのに！）

　エクセリア戦は二人一組が原則だ。

　しかし、キルリリスは同乗する人間をパートナーとして扱あつかったことは一度としてない。

　現在同乗している魔導士においても、亡霊として魂たましいを縛しばる『誓約コントラクト』を結ばせ、自身の意のままに操あやつっているだけに過ぎないからだ。けれど──それでいい。

　それでいいのだ。亡霊一人だけで戦う方が、遥かに強いのだから。

　そのための『誓約コントラクト』の魔術だ。

　これまで出会った亡霊は、誰もが一人で戦う者ばかりだった。

　しかし、あの銀色の少女は、少年を完全に隷れい属ぞくしていない。ある程度の指示はしているようだが、攻撃のタイミングや威い力りよくは完全に任せ切っている。

　昔は──違った。あの銀色の少女は、自分と同じ様に、パートナーを奴ど隷れいとして戦わせていた筈はずだ。だからこそ──強かった。なのに、

「……」

　耐え切れず、キルリリスは、

『エア』

　機体の拡声器で問う。

『あなた、分かってはいるんでしょ？　誓約コントラクトの魔術で操って、一人で戦う方が強いって！　そんな人間に魔法を任せたままだと、私には、決して勝てないって！』

　問い掛けるが──返答はなく。

　言葉の代わりに弾丸魔法が乱射されてきた。

（……もう、いい）

　けれどそんな乱射など、万ばん全ぜんで構えるキルリリスに当たるはずがなかった。

「もういい。腑ふ抜ぬけたあなたは、ここで、──終わり」

　キルリリスはエアの愚ぐ策さくを示すかのように、機体を一気に接近させ、間合いを調節し、必中の位置取りをすると同時、死の弾丸魔法『甲赫の弾丸』を撃うち放った。

　その一連の攻撃は、逃にげ回る兎うさぎの尻尾しつぽをようやく摑つかんだ。

　撃ち放った七発の内、一発が、

「──っ、」

　エアの機体に当たった。




　凄すさまじい衝しよう撃げきが走った。

「が、あ！」

　キルリリスの一撃は機体の前ぜん脚きやく部ぶに当たると同時に爆ばく発はつを起こした。被ひ弾だんする直前にその一本だけパージしていなければ、本体ごと破壊されていただろうが、

「……、う」

　キルリリスの魔術が発動する直前、機体の脚あし一本を手動で切り離はなしていた。あと数瞬遅おくれていれば、致ち命めい的な一撃になっていただろう。しかし、無傷というわけにはいかなかった。

　強きよう烈れつな爆撃による余波は、確実にレインとエアを追い詰つめていた。

「エ、ア……」

　レインは意識が混こん濁だくしていた。身体中に激痛が走っていた。キルリリスの弾丸によって機体は吹ふき飛ばされ、山林の斜しや面めんを転がって停止するまでにレインは全身を強く打ち付けていた。激痛が走る。幸い、吹き飛んだことで、キルリリスの間合いからは離れたが、

「おい、……エア、早く、移動を」

　依い然ぜん危険な状態だ。キルリリスはすぐ追撃してくる。

　レインは視界がぼやけた状態でエアに話し掛ける。が、返答は無かった。これまで何を聞いても無視だけは無かった。どうしたのかと、改めてレインはエアの背を注視した。

　そして慄りつ然ぜんとする。

「……お前、その傷」

　──赤。

　エアの右みぎ腕うでから大量の血が溢あふれ出ていた。

「はっ、はっ──」

　意識は辛かろうじて残っているらしく、息を荒あらげながらエアは反対の手でざっくりと裂さけた傷を押さえていた。しかし、手で押さえた程度で収まる出血ではないと判断したのか、裂れつ傷しようをそのままに、諦あきらめてエクセリアの操縦に戻もどろうとする。

「おい、エア、そんな傷で」

　レインは思わずエアの肩かたに手を掛かけた。

　どう見ても機体をまともに動かせる状態でないからだ。

　けれど、

「痛っ」

「──大だい丈じよう夫ぶ」

　エアは、前を向いたまま、レインの手を──素す早ばやく叩たたき払はらった。

　──拒きよ絶ぜつの意志。

　決して他人に触ふれさせようとしないまま、エアは、

「大丈夫、まだ、……エクセリアも、脚が一本減ったけど、動く」

「大丈夫って、……」

　レインは激しく損そん壊かいした自機を見ながら、

「そんなわけないだろ……。破損したエクセリアの操縦を、それも、片手でなんて」

「じゃあ、──どうするって、言うの」

　荒い呼吸のまま、エアは片手でエクセリアを再起動させた。

「もう逃げることは出来ない。キルリリスは絶対に詰め方を間ま違ちがえない。私たちがここを生きて出るには、あいつを討うち取るほかに、ないのに……」

　なにか──。なにか勝つ方法は無いのか。ここまでの攻防で、キルリリスとの差を見せつけられている。正攻法では駄だ目めだ。圧あつ倒とう的に自力が違い過ぎる。

　少しでも戦せん況きようを変えられる、そんな方法は無いのか。──考えた時、

（……さっき、キルリリスは）

　レインは思い出す。

　先さき程ほどキルリリスが伝えてきたこと──エアに言ったことを。

『あなた、分かっているんでしょ？　誓約コントラクトの魔術で操って、一人で戦う方が強いって！』

　これまで知らなかったこと。

　──それは、エアのこれまでの態度と異なる事実だった。

「エア」

「……なによ」

「さっきキルリリスが言ったことは、本当なのか」

「ああ、まあ」

　エアは、ぼうっとしたまま、

「そうね。……確かに私は、お前を強制的に操って戦う方が強いってのは──事実」

「だったら……」

　これまで、なぜそうしなかった。最善を尽つくすべき兵士として、当然抱いだく疑問だ。

　──おかしいとは思っていた。

　エアが、悪あく魔まの弾丸と引き換かえに要求してきた『誓約コントラクト』の魔術。しかし、それを結んでから今まで、レインはエアに何かを強制された覚えは一度としてない。形式として何か命令されることはあったが、魔術として何かを無む理り強じいされたことは決してなかった。

　だから、これまでエアが誓約コントラクトを発動しないのは、単純に機会が無いだけと思っていた。

　けれど違った。

　エアは意図的に使わないでいた。それも、死線の間ま際ぎわに立たされているこの状況でもだ。

　キルリリスは言った。

　誓約コントラクトは──亡ぼう霊れいが真価を発揮するための力であると。

　孤こ高こうの戦士として戦うことが最善である亡霊が、他者を操る手段であると。

「……なんで、そうしなかった」

　レインは問う。

「お前はこの戦いで、俺を誓約コントラクトで操って戦うべきだったんじゃないのか」

「……最善だからって、何だって、言うのよ」

「何って……」

「そんな事しても、今まで、何も」

　俯うつむいたまま、エアは、

「──何も変わらなかったじゃない」

　──荒あれた声。

　通常の状態ではなく、重傷を負ったことで意識が朦もう朧ろうとして理性が働いていない。

　けれど、だからこそ──エアの心根の言葉が、

「強制させるのなんて、簡単よ……。私の意思一つで、それこそ自殺だって、させられる。でもたった一度でも、何かを強制された人間は──その相手に心を許さなくなる」

　それはレインへの言葉ではなかった。自分に言い聞かせるような口調だった。

「力は強ければ強いほど、孤こ独どくを大きくする……。命令を強制させる魔術なんて、その最たるもの……他者を思うままに使う人間なんて、……辿たどる末路は──いつも、一いつ緒しよ」

　力に溺おぼれた者の末路。

「信じていたのに、大事に、思って、いたのに……」

　ぼう、と遠方でキルリリスの火か炎えんが逆巻く中で、

「でも、そんなの、私の、一方的な想おもいでしか、なくて……」

　エアは、

「誓約コントラクトを使った瞬しゆん間かんから、私は、──いつも一人になった」

　そう言ったのを最後に、ようやく正気に戻ったようだった。エクセリアの操そう縦じゆう桿かんを握にぎり直し、三本脚となった機体を動かして、出来る限り、キルリリスから距きよ離りを取る。

　しかし、

（孤独──）

　エアは言った。

　世界は変わらなかった、と。悪魔の弾丸という絶大な力を手にしていながら、これまで何も変わらなかったと──意識が薄うすれる中で、そう呟つぶやいた。

（……）

　レインには分からない。

　この少女が、どれだけの苦く渋じゆうを背負って来たか。

　大きな力を手にしてきたことで、何を失い、何に裏切られてきたのか──。けれど、

『誓約コントラクトを使った瞬間から、私は、──いつも一人になった』

　その言葉に。

　エアという少女が抱かかえる何かが見えたが──今は考える間は無い。

　遠方で、キルリリスの機体が接近しているのが見えたからだ。




　レインは問う。

「……一応聞くが、今から誓約コントラクトを使って闘たたかうことは出来るのか」

「出来なくはないけど」

　策を考えられる程に回復したエアだったが、

「遅おそいわね……機体の脚は一本無くて、私も片腕うでの状態だと」

「──確実に負ける、か」

「ええ」

　絶望的な状況なのは理解している。けれど、無む謀ぼうに突つっ込んで死にに行くつもりなど毛頭ない。せめて、僅わずかにでも勝算が見える策でなければ、実行は出来ない。

（ここからは賭かけだ。僅かにでも可能性があるなら、賭けるしかない……）

　考えた時、──『賭け』という言葉が、

「……エア、一つだけ策がある」

「ん？　なに」

「本当に分の悪い賭けになるが」

　元より勝ち目はない。しかし、この策なら勝負だけは出来る。

　レインは作戦の概がい要ようをエアに伝える。

　そして、

「──幻硬弾フアラルの乱射？」

「ああ。それも、俺も未来視できないほど大量の幻硬弾フアラルを、この森林に一いつ斉せい射撃する」

　策としては単純だった。当てずっぽうに射撃して、運良く直撃するのを期待する。

　共覚質クオリアを使わない射撃をする。ただそれだけ。けれど、

「ふうん、まあ……可能性はゼロではないわね」

　レインしか観測できない弾丸──幻硬弾フアラルの軌き道どうはキルリリスも完かん璧ぺきに予測できない。

　それをランダムに撃うち放ち、自じ爆ばく覚かく悟ごで突とつ貫かんする。上手うまくいけば、キルリリスに当たるかもしれない。でも、悪ければ、自爆して終わるかもしれない。

　まさに賭けだ。しかし、互たがいが最善手で動くのが魔導士の戦いの前提である以上、

「……『自爆するかもしれないでたらめな攻こう撃げき』をした時、合理的な行動をすると読んでいるキルリリスの予知を外すことが出来るかもしれない……ってことね」

「ああ」

　迫せまりくる死神に賭けを持ち込める時点で、幸運だと思うしかない。

「──いいわ。それでいく」

　果たして、その作戦に、エアからの許可が出た。

　幻硬弾フアラルの乱射──決して成功する確率の高くない作戦の。

（……、）

「エア」

「は？　まだ何か」

　ごん。

「って痛あああ！」

　レインは構えていた銃じゆう身しんを、そのまま前方にいるエアの頭部に振ふり下ろした。元よりエアは重傷を負っているが、金属棒で殴なぐられたらまだ普ふ通つうに痛いらしく、

「なにすんのよ！」

「いつまで腑ふ抜ぬけているつもりだ」

「腑抜けてるって」

「俺からのこんな攻撃も避よけられない時点でそうだろ」

「……それは」

　普通なら絶対に避けていた攻撃だ。それほどに弱ったエアを見て、

「……正直、俺にはお前の背負っているものを、あまり理解できていない。誓約コントラクトを使いたがらない理由も、大き過ぎる力を持った者の結末も、世界はなにも変わらなかったとお前が言った理由も──想像しか出来ない」

　でも、とレインは続ける。

「変えるしか、ないだろ」

「……」

「どっちが正しいとかじゃない。ただ、譲ゆずれないもの同士がぶつかればどちらかは潰つぶれる」

　正しいのはどちらか。

　間ま違ちがっているのはどちらだとか──

　的外れな議論だ。どちらも間違っていない。互いに正論だ。

　ただ、より正しさを示すしかないと言うなら──示すだけだ。

　レインは長銃を構え直す。

　息を整える。

　これからするのは、文字通り命を天てん秤びんに載のせたギャンブルだ。

「お前は、世界なんて変わらないと言ったが──俺は変える。取り巻く全すべてが悪だというなら、変えてやる、ここから、全てを」

「……はは」

　エアは小さく笑いを漏もらすと、

「何も分かってない癖くせに……まあ、いいわ。少しだけ、乗せられてあげる」

　機体の進行方向を定めた。それは今までの逃とう走そうと違い、

「ここでキルリリスを討つ──変えてやろうじゃない、世界くらい」

　迫りくる亡霊を迎むかえ撃つ構えだった。




　やるべき事は単純だ。

　乱射による攻撃──。

　つまり、魔導士としての能力を全て放ほう棄きするということだ。

　そして勝率は、五分ではない。予知を放棄するというのがキルリリスの隙すきを突く前提であるため、レインたちはただ祈いのるしかない。しかし、キルリリスは弾丸の軌道を、完璧ではないが、ある程度回かい避ひできるのだ。成功する確率は極きわめて低い。

　けれど、この賭けに勝つことでしか──未来は開けない。

　敵機が射程圏けん内ないに入った。

　最後の交こう錯さくに入る。

（……撃つ数は、全部で二十発）

　キルリリスの機体に冒ぼう進しんしながら、レインは発動させた。

　そして、強きよう烈れつな魔ま力りよくを籠こめた弾丸を、一気に撃ち放った。

（っ──）

　乱反射する。

　レインの放った弾だん丸がん魔法──けれど、その軌道は全く分からない。

（当たれ──）

　眼前を、跳はね回る弾丸が飛び交かっていく。前方に撃ち放った弾丸だったが、何発かはこちらに返ってきていた。脚あしは止められない。エアは直感のみに頼たよって回避する。

（当たれ！）

　そして、──賭けの結果が出た。

「、……！」

　爆ばく炎えんが舞まった。僅か数十メートル先に位置していたキルリリスの機体から激しい噴ふん煙えんが巻き上がり、破損した部品が周囲に散乱したのだ。そして、レインが放っていたその他の弾丸は全て散乱していき、自爆する可能性も消え去った。

「はっ、は……」

　極限の緊きん張ちようから、酷ひどく荒あらくなった息を整えながら、

（──勝った、……？）

　キルリリスの機体は破は壊かいされ──自爆する可能性も消えたと判断した。

　その瞬間だった。

「がっ！」

『──馬ば鹿かも突き抜ぬければ、怖こわい、のね』

　煙えん霞かの中から、飛び出してきたキルリリスの機体が、こちらのエクセリアに突進を仕し掛かけた。躱かわすことが出来ず、体当たりを食らうまま、樹木に機体を押さえつけられる。

　そして、拡声器越ごしの声の主は、

「キル、リリス……！」

『運は、良かったわね、でも、運だけでは死ぬのが、戦場』

　敵機エクセリアの破損も大きい。それでもなお、正面からの純じゆん粋すいな馬力ならば完全に力負けをする。前まえ脚あしで機体を完全に押さえられ、動くことが出来なくなった。

　──零ゼロ距きよ離り。

　機体同士が接せつ触しよくして組み合う形。

　そして、こちらの機動を完全に封ふうじたところで、

「でも、ここで終わり」

　キルリリスは風防から顔を出した。先さき程ほどの爆破によって頭部から血をわずかに垂らしていたが──それだけだ。わずかに傷を負ったのみで、致ち命めい傷しようになっていない。

「っ、」

　レインは弾丸魔法を放つために長銃を構える。しかし、

（──くっ）

　──視みえない。

　どんな場所に撃ち込もうとも、キルリリスを撃ち取れる予知が視えない。恐おそらく、キルリリスが本気になったことで、今まで僅かにあった隙が全て消えたのだ。

　レインの指が固まる。勝てる未来が、全て消えた。そして、

「死ね」

　硬こう直ちよくした瞬しゆん間かんを見み逃のがさず、キルリリスはエクセリアの前ぜん腕わんを叩たたきつけてきた。殴りつけるような横よこ薙なぎに、装そう甲こうの軽いこちらの機体はバランスを崩くずし、

（しまっ──）

　レインは──機体から振り落とされた。

（、……）

　中空に身体からだが浮ういた。

　機体に手を伸のばすが、届かず、そのまま地面へ落下しながら、

「くそ……！」

　レインは賭けに負けたことを知った。ここで地面に落ちれば、攻撃の手段を失ったエアは容た易やすく殺される。レインも、墜つい落らくして、エクセリアを失えば勝ち目などない。

　いや──。

　どちらにせよ──既すでに勝負はついていたのだ。辛かろうじてキルリリスに届いたあの一撃で仕留められなかった時点で、レインたちは勝ち筋を全て失っていた。

　最大のチャンスは──既に終わっていたのだ。

（──くそ、）

　口くち惜おしさだけが際立つ。

　しかし、この状じよう況きようでは、受け入れる他ほかなかった。何一つ成し遂とげられず、情念を晴らせず、自分だけでなく銀の少女も巻き込んで死ぬ──そんな結末を。

　けれど、レインが死を受け入れようとした、その瞬間、

（……え？）

　予知が大きく切り替かわった。

（なに、が──）

　絶望的な黒色だった視界が晴れるように──死の運命が霧む散さんしていく。

　そして気付いた。

　数秒経たっても、レインは地面に落下していない。

　そのまま視線を上げて、ようやくその理由が分かった。




　レインの手を──エアが摑つかんでいた。




「エ、ア……？」

「なに、ぼけっと、してるの──」

　触ふれていた。

　エアが──レインの身体に。

　これまで、激しいまでの拒きよ絶ぜつで、他人に身体を触れさせなかった少女。

　そんな彼女がしっかりと手を繫つなぎ、肌はだと肌が直接触れる形で、レインを繫ぎ留めながら、

「エア、なんで──」

「なんで、って、お前が言ったんでしょ」

　──絶対に勝つんだ、って。

　操そう縦じゆう桿かんを手放し、空けた手で摑み、離はなさず、そして、──確かに、触れながら、

「……世界を、変えるんでしょ」

　絞しぼり出すような声と共に、

「だったら、構えて、撃うつしかないでしょ──レイン・ランツ！」

　エアは、レインの手を大きく引いた。

　レインは『エアから助けられた』──。

　そしてその行こう為いが──全員の予知をずらした。

（──っ、）

　有り得ない行動は、観測外となって予知に組み込まれない。
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　だからこそ『有り得ない行動』が起こった時、魔導士の予知は外れる。

　つまり──『エアがレインを助ける』という行為。

　それは、誓約コントラクトを結ばせただけの人間など助けるはずがないと思い込んでいたキルリリスにとっても、そして、どんな状況でもエアが他人の身体に触れるはずがないと思い込んでいたレインにとっても──そして、何よりもエア自身にも。

　想定外の行動となった。

　そして、全員の予知が無効となった、わずかなその瞬間を逃のがさず、

（っ、終わりだ）

　レインは、キルリリスに一撃を放った。

　爆炎が舞った。

　今度の魔法は──亡ぼう霊れいキルリリスの半身を焼き、粉ふん砕さいした。




「ぐ、あ！」

　キルリリスは爆風で後方に吹ふき飛んだ。即そく死しはしていない。しかし、彼女がもう立ち上がることはない。爆炎の中で、キルリリスの半身が焼き潰つぶれたのを確かに見たからだ。

（賭かけにすら、なっていなかったが──）

　レインは緊張の糸を、どっと緩ゆるめる。

　──何度も死に掛けた。

　圧あつ倒とう的なキルリリスの能力。破壊を司つかさどる強力な弾丸と、圧倒的な共覚質クオリアの前では、何一つ通用しなかった。それでも、エアは最後まで諦あきらめなかった──その結果だった。

（あと、は……）

　しかし、気を抜いてはいられない。

　まだやるべきこと──最後の工程があるのだ。

　レインは胸むな元もとに手を入れて、そこに入れていた『銀色の弾丸』を手に取る。

　これで──キルリリスを討うち取らねばならない。

　そうしてレインが、横たわるキルリリスに歩み寄ると同時、

「驚おどろい、た……」

　弱々しい声が掛かる。

「亡霊が、他人を助ける、なんて……まさ、か、私が、負ける、なんてね」

「間ま違ちがうな。純粋な能力なら、そっちが上で、──侮あなどらなければ、勝っていただろ」




「……そう、ね」

　吹き飛んだキルリリスは、身体の左半分が焼き潰れていた。その動かぬ身体で、彼女は、

「いつの間にか、死が、薄うすくなってた、かも」

　口にする。

「百年以上、生きて……戦って、老いも、若きも、分別の整わぬ──赤子すら、殺して、きて、……いつの間にか、消えて、また目を覚まして──そんな膨ぼう大だいな時間の、中で、思いもしなかった。こんな風に、自分が死ぬなんて」

　その、最古の亡霊の言葉に、

「そう」

　答えたのは、エクセリアから降りていた──エアだった。

「キルリリス、あなたから、死への抵てい抗こう──『死にたくない』という感情が見えたのは本当に最後の瞬間だけだった。今まで、どれだけ勝つ事しかしてなかったの」

「私にとって……強さってのは、そういうことだから」

　死に瀕ひんした、赤い少女は、

「一方的に、奪うばって、壊こわして──それを、考えもしない。それが、戦場で、羽虫みたいに殺された、私が求めたもの。亡霊として、何より望んだ、……力だから」

　──望んだ力。

「ねえ、エア……あなたは、恨うらまなかった、の？」

「恨み？」

　僅わずかに言葉に詰つまって、

「キルリリス、あなたは恨んでるってこと？」

「勿もち論ろん。……亡霊は──私が知る限り、これまで目にしてきた亡霊たちの力と感情は、ただ一つの例外なく、深く、この両りよう眼めのように、黒い──闇やみより黒い、憎にくしみだった」

　つまり、憎くはないのか。亡霊エアは、自分たちを構成するこの世界が。

　赤黒く変色した瞳ひとみを押さえながら、そう言ったキルリリスに、

「……レイン。もういいわ」

　エアは──答えなかった。

　恨みは無いのか──。そんな、答えるだけなら、すぐの言葉に。

「話はもういい。これからキルリリスを仕留めて、世界を修正する」

　言って、エアが自身の拳けん銃じゆうを取り出す。装そう塡てんされたのは悪あく魔まの弾丸だ。

　しかし、

「──あは、」

　最後に、笑った。

　──キルリリスは、苦しそうに。

「死ぬのは、構わない、正直、生きるの、少し、飽あきてたし──でも」

　けれど。

「私の存在が全部消えるのは、──嫌いや」

　瞬間、

（っ、これは）

　レインは膨大な魔力を知覚する。そして、その圧気は急速に拡散していき、領域に含ふくまれてた地表に炙あぶり出しのように浮き上がったのは──『甲赫族トラキセル』の紋もん様よう。

「私は、亡霊キルリリス」

　はっとする。キルリリスはエアを呼ぶ直前まで、鉱山爆ばく破はの魔術を準備し、それを実行する段階にいた。つまりは、起動できる段階に準備してから戦いに臨のぞんでいたのだ。

　そして、その蓄ちく積せきした熱量を、一気に使えばどうなるか。

　魔導士として、臨界に至った傑けつ物ぶつ──キルリリスの全すべてを。

「──私の魔法は、誰だれにも、奪わせない」

　刹せつ那な、展開された規律式が、魔術師キルリリスの命と引き換かえに──発動した。








９、脱だつ出しゆつ






　亡霊キルリリス・ランバート。

　彼女が最後に放った一いち撃げきは、岩がん盤ばんを突つき抜ぬけ鉱山の核かく銀ぎんへ到とう達たつした。

　発生したのは、二次的な爆破──鉱山の壊かい滅めつ。

　灼しやく熱ねつが振ふり撒まかれると同時、鉱山全体が崩ほう壊かいを始める。

　樹き々ぎは燃え、地表は崩くずれ、吹き荒あれる爆風によって大気は粉ふん塵じんと煙えん霞かに支配され、一帯は、わずか数秒で、キルリリスの『赫あか色いろ』に染められた。そして、その中で、

「熱、……」

　亡霊エアは意識を取り戻もどす。燃え盛さかる火か炎えんが目を覚ます切っ掛けになった。ぐらぐらと視界が揺ゆれる。そして目が覚めて感じ取ったのは──激痛。

　足元を見れば、巨きよ大だいな岩石が、左ひだり脚あしを下した敷じきにしていた。

（……、これ）

　動かそうとするが、

（もう、だめ、──か）

　全く動けない。その状じよう況きよう下でも、火か焰えんは全く衰おとろえることなく、迫せまり来ていた。

　──ああ、そうか。

　自分はここで終わる。

　その時が、ようやく来たのだと、思った。

（私、は──）

　──思う。

　この繰くり返される命が与あたえられて、どれほどか。

　その長い時間の中で、自分が手にしてきたものは──何だったのか、と。

（……）

　無実の罪で処しよ刑けいされた少女。

　亡霊として最初に目覚めた時、手にしていたのが銀色の弾丸だった。その力に気が付いた時、身み震ぶるいした事を覚えている。強力過ぎる力に、恐きよう怖ふを覚えた時は確かにあった。

　けれど──変えられるかもしれないと思った。

　この力を使えば、戦せん禍かに捲まくこの世界を、もしかしたら、──。

　そう思った。

　けれど。

（なんで、私は、こんなに、……）

　目線を下ろせば、身体からだに残った無数の傷。

（汚きたない、……）

　信じていた人間からの裏切りは、心の奥底を裂さかれるような痛みを生んだ。

　幾いく度どとなく、突き落とされた絶望の底。

（私、は──）

　裏切られ続ける内、人が近付くことに、いつしか恐怖するようになった。

　特に身体に触ふれられるのは──怖こわい。

　怖いのだ。反射的に振り払はらい、拒きよ絶ぜつするように身体が動く。

　傷だらけの身体。

　そこに触れられるのは、自分の醜みにくさを直接覗のぞかれるように思えた。

　治ったのは、最後に少しだけ──落ちていく少年の手に触れた、あの一いつ瞬しゆんだけ。

　あの時だけは、身体が動いた。けれど、

（なんなの──）

　結局──。

　生き永ながらえて、最後に克こく服ふくできたのは、そんな癖くせ一つだけ。

（だれか──）

　誰にも受け入れられず──一人、炎ほのおに飲まれようとしている。

（だれでも、いいから──）

　エアは、

「──助けてよ」

　亡ぼう霊れいであるなど──魔導士など──関係なかった。

　焰ほのおに捲かれながら、その存在を終えようとした時に取り繕つくろうことなど出来なかった。

　ただ一人の、傷つき切った少女の、紛まぎれもない本音。

　その純じゆん粋すいな言葉を、

「──やっと見つけた」

「え……？」

　その時、聞く者が、一人だけいた。




　それは、火炎の中から発せられた、聞き覚えのある声。

　少し低くて、聞こえが悪くて、熱の無い声は、

「……見つかるもんだな」

「な、に……」

「なにって……ここを脱出するぞ、エア。ここは火と煙けむりが多過ぎる」

　言われて、刹那、エアの脚あしを封ふうじていた岩石が強力な熱量で砕くだかれた。

　数分で蒸し死ぬような火炎の中、息を切らしてやって来た少年の弾だん丸がん魔法によって。

「なんで、ここが──」

「なんでって──間ま抜ぬけな顔をしているところ悪いが、偶ぐう然ぜんだ。炎の中を逃にげている時に、お前の胸むな元もとで『それ』が光っているのが見えた」

　レインはエアの胸元を指差し、そこに下げられている物を示す。

　それはエアが着けていた銀色の首くび飾かざり──七年前、レインが妹であるリルムに贈おくったプレゼントであり、エアの肉体が妹のものであると示すアクセサリーだった。

「そのアクセサリーには、核銀が含まれている。核銀は炎とかの波長の長い光が当たると散乱するから、この瓦が礫れきと火の中でも、光が見えた」

　言いながら、レインはエアを担かつぎ上げる。

　背負われながら、しかしエアは、少年の行動の意味を飲み込めない。

（なんで──）

　背負われながら、エアは、レインと二人、火炎の中を進む。

　続き、燃え盛さかる業ごう火かの中、脱出できる経路を探すレインの背に、

「なん、で」

「あ？　だから、見つけたのは偶然だって」

「私を、なんで、助けるの？」

　なぜ、この、少年は、

「私が、死ねば、お前は、完全に自由に──なれる、のに」

　既すでに明言している。

　神性の譲じよう渡とと同時、レインに預けたのは、その存在を大きく縛しばる『誓約コントラクト』だった。

　弾丸の能力を与える代わりに、この少年は自分には絶対に逆らえないが、エアが死んだ時、その呪じゆ縛ばくから解放される魔術をわざと与えた。

　エアが死ぬということは──少年の魂たましいの解放を意味する。

　亡霊エアは知っている。

　学生兵レイン・ランツは、人の死に対してあまりに正当な怒いかりを持つ。

　泥どろ沼ぬまのような東西の闘とう争そう。

　その最さ中なか、故郷を失い、家族を失った少年──その感情を利用した。

　一目見た時から、この少年に『悪あく魔まの弾丸』を渡わたせばどうなるか。

　全すべて分かっていた。彼の世界に対する怒りは、燃えるような激情ではない。

　酷ひどく冷静に、冷れい淡たんな価値観と目的のために、世界を変える弾丸を使い続け、この果てない戦火を止めるという夢物語を叶かなえようとしていた。

　そんな彼にとって、自分は厄やつ介かいでしかない。

　死ねと言われれば死ぬしかないほど、強固な『誓約コントラクト』で縛った。

　無論、エアも生半可な気き概がいで生きてはいない。

　百年前──無実の罪を負わされ、泣き叫さけぶ中、処刑された光景は決して消し去ることが出来ないし、これからも消えない。

　亡霊として新たな生を得た時、『悪魔族ベリアル』の神性で組み上げた弾丸は、自分自身の世界に対する感情──「何もかも消えてしまえ」という精神から発はつ露ろしたものだ。

（だから、私は──）

　少年を利用した。

　魅み力りよく的な力を与え、決して逆らえないようにし、戦いに誘ゆう導どうした。しかし、その結果、亡霊同士の戦いに巻き込み、彼は多くの級友を失うことになった。なのに、

「レイン、お前、忘れてる、の……？」

「なにがだ」

「私が死ねば、お前を縛っている『誓約コントラクト』は取れるって、話」

　なぜ──彼に、助けられている？

「ああ？　そんな大事な話、忘れるわけないだろ」

「だったら」

「お前は頭がいい」

「……え？」

　エアは思わず聞き違ちがいをしたかと思ったが、

「それも、俺なんか比べものにならないくらいにだ」

　レインは淡たん々たんと、

「それに、エクセリアの操縦技術も化物並みだ。キルリリスとの戦闘だって、お前がいなければ、絶対に負けていた」

　だから──

「お前が俺を利用するんじゃない。俺がお前を利用する。だから、死ぬな」

「そんなの」

「それに、お前は哀あわれだエア」

「っ、」

「悲し過ぎる、お前たち、亡霊の存在は」

　火か炎えんの範はん囲いは広がっている。焼き溶とかすような灼しやく熱ねつの中、息を荒あらげながらも、

「戦いの中、無念のまま死んで、……何十年後に、誰だれとも分からない奴やつに、亡霊にされて、戦いが終われば、また姿を消すしかない──陽炎かげろうみたいな存在。そんな傷だらけの身体で、死ぬまで戦わされる奴らを哀れと言わずに、なんて言うんだよ」

　レインも体力の限界の筈はずだ。キルリリスとの戦いで魔力を使い尽つくし、倒たおれ込みそうな疲ひ労ろうにある筈だ。その中でも、彼は──エアを摑つかむ手を緩ゆるめない。

　背負って、歩く。

「ぶん殴なぐってやりたくないのか、エア」

「……え？」

「そんな、死人を玩がん具ぐにしているような奴を、見つけて、殴りたくないのかって聞いてる」

「それは」

　無論──殴りつけてやりたい。

　百年前、あのまま消えていれば──。

　こんな傷だらけの身体で──戦場に立ち続ける運命からも逃のがれられた。

「……ぶん殴って、やりたいけど」

「だったら、死ねないだろ」

　──だから今は、大人しく助けられてろ、と少年は続けた。

（……なんなの、こいつ）

　今までいなかった。

　これまで、弾丸を持った亡霊としての自分を──助けようとする人間なんて。

（分からない、私を、……助け、る……？）

　亡霊として、繰くり返し、存在を新たにしてきた少女。

　その度たびに、様々な人間に弾丸を渡し、利用し──自分も利用された。最初は友好的な奴も何人かいたが、悪魔の弾丸の力によって、彼らはすぐに過信するようになった。

　強力な力は、精神を果てしなく傲ごう慢まんに染める。

　そして、力を確信した者は、ただ一つの例外なく──自分を殺そうとしてきた。

（そう、よ）

　一回や二回ではない。

　──全員。

　全員だ。亡霊エアという存在を消し、力を自分だけのものにしようとした。

　この身体に刻まれた傷も、戦場で負わされたものが全てではない。

　半分以上は、今まで悪魔の弾丸を与あたえて来た人間に負わされたものだ。

（それが、人の、普ふ通つう……）

　信じて、何人もの人間に悪魔の弾丸を託たくしてきた。

　そうしなければ──孤こ独どくに潰つぶされそうだったから。

　亡霊という、通常の人間とは異なる時間に生きることは、いくら優すぐれた才覚を持ち合わせていても耐たえ切れない孤独が襲おそう。一人では決して抱かかえられない暗くら闇やみとの戦いだった。

　なにか、灯あかりがあれば──。

　心寄せられる人間さえいればという、人ならざるものとしての孤独。

　そして、その孤独が襲う度に、近くに誰かを求めて──裏切られた。

　殺され掛かけた。

　何度も。

　何人にも。

（信じない、そう決めた……）

　気付けば──誰も信じられなくなっていた。

　だから、四次攻こう戦せんで出会った少年レインには、あらかじめ言っていた。

『私が死ねば、誓約コントラクトは解除される』

　その言葉を言っておけば、弾丸の力を手にした人間は、必ず自分を殺そうとする。そして自分を殺そうとして来る人間は、思考が読みやすく、より御ぎよしやすくなる。

　けれど、この少年は、自分の命を狙ねらうどころか、

（分から、ない……こいつ、）

　助けようとして、──生きて、殴りたい奴を殴れ、と言う。

　自分が逃げられるかも分からない山火事の中、共に生き残る活路を探し続けている。

　その行動は、これまで、心の中ですら、理論で解決してきた少女の、

（……なんで、）

　心臓を──

（なんで、こんな──）

　ぎゅっと締しめ付けられるような熱さを、少年に向けてしまっていた。

　それは熱く──けれど、決して嫌いやではない。

　経験したことのない痛みのようで、けれど──熱い、なにか。

（なに、この、──胸が、変）

　身を寄せている少年の背が──とても、熱く。

（私……）

　気付けば──。

　少女は、ぎゅっと少年に身を寄せているのに、安らいだ感情を覚えていた。

　──身体を触ふれられているのに、拒きよ絶ぜつの感情は、全く出なくなっていた。




　──だから。

「くそ。こっちも、燃えてる……どこに、行けば、──」

　高温の火か焰えんが周囲を取り巻き、脱だつ出しゆつ路を完全に失っているこの状じよう況きようの中で、

「……レイン」

「なんだ、今は余よ裕ゆうが」

「『私から離はなれて』」

「っ、」

　エアが言った瞬しゆん間かん、レインの身体は意識と関係なく動いた。レインは命令通り、背負っていたエアから手を離す。支えを失った彼女は、立つことも出来ず、べちゃっとそのまま地面に落ちる。無論、レインが自ら手を離したのではない。

　エアの言葉に反応したのは、

「ああ、痛……ゆっくり下ろせって、付け加えとけば、よかった」

「、なにを」

「えと、追加命令。『そこから動くな』」

　歩き出そうとしたレインは、その場に縫ぬい付けられた。

　動こうと意識すれども、固められた足は既すでに、感覚すら残されていない。

　完全に、魔ま術じゆつを介かいした命令。

　亡ぼう霊れいエアと交かわした──誓約コントラクトの発動だった。

「お前、こんな時に、なにを」

「もう、この火からは逃にげられない」

「だから、逃げられる場所を」

「ない」

　エアは腕うでだけで身体を起こし、痛む足を支え、ふらふらと立ち上がる。

「無理、よ。私は、この鉱山の地形を、把は握あくしている。だから、どこに火が回って、どうなっているか、手に取るように分かる。そして」

　ここ一帯も、これから三分後に火炎に飲まれ、焼き尽つくされる──。

「だから」

　エアは手を翳かざし、腰こしから取り出したのは、

「悪魔の弾だん丸がんを使うしかない」

　拳けん銃じゆうだった。

　無論、悪魔の弾丸の機構は『人間を消した結果、世界が変えられる』だ。

　つまり、発動には、その存在を消される人間が必要となる。

　レインは灼熱の中、エアが銃じゆう把はを握にぎるのを見る。

「やっと」

　そして、エアは、

「やっと、分かった」

　亡霊の少女は、弱々しく口にする。

「お前は、私と──」

　──似ている。

　似ているのだ。生死が乱れ飛ぶ戦場で負わされた理り不ふ尽じん。受け入れるには、本来はとても弱い人間。けれど弱いままでは決していられないと、より力を求めた。

　だけれど、背負わされた運命とその荷重は、通常なら耐えられない程ほどに重く。

　普通の人間ならば、重さに耐え切れず自じ壊かいする重圧に、しかし、自分とこの少年はそれと戦い続けてきた。そんな境きよう遇ぐうを同じくする人間は、これまで一人もいなかった。

　誰一人──理解などしてくれなかった。

　亡霊としての在あり方。

　戦場という特とく殊しゆな環かん境きよう。

　誰もが「あまりに違ちがう」と、エアに対しての理解を、最初から諦あきらめた。

　けれど、この少年は、薄うす々うす感付いているのだ。

　──自分たちは似ていると。

　在り方は違えど、根本は共通し、同じものを抱え込んでいると。だからこそ、この少年は、死を認めようとした自分に、躊躇ためらいなく言ってのけたのだ。

　──生きろ、と。

（ほんと──）

　エアは、

（押し付けがましい奴……でも）

　息をつける。そして、

「じゃあ、レイン」

　少女は、倒たおれ伏ふす少年に向かい合う形になる。この少年だけに先の戦争を託すなどあまりに荷が重い事だろうが、大だい丈じよう夫ぶだろう──やってくれる筈はずだ。

「お前に、幾いくつか言っておくわ」

「なにを」

　口にする。

　落ち着いた──けれど、銀の少女らしい、少し揶揄からかう口調。

「まず一つは、この戦いを必ず終わらせる事」

　エアは、銃口をレインに向けなかった。

　銀の弾丸──それが向けられた方向は、

「これは絶対ね。今まで、誰だれも止められなかった戦争を、必ず終わらせる──それが、最大の仕事。達成して貰もらう。嫌とは言わせないわよ、これは、お前が言いだしたこと」

　火焰が迫せまる。

「二つ目は、悪魔の弾丸を、正義ある使い方をすること。これまで自制できた魔導士はいなかったけど、お前には出来るでしょ。頑がん張ばって」

　様子がおかしい。

（なんだ、エアは、いきなり……）

　話し方から直感する。

　そして、ようやく、少女の意図を察した。

　けれど、

「で、三つ目」

　命令で拘こう束そくされている。

　動けない。

「──『私を忘れないで』」

　向き合う。

「弾丸で存在が消されると、術者以外から、その記き憶おくは消えるから。別に、世界にそこまで未練なんてないけど、それでも、──誰かの中には、残っていたい、かな」

　──少しだけね、と付け加える。

（エア、まさか──）

　命令されているのは、その場から動くなという事だけであり、上半身はまだ動かすことが出来た。レインは懐ふところから拳銃を取り出し、少女が持つ銃を弾はじくために射しや撃げきする。

　緻ち密みつだが、手にしたものを撃うち落とすことは、魔導士にとって不可能ではない。レインが放った弾丸は極きわめて正確な射線に沿って、少女が手にする銃へ向かう。しかし、

「あと、もっと強くなりなさい」

　エアはその射撃を、わずかに身を揺ゆらすだけで回かい避ひする。それは、まだ未熟な少年へ向けた、言葉ではなく、態度で伝えるメッセージだった。──もっと強くなれ、と。

「私は亡霊エア」

　少女が選んだ一つの決着。

　手にした銃口を、自分の喉のど元もとに当てる。

「それだけは──忘れないで」

　刹せつ那な。

　引き金は落とされ、銀色の弾丸──世界を変える弾丸が放たれた。

　次の瞬間には、ぐらりと歪ゆがむ、特有の感覚がレインに走った。

　それは『再編成リプログラム』が発動した証明。

　世界は、歪わい曲きよくし、

「……エア！」

　叫さけび、響ひびくのは、亡霊と同様、世界を憎にくむ少年の声。

　それでも、切り替かえられていく。

　世界は、亡霊少女の存在しなかった──『再編成リプログラム』された世界へと。








10、殺したのは？






　クラウ鉱山の戦いから、三日後。

　軍事病院からようやく退院となった学生兵オルカは、帰路に就つく中、

「ああああああああああ！」

「っ！」

　びくつく。

　おそるおそる声のした部屋を覗のぞけば、看護婦たちに手足を押さえつけられている、

「い、痛い！　いいですって！　きちんと自分で交こう換かんしますから！」

「駄だ目めです！」

「前それで任せたら、放置してたじゃないですか！」

「いや、だから、それはあああああああ！」

　ガーゼの交換に抵てい抗こうして、阿あ鼻び叫きよう喚かんする級友レインの姿があった。

　見る限り、痛いから嫌いやだと駄々を捏こねているようで、看護婦二人に足を押さえられた上、強引にズボンを剝はぎ取られ、傷に薬を塗ぬり直されていた。

（……一応、凄すごい奴やつなんだけどな、あいつ）

　呆あきれる。戦場にいる時は、鬼き神しんのような動きをするのに、今はただの子供に過ぎないでいる。そして、抵てい抗こう虚むなしくガーゼ交換を終えられたところで、部屋に入ると、

「火傷やけどで一番怖こわいのって、ガーゼ交換だよな」

「う、おお……オ、オルカ……お前、見てたなら、止めろよ……」

「治ち療りようくらい、黙だまって受けろ」

　言いながら、オルカはレインの姿を見るが、少し反応に困った。

　なにせ、レインは尻しりに（正しくは大だい腿たいの付け根）に火傷を負い、そしてたった今、新しいガーゼに替えていたので、尻を半分出したまま横になっている。

　仰あお向むけになれないので、腹ばいになるしかなく、尻に空気を当て冷やしている。

　うーむ。

　間ま抜ぬけである。

「で、見み舞まいじゃないなら、何しに来たんだよ」

「ああ、退院ついでに、お前に頼たのまれたことの報告をしようと」

「報告って、例のか」

「ああ」

　レインの表情が少し変わるのを見て、オルカは言う。

「言われた通り調べたが、何処どこにもキルリリスって名前の奴はいなかったぞ」




　数秒──。

「その情報は、確実か」

「ああ、西国の捕ほ虜りよには佐さ官かんとかもいたが、全員、誰もそんなの知らないとさ。もちろん、少女みたいな見た目とか、妖あやしいくらい綺き麗れいな赤あか髪がみを知らないかとも聞いたが、少女の指揮官なんて誰も知らないし、名前自体も聞いたことないの一点張りだった」

「そうか」

「まあ、大戦中は階級なんてころころ変わるから、確証は持てないが」

　で、とオルカ。

「そのキルリリスって奴が、どうしたんだ？」

「いや、前に一度会ったことがあって、今回見た気がしたから」

「ふうん、まあ俺の捜そう査さは雑だから、自分でまた調べろよ。他国はやはり調べにくい」

　それだけ言って、

「ああ、あとその火傷だが、さっさと治して退院しろよ」

　オルカは部屋を出ていった。

　レインが、今回の戦せん闘とうで負った火傷──掌てのひらくらいの、小さなその傷を見ないようにして。




（……いない、か）

　レインは丸出しになっている、自分の臀でん部ぶの火傷を見る。

（キルリリス……）

　入院するに至った傷は、この火傷だけだ。別に深い傷というわけではなく、ベッドが余っていることでこの病院に押し込められた。しかも、傷を負った理由は、戦闘ではない。

「まさか、エクセリアのエンジンに座って、お尻を火傷するなんてね」

「うるさい」

　レインは病室の奥に隠かくれていた少女。

　特とく徴ちようである──『銀の髪』が、揺れる。

　彼女をじっと見る。

「というか、エア……この姿勢は恥はずかしいから、少し目を逸そらして貰もらっていいか」

「……うん、私も、お尻と話はしたくないかな」

　目線を逸らしながら、長銃を抱かかえる少女は、

「……早くね」

　少しだけ顔を赤らめていた。

　どうやら、自分から身体を見せるのはいいが、その逆は苦手なようだった。




　三日前のクラウ鉱山の戦い。

　史上最大とも言える鉱山爆ばく破は事故が発生した──けれど。

　その事実は、完全に消え去ることになった。

　──世界の切り替えによって。

「……やはり、悪あく魔まの弾だん丸がんが使われたってことか」

「間ま違ちがいなくね」

　軍事病院は機能訓練のために、敷しき地ちは広く、歩き回るだけの場所は多くあった。

　並んで歩くのは、二人。

　人工魔導士の少年レインと、亡ぼう霊れいの少女エア。

「あの時、私は自分に、悪魔の弾丸を使った」

　エアは、その瞬しゆん間かんを想起する。

「うん、使った。でも、それより『一瞬早く』誰だれかが──悪魔の弾丸を使った。そのことで再編成リプログラムが起こって、クラウ鉱山での戦いは消失した」

　そう。

　それは、エアが自身を撃ち抜こうとしたのと、ほぼ同時に起こった。

　ぐらり、と世界が歪み、気付いた時には、レインは学校に戻もどっていた。

　最初は、エアが消えた結果と思った。

　それなりに嘆なげいたし、悲しんだし、彼女の行動にいろいろと想おもいを巡めぐらせたりしたのだが、全くの同日、少し申し訳なさそうな顔をして、エアはひょっこりと現れたのだ。

「なんか、気まずかったな」

「その話は本当にやめて」

　エアがその時の話を凄く嫌がるので、スルーする。

　ともかく、再会したその後、演習で向かった先でレインたちは全く別の戦闘に巻き込まれたが、数人の怪け我が人だけで終わり、レインもエクセリアのエンジンで尻を焼いて入院するというだけに終わった。鉱山爆破に比べると、毛先のような被ひ害がいだ。

　──ともかく。

　再編成リプログラムは起こったのに、エアは死なず、存在が消えなかった。

　どういうことなのか。

　考察したが、考えられる事実は、ただ一つだけ。

「あの瞬間、誰かが、悪魔の弾丸を使った。それしか考えられない」

　それは、

「有り得ることなのか」

「ええ。まあ悪魔の弾丸自体は、撃うてば誰でも使えるからね。レインが最初に使った時もそうだったでしょ？」

「確かにそうだけど」

「そして問題は『誰が誰を撃ったのか』」

　鉱山で死ぬ筈はずだった少女──少しだけ、積極的に活動するようになっていた。

　今まで、ふわふわと、どこにいるか分からない存在だったのに、一体、あの日に何があったのか調べようと、普ふ通つうに頑がん張ばっているようだった。

「多分、消されたのはキルリリスで間違いないわね」

「オルカからの話もそうだったけど……」

　キルリリスの存在は確かく認にんできなかった。しかし、レインは少し反論する。

　何故なぜなら、あの日、この眼めでキルリリスが焰ほのおに包まれていく光景を見ているからである。

「あれは、死んだふりでしょうね」

「あんな大怪我を負っていたのにか」

「そんなものよ。自分が言うのもなんだけど、亡霊って、普通に生への執しゆう着ちやく強いし。盛せい大だいな自爆に見せかけて、自分は死なない調整はしてたんでしょ」

　……なんか、がっかりだった。

　潔いさぎよく散った感じだったのに、生き残る気満々だったとは。

「ともかく、あの爆破の後も、キルリリスは生きていた。私たちが焰に包まれて死にそうになっていた、まさにあの時も、まさにあの瞬間まで、生きていて、」

「悪魔の弾丸を拾っていた誰かに──殺された」

「ええ」

　断言の言葉。

「そもそも、殺されたことで鉱山の戦いが無くなったってことは、戦争を企き画かくした奴が消されたって事でしょ？　そして、戦いの後にどれだけ調べても、キルリリスの情報は欠片かけらも出てこない。ほぼ確定していい。消されたのは、キルリリス」

　しかし、そこまで分かっても、

「じゃあ、誰が」

「分からない」

　そう──そこが最大の謎なぞなのだ。

「私たち以外の、悪魔の弾丸を手に入れた誰かが、キルリリスを殺した」

「そうは言うけど、弾丸はどこで手に入れたって言うんだ。これって、エアにしか作れない弾丸で、俺以外に複製できる奴はいないんだろ」

「うん。だから」

　それは、それでしかない事実。

「レイン、お前、どこかで弾丸を盗ぬすまれているわ」

「……おおう」

　まじかよ。

「もしくは、落としたところを拾われたか、そんなとこ。まあどちらにせよ、お前、どんだけ杜ず撰さんに管理しているのよ。もう少し、厳重に管理してなさいよ」

　ぐうの音も出ない。

　しかし、そこで顔を伏ふせるレインに対して、エアは、

「あと、今回の戦いで確信した。私たち亡霊は『誰かに』意図的に戦わされている。いや──もしかしたら、この東西の戦争自体、仕組まれたものかもしれない」

　──誰か。

　エアにしては曖あい昧まいな言葉だが、

「そもそも、東と西の争う理由は核かく銀ぎんの取り合いから来ているのに、戦いを激化させて核銀の消費が進んだら、意味がないのよ。採さい掘くつした傍そばから軍事利用しているなんて、戦うためだけに戦っているということ──これが百年も続いているなんて、異常でしかない」

　つまり──誰かいるのだ。

　この戦争を仕組んでいる人物が。

　そして、その人間がいなくならない限り、戦争の終結は有り得ない。

（……、）

　本当の敵は、その人間なのだろう。

　レインは、自身が打ち倒たおすべき存在を改めて言葉にされて、わずかに身み震ぶるいする。

　そして、

「……まあ、これからよ」

　エアは諭さとすように言う。

「レイン」

　亡霊の少女。

　一度は自ら死のうとし、けれど何の因果か、生き残った──不安定な存在。

「まだ、東と西の戦争は終わっていない」

　背中に負うのは、冗じよう談だんのような大銃。

　レインに世界を変える弾丸を与あたえて来た──小さな少女。

「戦える？」

　視線は交わらない。

「私たちの戦う理由は、それなりに深いけれど、やることは沢たく山さんあるけれど、全すべてを乗り越こえることでしか、それに敵かなうことは出来ない」

　エアは言いながら、一つの弾丸を投げて来た。

　それは──銀色。

　太陽を背に、光を乱反射させながら、けれど消えない──銀。

「無論だ。俺がこの弾丸を手にした時から、気持ちは何一つ変わらない」

「そう」

　不ぶ愛あい想そに答えながらも、少女は、

（本当に、こいつ……、もう）

　──少しだけ、少年に対して戸と惑まどう感情が生まれたように思った。

　そして、

「それじゃ、エア。一つだけ、約束だ」

「ん？」

　少年は答え、そんな自分に言ってくる。

「もう、自分で死ぬようなことはするな」

「……それ、」

「砲ほう手しゆが、エクセリアを操あやつるパートナーに求めることは、互たがいを信じるとか、そんな安易な言葉じゃない。何があっても死なない、泥どろを啜すする、生への気き概がいがある前提が、命を預ける条件になる。だから、命を諦あきらめる事だけは禁止だ」

　それさえ守るなら、

「俺はお前の奴ど隷れいで良い」

「……奴隷は困るけれど」

　エアは、首を傾かしげた後、

「まあ、パートナーくらいなら、いいかな」

　亡ぼう霊れいエアは、




　こっちを見て──笑った。




「っ、──」

　それは、今まで何度か目にした表情とは違ちがう。

　小こ馬ば鹿かにするような笑いや、苦く笑しようなどとは大きく違う。

　その笑え顔がおは純じゆん粋すいに、──可愛かわいらしく。

　本当に──愛らしく。

　照れながら。

　楽しそうで、少し、嬉うれしそうな、

（ああ──）

　可愛らしい笑顔。

（ああ、これが──）

　この表情が、本当なのだ。

　亡霊であるとか、不思議な弾だん丸がんとか、怪あやしげな神性とか、関係なく。

　やっと──少しだけ触ふれることが出来た。

　この少女を構成する、最も根本となる表情に──ようやく。

「……まあ、とりあえず」
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「次に戦うことを、考えましょうか」

　とりあえず、だ。

　見知らぬ誰だれかの手に渡わたった魔ま法ほうの弾丸を探したり、いろいろとしなければならない。

　退院後にすることを、話し合っていく。

　ゆっくりと。

　共に歩きながら──二人で。




　──同時間。

　エクセリアの格納庫に着いたオルカは、ここにいる筈の少女の姿を探したが、暫しばらくは見つけることが出来なかった。ようやく背中を見かけたところで声を掛かけると、

「アスリー」

「ん……？」

　アスリーが顔を上げた。エクセリアの整備をしていたようで、

「ああ、そっか、私が呼んでたっけ？」

「お前が頼たのんでおいて随ずい分ぶんだな！」

　完全に忘れられていたようだ。しっかり者に見えて、案外天然なところがある。

「……まあいい。ほら、これ、頼まれてた調査の資料」

「あんがと」

　オルカはアスリーに、資料の束──依い頼らいされていた内容を渡す。

　そして、

「しかし、なんだ……奇き妙みようなこともあるもんだな」

「なにが？」

「うーん……、一応、個別に話を受けていたから秘密にすべきだろうが、……」

　オルカは言っていいのか悩なやんだが、

「まあいいか」

　答えた。

「お前も、キルリリスって奴やつがいないか調べろと、俺に依頼してきたことだよ」

「『も』？　他ほかにもいたの？」

「レインだよ」

　資料を投げながら、オルカは眼前の少女を見る。

　思えば、少し──瘦やせただろうか？

「レインもお前も、三日前にそいつを調べろと言ってきた。なんだ、そのキルリリスって奴は、俺が知らないだけで、なんかの有名人なのか」

「──有名、か」

　アスリーはエクセリアの整備機器を置く。

　これまで幾いく度どとなく戦場を潜くぐり抜ぬけて来たパートナー機だが、この機き甲こう車はきちんと扱あつかってやらねば、すぐに壊こわれてしまう。それは魔導士たちが使う銃や弾丸などとは違う。

「そうかもね」

　アスリー──親を失った少女。

　彼女は、胸ポケットに入れていた一つの薬やつ莢きようを取り出した。

　それは、鮮あざやかで色の薄うすい。

　けれど『銀色の弾丸』には、

「今はもう、いないけどね」

　キルリリス・ランバート──『Kirlilith Lambert』の文字があった。








あとがき






　初めまして。上うえ川かわ景けいと申します。

　この度たびは本書をお手にとっていただき、誠まことにありがとうございます。




　──さて。

　魔ま法ほうの弾だん丸がん。

　今作に登場するこの言葉は、元はペニシリンという薬から来たものだったりします。

　人類初の抗こう生せい物ぶつ質しつとして生まれたペニシリンは、その優すぐれた効能から、病魔だけを撃うち抜ぬく、まさに「魔法の弾丸」と比ひ喩ゆされたとか、なんとか。

　あとウェーバーが作曲したオペラ「魔ま弾だんの射手」にも、七発のうち六発は、意のままに命中するけれど、最後の一発だけは悪魔が思うところに当たってしまうというアイテムとして、魔法の弾丸が登場します。

　今作の『悪魔の弾丸』は、そんな弾丸たちがアイデアの元になりました。




　──さて（二回目）。

　今回、いろいろな方のご助力があって本書を出すことが出来ました。

　ありがとうございました。

　今作は第31回ファンタジア大賞の《大賞》受賞作 ということで、その過程で多くの人に関かかわって頂いています。イラストを担当してくださったＴＥＤＤＹさん、エクセリアをデザインしてくださった鷲わし尾お直なお広ひろさん、編集部の方々や選考してくださった先生方をはじめとして、本書のために、様々な方から多大なご尽じん力りよくを頂きました。

　本当にありがたいことです。

　そして、なにより、本書を手に取って頂いている読者さんに、最上の感謝を。

　悪魔の弾丸を手にした主人公。

　それがこれから、どうなるのか。

　楽しんで頂ければ幸こう甚じんです。

　ではでは。

　またどこかで。

　お会いできましたら。


上川景
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